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Ⅰ　国 際 化 の 現 況
１．現　　況

　(1) 海外渡航者の状況

ア 日本人出国者数の推移 イ 外国人入国者数の推移

ウ　年次別旅券発給件数
年次

人　数（人）

41,971
3

年　次

2
前年比％
113.8  
96.7   

10,997,431
10,633,777

人　数（人）

4
5
6

20
19

15

17

12

14

69,039
59,875
57,006

63,286
60,941
59,688
55,213

28

11

16

13

18

27

7
8
9
10

21

26

22
23
24
25

96.3   
97.9   
92.5   

50,207
55,617

前年比％
108.7  

41,301
47,883
50,130
57,557
65,835
67,777
70,653
66,561
71,456
76,297
66,287
69,029
48,337
65,888

56,494
58,342
60,369

88.1   
110.8  

佐　賀　県

98.4   
115.9  
104.7  
114.8  
114.4  
102.9  
104.2  
94.2   
107.4  
106.8  
86.9   
104.1  
70.0   
136.3  

102.3  
103.3  
103.4  
114.3  
86.7   
95.2   

96.1   

16,215,657

11,790,699
11,933,620
13,578,934
15,298,125
16,694,769

16,903,388
16,213,789
17,116,420

17,403,565
17,534,565
17,294,935
15,987,250

16,522,804
13,296,330
16,831,112

96.7   
95.9   
105.6  

98.6   
92.4   
96.6   
107.7  
102.1  

101.9  
80.5   
126.6  
103.4  
100.8  

全　　国
年　次

2

15,445,684
16,637,224
16,994,200
18,490,657
17,472,748

108.8  
94.5   

100.6  
94.1   
103.5  
108.9  
91.0   

110.9  
101.2  
113.8  
112.7  
109.1  

16,802,750
15,806,218
16,357,572
17,818,590

15
16
17

8
9
10
11
12

3
4
5
6
7

28

 人数（人）

3,504,470
3,855,952
3,926,347
3,747,157
3,831,367
3,732,450
4,244,529
4,669,514
4,556,845
4,901,317

23
24
25
26
27

18
19
20
21
22

13
14

97.6
107.6
107.6
100.3

9,443,696
7,135,407
9,172,146
11,255,221
14,150,185

7,450,103
8,107,963
9,152,186
9,146,108
7,581,330

5,272,095
5,286,310
5,771,975
5,727,240
6,756,830

前年比％

114.4
110.0
101.8
95.4
102.2
97.4
113.7
110.0

佐賀県
発給数

全国
発給数

21 22 23 24 25 26 27 28

19,949 20,050 20,239

128.5
122.7
125.7
139.1
117.9

112.9
99.9
82.9
124.6
75.6

3,210,844 3,249,593 3,738,380

外務省

法務省入国管理局

4,015,470 4,185,080 3,961,382 3,924,008 3,296,805

22,225 16,471 16,021 14,230 16,580

　佐賀県の日本人出国者数は平成12年の76,297人をピークに減少傾向が続いており、平成21年以降いったん
は増加に転じたが、平成25年以降再び減少していたが、平成28年の出国者数は55,617人と前年に比べ 5,410
人の増加（前年比10.8％の増）となった。全国的にも平成24年には、日本人出国者数が18,490,657人と過去
最高となったが、平成25年以降は減少している。また、外国人入国者数は、平成28年は23,218,912人とな
り、前年に比べ3,530,665人（前年比17.9％）増加し、過去最高となった。
　旅券発給件数についても、平成24年までは概ね2万件前後で推移してきたが、平成25年以降は不安定な国
際情勢や円安等の影響から減少した。平成28年の発給件数は16,580件と前年に比べ2,350件の増加（前年比
約16.5％増）となった。

109.2
99.2
118.0
110.3
108.8

19,688,247
23,218,912

1



　エ 佐賀県の年代別発給件数

19歳以下 2,695 2,981 3,546 3,143 3,027 2,820 3,327

20～29歳 4,213 4,852 5,011 4,112 3,893 3,290 3,812

30～39歳 3,091 3,075 3,286 2,513 2,614 2,190 2,412

40～49歳 2,612 2,421 2,704 1,889 1,895 1,627 2,077

50～59歳 3,415 3,198 3,498 2,205 2,138 1,859 2,052

60～69歳 2,864 2,649 3,061 1,930 1,783 1,752 2,094

70～79歳 1,007 893 954 568 563 578 668

80歳以上 153 170 165 111 108 114 138

合　　　計 20,050 20,239 22,225 16,471 16,021 14,230 16,580
外務省

27　　　　　年
次 2822 23 24 25 26
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(2)在留外国人数の状況

ア　年次別在留外国人数の推移 平成28年12月末現在
年 次 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

佐賀県 4,233 4,226 4,208 4,268 4,229 4,285 4,536 5,140

全 国 2,186,121 2,134,151 2,078,508 2,033,656 2,066,445 2,121,831 2,232,189 2,382,822
佐賀県：国際課調

※平成23年までは「外国人登録者数」として統計を作成。 全　国：入国管理局

佐賀県における在留外国人数は、平成28年（2016年）12月末現在5,140人で、前年同期に比べる
と604人の増加となっており、佐賀県の総人口827,910人（2017年1月1日現在）に対する構成比は
約0.6%となっている。
在留外国人の国籍数は76となっており、国籍別内訳を見ると、中国が1,276人（約25%)ともっと
も多く、次いでベトナム978人（19%）、韓国・朝鮮人717人（14%）、フィリピン602人（12%）、
インドネシア455人（9%）の順となっている。
在留資格別で見ると、「技能実習」が1,863人（36%）と最も多く、次いで「永住者」が975人
（19%）、「留学」744人（14%）、「特別永住者」の501人（10%）の順となっている。

4100
4200
4300
4400
4500
4600
4700
4800
4900
5000
5100
5200

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

人数

年次

佐賀県在留外国人数の推移
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ウ　在留外国人数（在留資格別）
平成28年12月末現在

区 分
佐
賀
市

唐
津
市

鳥
栖
市

多
久
市

伊
万
里
市

武
雄
市

鹿
島
市

小
城
市

嬉
野
市

神
埼
市

吉
野
ヶ
里
町

基
山
町

上
峰
町

み
や
き
町

玄
海
町

有
田
町

大
町
町

江
北
町

白
石
町

太
良
町

計 区 分

総 計 1,529 594 930 124 538 167 126 164 141 101 93 122 25 110 4 109 31 50 135 47 5,140 総 計

教 授 15 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 教 授

芸 術 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 芸 術

宗 教 3 1 0 0 6 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 宗 教

報 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 報 道

高 度 専 門 職 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 高 度 専 門 職

経 営 ・ 管 理 8 0 3 2 2 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 20 経 営 ・ 管 理

法律・会計業務 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 法律・会計業務

医 療 2 2 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 医 療

研 究 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 研 究

教 育 19 14 7 1 2 8 4 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 2 0 64 教 育
技 術 ・ 人 文 知 識
・ 国 際 業 務 67 10 27 3 21 5 3 4 16 3 3 1 0 0 0 5 1 0 0 0 169

技 術 ・ 人 文 知 識
・ 国 際 業 務

企 業 内 転 勤 1 0 1 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 企 業 内 転 勤

興 行 6 0 10 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 興 行

技 能 22 11 12 0 4 5 5 0 0 0 9 1 0 2 0 0 0 0 0 0 71 技 能

技 能 実 習 269 328 162 74 332 64 53 73 40 55 39 68 9 47 0 60 17 36 99 38 1,863 技 能 実 習

文 化 活 動 11 0 0 1 3 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 21 文 化 活 動

留 学 343 2 382 1 0 0 0 1 1 2 0 7 0 1 0 3 0 1 0 0 744 留 学

研 修 1 0 5 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 研 修

家 族 滞 在 109 9 35 12 13 7 4 4 8 0 3 1 0 0 0 1 2 0 0 0 208 家 族 滞 在

特 定 活 動 6 1 16 0 17 1 14 1 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 60 特 定 活 動

永 住 者 360 106 160 15 50 38 15 48 25 26 25 17 9 39 2 11 4 3 16 6 975 永 住 者

日本人の配偶者等 73 46 28 2 15 15 10 8 6 6 3 11 0 8 0 7 0 2 7 1 248 日本人の配偶者等

永住者の配偶者等 7 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 永住者の配偶者等

定 住 者 40 4 14 1 18 6 5 4 0 1 2 4 1 4 0 1 0 1 1 0 107 定 住 者

特 別 永 住 者 166 58 61 11 49 14 10 20 36 5 8 12 4 8 1 14 6 6 10 2 501 特 別 永 住 者

その他（未取得等） 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
その他（未取得等）
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(3) 外国人留学生の受入状況 
平成28年の佐賀県における外国人留学生数は、567人と前年に比べ115人の増加となっている。 

学校種別で見ると、大学・短大ではここ数年留学生数が減少していたが、平成28年は増加に転じた。

また、日本語教育機関では引き続き増加傾向にある。学校別で見ると、大学・短大では佐賀大学の 207

人が最多であり、日本語教育機関では弘堂国際学園の191人が最も多くなっている。 

国籍別で見ると、ネパールの138人が中国の131人を上回り、大学では中国、日本語教育機関ではネパ

ールとベトナムが多数を占めている。 

ア 外国人留学生数の推移                     （平成28年 5月現在） 

 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

大 学 306 302 297 282 269 240 216 229 

短 大 22 31 20 17 18 19 14 19 

日 本 語 
教 育 機 関 

103 87 118 146 178 199 222 319 

県 内 計 431 420 435 445 465 458 452 567 

全 国 計 132,720 175,040 163,697 161,848 168,145 184,155 208,379 239,287 

                           県内：佐賀地域留学生等交流推進協議会調 

                           全国：独立行政法人日本学生支援機構調 

イ 県内外国人留学生の受入状況（学校別）              （平成28年 5月現在） 

 ﾈﾊﾟｰﾙ ﾍﾞﾄﾅﾑ 中 国 ﾏﾚｰｼｱ タ イ ｽﾘﾗﾝｶ 台 湾 韓 国 ｲ ﾝ ﾄ ﾞﾈ ｼ ｱ
その他 計 

佐 賀 大 学 3 12 63 16 19 6 11 18 10 49 207 

西九州大学   8  3  7 3  1 22 

九 州 龍 谷 
短 期 大 学   2        2 

佐 賀 女 子 
短 期 大 学  7 6    1 1  1 16 

西九州大学 
短期大学部        1   1 

弘 堂 国 際 
学 園 80 72   1 28 1 1  8 191 

日 本 文 化 
教 育 学 院 32 7 1   13     53 

ヒューマン 
アカデミー 23 33 3   1   7 8 75 

合 計 138 131 83 16 23 48 20 24 17 67 567 

佐賀地域留学生等交流推進協議会調 
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(４) 経済交流の状況

　ア 佐賀県貿易額の推移　(注)小数点以下は四捨五入のため、合計値が合わないことがある。

（単位：億円、％）

12 2,198

13 1,845

14 1,885

15 2,188

16 2,328

17 2,732

18 3,247

19 3,457

20 3,148

21 2,206

22 2,744

23 2,457

24 2,273

25 2,470

26 2,436

27 2,674

(注)小数点以下は四捨五入のため、合計値が合わないことがある。

99.0

　　 一般財団法人佐賀県貿易協会

　　　「平成27年佐賀県貿易白書」

117.4 3,33790.0

118.9 113.7

100.9 2,847

706

606

689

529

3,936

378

411

673

96.9

118.0

102.4 4,163

75.0

352

112.2

363

86.8

104.5

113.3

112.2

2,843

105.6

97.9

3,001

105.0

98.6

89.5

91.1

341

556

102.2

92.5

83.9

116.1

102.7

655

105.8

3,086 120.6

88.3

金　　額

106.5

111.2

2,877

92.9

109.1

70.1

110.8

124.4

91.9

2,558

　平成27年の本県の貿易合計額については、輸出入合計では3,087億円（対前年比108.4％、240億円増）と
なった。
　輸出については、金属加工製品（136億円増）及び船舶（95億円増）の増加により、輸出総額は2,674億円
（同109.8％、238億円増）となった。
　輸入については、金属加工品（18億円増）及び電気・電子機器（18億円増）などの増加により輸入総額は
413億円（同100.5％、2億円増）となった。
　貿易相手国・地域については、輸出での上位3か国はアメリカ、台湾、韓国となっており、これらの国で
輸出額全体の40.6％を占めている。
　輸入での上位3か国は、カナダ、中国、アメリカとなっており、これらの国が輸入額全体の64.0％を占め
ている状況であった。

合　　　　　計

金　　額 対前年比

2,401

対前年比
年

金　　額 対前年比

106.4

輸　　　　　出 輸　　　　　入

2,509624

2,836

66.6

3,677

568

69.6

96.0

108.7

2,766

407

2,636

109.8 413 100.4 3,087 108.4

　　（ア）　輸出入額
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（単位：億円、％）

輸出額 構成比 輸出額 構成比 輸出額 構成比 輸出額 構成比 輸出額 構成比

2.7 0.1 1.9 0.1 4.8 0.2 2.8 0.1 5.0 0.2

77.1 3.1 71.4 3.1 60.5 2.5 45.7 1.9 41.6 1.6

0.4 0.0 0.3 0.0 0.8 0.0 12.7 0.5 19.7 0.7

1.2 0.0 1.7 0.1 3.7 0.2 2.3 0.1 1.9 0.1

475.3 19.3 391.2 17.2 427.2 17.3 428.8 17.6 426.2 15.9

0.5 0.0 0.3 0.0 0.5 0.0 1.6 0.1 1.6 0.1

6.6 0.3 4.6 0.2 2.1 0.1 3.3 0.1 1.4 0.1

940.6 38.3 823.6 36.2 761.7 30.8 893.8 36.7 1,029.3 38.5

286.3 11.7 289.7 12.7 307.4 12.4 315.3 12.9 306.0 11.4

93.1 3.8 106.7 4.7 96.4 3.9 92.9 3.8 111.1 4.2

562.5 22.9 565.4 24.9 774.3 31.3 622.1 25.5 716.9 26.8

11.1 0.5 16.1 0.7 30.4 1.2 14.6 0.6 13.3 0.5

2,457.3 100.0 2,273.0 100.0 2,470.0 100.0 2,436.0 100.0 2,674.1 100.0

（単位：億円、％）

輸出額 構成比 輸出額 構成比 輸出額 構成比 輸出額 構成比 輸出額 構成比

454.0 18.5 397.8 17.5 372.5 15.1 386.2 15.9 417.9 15.6

380.9 15.5 301.2 13.2 409.1 16.6 336.5 13.8 330.9 12.4

23.8 1.0 30.6 1.3 34.6 1.4 29.4 1.2 145.1 5.4

1,022.4 41.6 1,038.6 45.7 964.2 39.0 1,093.8 44.9 1,269.5 47.5

42.6 1.7 42.8 1.9 48.0 1.9 43.4 1.8 42.3 1.6

141.8 5.8 317.9 14.0 291.1 11.8 303.7 12.5 203.0 7.6

372.0 15.1 120.4 5.3 322.8 13.1 230.0 9.4 253.4 9.5

19.6 0.8 23.7 1.0 27.6 1.1 12.9 0.5 11.9 0.4

0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2,457.3 100.0 2,273.0 100.0 2,470.0 100.0 2,436.0 100.0 2,674.1 100.0

ア フ リ カ

金 属 加 工 製 品

北 米

2524

年　次 

23

中 近 東

そ の 他

27

一 般 陶 磁 器

電気・電子機器

工 業 用 陶 磁 器

26

そ の 他

23

石 油・ゴム製品

 品目別

ロシア・東欧諸国他

一 般 機 器

　地域別

農水産物・飲食料品

調味料・その他

木竹材・紙製品

化 学 ・ 医 薬 品

合　　　　計

県　　　　計

中 南 米

西 欧

オ セ ア ニ ア

ア ジ ア

船 舶

24

年　次 

27

　　 一般財団法人佐賀県貿易協会

　　　「平成27年佐賀県貿易白書」

（イ）　品目別輸出額

（ウ）　地域別輸出額

25

　　 一般財団法人佐賀県貿易協会

　　　「平成27年佐賀県貿易白書」

26

8



（単位：億円、％）

輸入額 構成比 輸入額 構成比 輸入額 構成比 輸入額 構成比 輸入額 構成比

168.2 44.5 194.4 53.5 211.0 51.8 205.6 50.1 214.9 52.1

37.1 9.8 16.7 4.6 14.2 3.5 13.1 3.2 14.1 3.4

0.4 0.1 0.5 0.1 0.5 0.1 0.4 0.1 0.3 0.1

4.5 1.2 3.0 0.8 1.5 0.4 1.2 0.3 1.7 0.4

30.6 8.1 10.7 3.0 28.4 7.0 34.3 8.4 6.8 1.6

47.3 12.5 30.2 8.3 53.9 13.2 72.6 17.7 55.6 13.5

39.7 10.5 43.4 12.0 49.2 12.1 35.8 8.7 53.4 12.9

24.9 6.6 25.4 7.0 17.0 4.2 13.7 3.3 31.7 7.7

6.7 1.8 18.5 5.1 8.8 2.2 14.3 3.5 15.4 3.7

0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.8 0.2 0.1 0.0

8.8 2.3 7.2 2.0 5.7 1.4 5.0 1.2 5.0 1.2

9.9 2.6 12.9 3.5 16.9 4.2 13.7 3.3 13.5 3.3

378.3 100.0 363.0 100.0 407.2 100.0 410.9 100.0 412.6 100.0

（単位：億円、％）

輸入額 構成比 輸入額 構成比 輸入額 構成比 輸入額 構成比 輸入額 構成比

121.3 32.1 133.3 36.7 165.2 40.6 184.7 45.0 186.1 45.1

21.8 5.8 8.1 2.2 14.1 3.5 11.6 2.8 15.2 3.7

5.7 1.5 11.9 3.3 12.1 3.0 8.3 2.0 18.2 4.4

153.8 40.7 163.2 45.0 162.9 40.1 161.5 39.3 152.0 36.8

0.6 0.2 0.2 0.1 0.5 0.1 0.5 0.1 0.5 0.1

0.9 0.2 0.8 0.2 1.0 0.2 0.6 0.1 0.9 0.2

74.1 19.6 45.5 12.5 51.4 12.6 43.6 10.6 39.6 9.6

0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

378.3 100.0 363.0 100.0 407.2 100.0 410.9 100.0 412.6 100.0

北 米

家 具 ・ 調 度 品

化 学 ・ 医 薬 品

一 般 機 械

飲 食 料 品

石 材

衣料品・その他

雑 貨 ・ そ の 他

電気・電子機器

年　次 

オ セ ア ニ ア

 地域別

西 欧

金 属 加 工 製 品

 品目別

農 水 産 物

県　　　　計

ア ジ ア

中 近 東

ア フ リ カ

中 南 米

そ の 他

ロシア・東欧諸国他

年　次 

合　　　　計

玩具・レジャー用品

木 竹 材

23

27

272524

　　　「平成27年佐賀県貿易白書」

23 24 25

　　 一般財団法人佐賀県貿易協会

26

26

　　　「平成27年佐賀県貿易白書」

（エ）　品目別輸入額

（オ）　地域別輸入額

　　 一般財団法人佐賀県貿易協会

9



10



11



12



２． 国際化推進事業概要
　（１） 佐賀県の事業（平成28年度）
課名 事業名 内　　　容

韓国交流推進事業

県の重点交流地域（全羅南道）とのスポーツ交流等を実施した。
・さが桜マラソン選手団受入（H28.4）：全羅南道3名
・佐賀県小学生サッカーチーム派遣（日韓小学生サッカー交流）：小学生32名
・世界エコデザイン博覧会招請参加：2名
・佐賀県知事全羅南道訪問：7名
・全羅南道知事訪問受入：10名
・さが桜マラソン選手団受入（H29.3）：全羅南道3名

日韓海峡沿岸交流事業

九州北部三県（福岡、佐賀、長崎）、山口県及び韓国南岸一市三道（釜山広域
市、全羅南道、慶尚南道、済州特別自治道）との広域的かつ多様な交流を目指
し、日韓海峡沿岸県市道交流知事会議を実施した。
・日韓海峡沿岸県市道交流知事会議（H28.11.25～11.26　韓国済州特別自治道）

中国交流推進事業

県の重点交流地域（遼寧省、貴州省）とのスポーツ、文化、青少年の分野等にお
ける交流事業を実施した。
・さが桜マラソン選手団受入(H28.4)：遼寧省選手3名、貴州省選手3名 引率3名
・さが桜マラソン選手団受入(H29.3)：遼寧省選手3名、貴州省選手3名 引率3名
・貴州省青少年受入：高校生11名
・貴州省県選手団派遣（貴州国際マラソン）：選手3名
・遼寧省青少年サッカー交流代表団の派遣：選手16名引率2名
・大連日本商品展出展
・北京地域の魅力発信支援事業出展
・貴州省山地旅行大会出席4名

世界とつながる佐賀県
青少年国際交流推進事業

佐賀県が持つ中国・韓国のネットワークを活用して、重点交流地域での姉妹校を
目指した学校交流を支援した。交流実施校 ： 21校

JICAボランティア
支援事業

佐賀県出身JICAボランティアの活動報告「とびだそう！世界へ」を佐賀県ホーム
ページに掲載し、広く県民の国際協力への理解や関心を高め、ひいては、協力隊
参加の促進を図った。また、派遣中の隊員へ佐賀県情報等を送付し活動を支援し
た。

地球発見隊事業

青年海外協力隊帰国隊員等を県内の学校に派遣し、児童・生徒のＪＩＣＡボラン
ティアへの関心を高めると共に、海外への興味を喚起し、国際交流や国際協力へ
の関心を高めることを目的として実施した。
・派遣回数：4回（小学校2回、中学校1回、高校1回）
・参加者数：235名

自治体職員
協力交流事業

本県と友好関係のある国・地域（中国貴州省、遼寧省及び韓国全羅南道）との交
流を促進するため、職員の派遣・受入を行った。
・佐賀県職員を中国（貴州省）に派遣：1名（H28.9～H29.3）
・全羅南道職員を佐賀県に受入：1名 (H28.4～H29.3)

私費留学生支援事業

経済的に苦しい状況にある私費留学生に対して、県民協働で支援金を支給し、支
援金提供者である県民と留学生の顔の見える関係を構築し、お互いの交流が進む
ように支援を行った。
支援金受給者：15名   支援者：4団体、7企業、1個人

国際交流支援拠点の運営 多文化共生推進の拠点である国際交流プラザの管理と運営を行った。

留学生受入拡大事業

外国人と共生する地域づくりを加速し、海外から見て魅力・特色ある県になると
ともに、県民や県内企業の海外展開、外国人活用の機運を醸成する契機とするた
め、外国人留学生を県内に呼び込む取組みを行った。
○日本語学校教師育成への支援
　日本語学校教師人件費に対する補助・養成講座補助
○日本語学校外国人留学生に対する奨学金の支援
○日本語学校施設整備支援

国際交流員の設置事業

「語学指導等を行う外国青年招致事業（ＪＥＴプログラム）」により国際交流員4
名（英語圏1名、韓国2名、中国1名）を招致し、外国賓客の接遇・通訳、外国語刊
行物等の編集・翻訳・監修など県の国際交流関係事務の補助、地域における語学
指導への協力、イベントへの参画・助言など地域の国際交流活動支援を行った。

外国語指導助手（ALT)、
国際交流員（CIR）の
設置補助事業

「語学指導等を行う外国青年招致事業（ＪＥＴプログラム）」により、日本と諸
外国の人々の相互理解を深め、外国語教育を推進するため、外国語指導助手
（Assistant Language Teacher: ALT)、国際交流員（Coordinator for
International Relations）の設置のサポートを県内の市町に実施した。
・JETプログラムによるALT・CIR数
 県及び10市町に47名（国籍：アメリカ、イギリス、オーストラリア、アイルラン
ド、カナダ、ジャマイカ等）

県の認知度向上のための
情報発信

施策上重要な地域において、佐賀県の認知度向上やキーパーソンとの関係構築を
図るため、外務省や在外日本国公館と連携し、佐賀県全体の情報発信を行った。
・フランスのフリーペーパー「ZOOMJAPON」2016年7月号への佐賀県記事掲載
・パリデザインウィークへのブース出展、パリでの情報発信レセプション
・県内企業との共催による香港プロモーション（H28.10)の実施
・外務省との共催による外交団プロモーション（H29.2)の実施

国
際
課



課名 事業名 内　　　容

国
際
課

海外拠点の運営

佐賀県国際戦略「世界とつながる佐賀県行動計画」に基づく各種事業を効果的に
展開していくことを目的として、最前線で業務を行う海外拠点（香港代表事務
所）を運営した。
＜海外拠点における主な取組み＞
・現地百貨店等での佐賀県PRイベントの開催
・中小企業の海外展開支援
・青少年交流や学校交流など国際交流支援
・現地関係機関や関係者との関係構築
・県内からの訪問者に対する現地活動支援
(１) 外国人観光客誘致対策事業
≪韓国人観光客誘致≫
○旅行博、商談会等への参加3件
　　（ハナツアー旅行博覧会、第19回釜山国際観光展等）
○観光説明会、商談会の開催2件（ソウル、釜山）
○セールスプロモーション22回（ソウル、釜山及び光州の旅行会社等）
○旅行会社やメディアの招聘27件（ソウル及び釜山の旅行会社やメディア等）
○旅行会社とのタイアップ22社
○視察団体の受入れ4件（漁業視察、6次産業視察、行政視察等）
○韓国語版ホームページ・facebook・インスタグラムの運営
○メディアミックスプロモーション（テレビ、新聞、ネット等による情報発信）
○個人旅行者向けの交通アクセス補助

≪中国人観光客誘致≫
○旅行博、商談会等への参加5件
　　（上海世界旅行博覧会、中国（広東省）国際旅游産業博覽會等）
○観光説明会、商談会の開催4件（上海、深 市・マカオ等）
○セールスプロモーション23回（上海及び広州等の旅行会社等）
○旅行会社やメディアの招聘33件（上海及び北京等の旅行会社やメディア等）
○修学旅行受入・学校交流4件
○旅行会社とのタイアップ22社
○簡体字版ホームページ及び微博（ウェイボー）の運営
≪台湾人観光客誘致≫
○旅行博への参加3件
○佐賀県観光商談会の開催2件　（台北、高雄）
○セールスプロモーション14回（台北市、高雄市の旅行会社等）
○繁体字版ホームページの運営
○旅行会社やメディアの招聘11件（旅行会社やメディア等）
○現地スタッフの配置、現地セールス
○旅行会社とのタイアップ6件
≪東南アジア地域観光客誘致≫
○バンコク観光プロモーション（佐賀県観光説明会・商談会）の開催
○旅行博、商談会等への参加3件
○セールスプロモーション10回（バンコク、マニラ、シンガポール）
○旅行会社とのタイアップ7件
○旅行会社やメディアの招聘14件（タイ、フィリピン、シンガポール）
○旅行会社向け情報サイトへの掲載
○観光博への出展5回（タイ、フィリピン）
≪欧州地域観光客誘致≫
○セールスプロモーション（オランダ、イギリス、フランス）
○現地プロモーションに参加（オランダ、イギリス、フランス）
○旅行会社やメディアの招請3件（イギリス、フランス、オランダ）
○トラベルライターによるオンラインでの記事発信
○英語版ホームページ及びfacebookの運営
○「ミシュラン・グリーンガイド・佐賀」のWebサイト更新

外国人観光客誘致対策
事業(（一社）佐賀県
観光連盟事業費補助)

(２) 受入環境整備事業
○観光客受入環境整備支援事業：多言語化ほか
観光施設や宿泊施設などの受入施設において、外国人へのサービスを充実させる
ため、外国語での案内表示、パンフレット、HPでの案内などの経費の一部を助成
し、外国人観光客受入の環境整備を促進した。(40団体が整備）
○国際会議開催経費補助
国際会議等のコンベンション開催経費の一部を助成することにより、コンベン
ションの誘致を促進した。（4件）
○言語コミュニケーションの問題により円滑な旅行が困難な外国人観光客等をサ
ポートするために、通訳サービスが可能なコールセンターと目的地や店舗情報な
どを外国語で検索ができる観光アプリ「DOGAN SHITATO？」を提供した。
・コールセンター（24時間365日対応）
対応言語：英語、中国語、韓国語、タイ語、ベトナム語・インドネシア語・フラ
ンス語・ドイツ語・イタリア語・スペイン語・ポルトガル語・ロシア語
・観光アプリ「DOGANSHITATO?」
対応言語　英語、中国語（簡体字、繁体字）、韓国語、タイ語、日本語

外国人観光客誘致対策
事業(（一社）佐賀県
観光連盟事業費補助)

観
光
課



課名 事業名 内　　　容

観
光
課

日韓海峡沿岸広域観光
協議会事業

《日韓海峡沿岸広域観光協議会事業》
北部九州3県及び山口県と韓国1市3道（釜山広域市、全羅南道、済州特別自治道、
忠清南道）で日韓広域観光ルート及び事業計画の検討等を行うため、第23回日韓
海峡沿岸観光交流会議を開催するとともに、日韓海峡沿岸地域の観光振興のた
め、中国国際旅游交易会2016への共同ブース出展、タイメディア・旅行会社の招
聘事業等を日韓共同で実施した。
○日韓海峡沿岸広域観光交流会議
課　長　会　議：5月17日　山口県　山口市
○「中国国際旅游交易会2016」への日韓共同ブース出展事業
事業内容：日韓海峡沿岸地域への誘客を促進するため、「中国国際旅游交易会
2016」に日韓共同観光ブースを出展し、両地域の観光ＰＲを実施
開催時期：11月10日～11月14日
場　　所：中国　上海市　上海新国際博覧センター
○タイメディア・旅行会社招聘ファムツアー事業
事業内容：日本の2県（福岡県、山口県）及び韓国の2道（全羅南道、済州特別自
治道）の情報発信を図るため、タイから現地メディア及び旅行会社を招聘し、
ファムツアーを実施
開催時期：11月28日～12月3日
場　　所：(日本)　福岡県、山口県
　　　　　(韓国)　全羅南道、済州特別自治道

産業人材ステーション
事業

知識や技術を持った求職者と即戦力、あるいは将来的に事業の中核を担う人材
（ＵＪＩターン人材、グローバル人材）を求める企業とのマッチング支援を行う
ことで、県内企業の人材確保を支援している。
平成28年度は相談者数は9名であったが、残念ながら就職には結びついていない。
※ グローバル人材とは、外国人留学生または、留学・海外でのビジネス・ボラン
ティア活動等の経験があり、外国語に堪能な求職者。

就労・再チャレンジサ
ポート事業

○求職者を対象として、就業能力を習得し就職を目指すための職業訓練を実施し
た。
コース名：貿易実務･マーケティング科
内容：貿易業界の全体像と国際商取引の仕組み、貿易実務に関する事務遂行能力
の取得を目指した職業訓練の実施
修了者：8名

Oishii!SAGA
輸出チャレンジ事業

○事業者の輸出拡大へ向けた国内外における取組への側面支援
　・H28.12　台湾出張（市場調査、レストラン訪問）　※県内事業者1社参加
　・H29.2 　中国（上海）出張（市場調査）　※県内事業者1社参加
  ・H29.3　 香港出張（市場調査）　※県内事業者4社参加
○事業報告会及び海外情勢研修会の開催
　・H28.4月,H29.1月,3月　食品グローバル研究会開催（計3回）
○補助事業実施
　・交付決定　16社

県産品輸出可能性等
調査事業

○県産農林水産物等の主要品目の輸出可能性等を調査
　調査品目：米、茶、海苔、酒等
　調査国：中国、韓国、アメリカ、ブラジル、フランス、イギリス、ドイツ、
　　　　　イタリア、ベトナム、マレーシア

佐賀県農林水産物等
輸出促進協議会事業

○海外バイヤー等の招へいによる佐賀県産品PR
　招聘国：香港、シンガポール、フィリピン、フランス、ベトナム、タイ
○見本市などでの試食宣伝活動を通じての佐賀県産品PR
　開催国：香港
○海外のレストラン、スーパーなどでの県産品プロモーション・販売活動
　実施国：香港、シンガポール、台湾、アメリカ
○佐賀県産品PRのための動画制作
　実施国：シンガポール
○青果物の鮮度保持に係る試験輸送
　実施国：カナダ

九州貿易振興協議会
事業

○ベトナム現地商談会
　期　間：H28.11.6～11
　場　所：ベトナム（ホーチミン、ハノイ）
　内　容：輸入業者、卸売業者、小売業者、レストラン等のバイヤー
　　　　　との商談を実施。

水
産
課

日韓海峡沿岸水産関係
交流事業

○西日本四県（山口県・福岡県・佐賀県・長崎県）と韓国一市三道（釜山広域
市・全羅南道・慶尚南道・済州特別自治道）で、資源管理の取組や養殖技術研究
など海洋水産共同発展に関する情報交換等を行うことにより、日韓両地域間の相
互理解と友好を深めるため、交流会議が開催された。
　日　時：H28.10.20
　場　所：大韓民国　済州特別自治道

流
通
・
通
商
課

産
業
人
材
課



課名 事業名 内　　　容

水
産
課

日韓海峡沿岸水産関係
交流事業

○日韓漁業者による漁業現状の理解と親睦を図るため、漁業者親睦交流を実施し
た。
　日　時：H28.11.16～11.18
　場　所：大韓民国　済州特別自治道
　参加者：12名（佐賀県2名）
○日韓の水産資源維持増大のため、日韓共同・双方で共通の有用な回遊性魚種
（トラフグ、クロダイ等）の種苗を放流した。
　日　時：H28.10.20
　場　所：大韓民国　済州特別自治
　放流数：トラフグ　3,000尾

県民グループ派遣・招へ
い支援事業（県立男女共
同参画センター）

男女共同参画の推進に必要な知識を深め、リーダーとしての資質を高めるための
海外研修や会議等への参加､または海外民間グループの先進活動事例の調査や海外
民間グループとの交流を行う県内民間グループに対して助成を行った。
　助成グループ：1グループ（調査国：スペイン）

韓国全羅南道女性団体と
の交流支援事業（県立男
女共同参画センター）

県が友好協定を締結し、多様な分野における交流を促進している韓国全羅南道と
男女共同参画分野においても交流促進を図るため、今後継続した交流を予定して
いる団体に対し、公募により、全羅南道との交流促進を支援した。
　助成グループ：1グループ
　内容：「日韓の男女共同参画社会推進フォーラム」
　　（シンポジウム、トップレディ会談、交流会）、日本文化体験等の実施

法
務
私
学
課

私立中学校・高等学校運
営費補助事業（教育改革
推進加算）

私立中学校・高等学校における運営費の中で、教育の国際化に関する経費につい
て補助額の加算を行った。1校あたり600千円を上限に加算。
　・外国人指導員の配置　・外国の学校等との交流　・外国への研修旅行費等

環
境
課
・
環
境
セ

ン
タ
ー

日韓海峡沿岸環境技術
交流事業

韓国南岸1市3道（釜山広域市、全羅南道、慶尚南道、済州特別自治道）と北部九
州3県（佐賀県、福岡県、長崎県）及び山口県において、環境技術、公害防止対策
等に関する共同事業を実施した。
「大気中の揮発性有機化合物調査｣の実施（H28～29年度）
○「大気中の揮発性有機化合物調査｣の実施等に係る協議
　H28.5.25～27（長崎県）
　H28.10.12～14（慶尚南道）

上海便の運航

九州佐賀国際空港と上海浦東国際空港との間で国際定期航空路線を運航し、佐賀
県と中国との交流拡大を図った。
運航路線：九州佐賀国際空港―上海浦東国際空港
運航会社：春秋航空
運航便数：週3往復（月・水・土曜日）
利用者数：48,145人

ソウル便の運航

九州佐賀国際空港と仁川国際空港との間で国際定期航空路線を運航し、佐賀県と
韓国との交流拡大を図った。
運航路線：九州佐賀国際空港―仁川国際空港
運航会社：ティーウェイ航空
運航便数：H28.4.1～12.20 週3往復（火・金・日曜日）＊H28.4.29～5.31運休
          H28.12.21～H29.2.27 週6往復（月・火・水・金・土・日曜日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　＊H28.12.28除く
          H29.3.1～H29.3.25 週3往復（月・金・日曜日）
          H29.3.26～H29.5.10 週5往復（月・火・水・金・日曜日）
         　　　　　　　　　　　　　　　　　    ＊H29.5.11～ １日１往復
利用者数：52,572人

国際チャーター便（台
湾）の運航

九州佐賀国際空港と台湾桃園国際空港との間で国際チャーター便を運航し、佐賀
県と台湾との交流拡大を図った。
運航路線：九州佐賀国際空港―台湾桃園国際空港
運航会社：タイガーエア台湾
運航便数：４往復（H29.2.24、2.28、3.18、3.21）
利用者数：1,091名

港
湾
課

港湾振興事業

【伊万里港】国際コンテナ貨物を扱う国際貿易港
航路の充実や利用拡大を図るため、香港、深セン、広州の船会社や荷主企業等を
訪問しポートセールスに取り組んだ。
○国際定期コンテナ航路：5航路週6便（H29.3現在）
（①華南・韓国航路　②大連・青島航路　③上海航路　④釜山航路 (2便/週)
　⑤国際フィーダー航路（神戸港経由））
○H28コンテナ取扱実績数：34,318TEU
【唐津港】物流・水産・観光レクリエーションの複合港
○外国クルーズ客船の誘致の為、米国フロリダ州で開催されたクルーズ船見本
市、Seatrade Cruise Global 2017に参加した。(2回目)

男
女
参
画
・
女
性
の
活
躍
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進
課

空
港
課



課名 事業名 内　　　容

教
育
振
興
課

グローバル社会で生きぬ
くＳＡＧＡ人材づくり事
業

グローバル化の進展に対応するため、中学生及び高校生に国際的視野と外国語に
よるコミュニケーション能力を身に付けさせることにより、国際社会で活躍する
人材の育成事業を実施した。
○中、高校生の海外留学等への助成
○専門高校（農業、工業、商業、家庭、福祉）を対象にした未来のスペシャリス
ト海外研修事業の実施
○中学校英語暗唱大会及び高等学校英語スピーチコンテスト等参加者を対象にし
た海外研修の提供
○イングリッシュ・デイ等の体験的英語活動の実施
○県が主催する中高校生を対象とした海外研修の実施

語学指導等を行う外国
青年招致事業

本県英語教育の充実、改善のため、アメリカ、カナダ、オーストラリアから16人
の青年を招致し、外国語指導助手として学校での英語指導に活用した。

外国語指導助手指導力等
向上研修

外国語指導助手を対象に、効果的な語学指導ができるような知識・指導技術を習
得させるため、日本人英語教師とともに合同の研修会を実施した（H28.11）

外国語おもてなし事業

○佐賀城本丸ボランティアによる来館者への展示解説の中国語、韓国語通訳
○館内表示についてのアドバイス
○佐賀城本丸ボランティア及び職員を対象とした中国語、韓国語講座（月1回ずつ
参加者各5名程度）

広報誘客事業
○外国語版ホームページによる情報発信及び外国語版利用案内リーフレットの配
布（英語、中国語{簡体字、繁体字}、韓国語）
○外国語音声案内ガイドシステムの運用（英語、中国語、韓国語）40台

県職員外国語習得支援

グローバル人材の育成と、語学力向上に取り組む職員の支援のため、以下を実施
した。
○ 国際派養成スクール（語学教室：英語・中国語・韓国語）
　（ベーシックコース：25名、アドバンスコース：15名）
○ 自己啓発活動支援事業（英会話スクール等語学講座受講経費助成：3名）
○ 自己啓発活動支援事業（外国語検定試験受験経費助成：13名）
○ TOEIC大会（エントリー数：85名）
○ TOEIC大会エントリー者のTOEIC検定受験経費助成（62名）

県職員の国際的視野の
拡大や識見の底上げ

国際的な課題について知識・情報を習得し、理解を深めるため、以下の研修を実
施した。
○管理職国際理解研修（H28.10.28）
講師：日本放送協会　解説委員室　解説主幹　合瀬宏毅氏、83名参加

スポーツパートナーシッ
プ戦略事業

ラグビーワールドカップ2019、2020東京オリンピック・パラリンピックなどの事
前合宿誘致に向け、海外の選手及び関係者とスポーツを通じた交流を積極的に行
いパートナーシップを形成するため、スポーツ交流等を実施した。
○フィジーラグビー交流事業
　フィジーからクイーン・ヴィクトリア・スクール（QVS）を迎え入れ、ラグビー
交流を実施（受入数：34名）
○ドイツ空手交流事業
　佐賀県空手選手団を派遣し、ドイツのユース空手キャンプに参加（派遣者：6
名）
○ブルガリア新体操交流事業
　ブルガリアからジュニア代表選手を迎え入れ、新体操交流を実施（受入数：10
名）

佐賀県大規模国際スポー
ツ大会キャンプ誘致推進
協議会事業

ラグビーワールドカップ2019、2020東京オリンピック・パラリンピックなど世界
規模のスポーツイベントの開催に向け、経済波及効果のみならず、世界への情報
発信、県民の夢・感動など、スポーツのチカラによるレガシーを構築することを
目的とした協議会を設立し、佐賀県内へのキャンプ誘致活動を展開。
平成28年８月には、2020東京大会前のオランダ空手代表による佐賀キャンプ実施
について、オランダ空手道連盟と合意。
〇韓国国立晋州博物館との交流事業
・当館は平成24年度に国立晋州博物館との学術協定を更新した。展覧会・協働調
査・文化財の貸与など互いの自主事業に対して協力し合い、文化事業においても
協力しあうことを目的としている。
○韓国語講座
　日時：前期　平成28年5月14日～7月23日    初級29名　中級18名
　　　　後期　平成28年10月1日～12月17日    初級22名　中級17名
　会場：本館 図書閲覧室・鎮西町公民館
　講師：本館 国際交流員　　李　敬賢（イ・ギョンヒョン）
〇韓国語スピーチコンテストinなごや
内容：「第12回　韓国語スピーチコンテスト　in なごや」
日時：平成28年10月22日(土)13：00～16：00
会場：本館ホール     出場者：39名
スキット部門：高校生の部10組20名、一般の部6組12名　　スピーチ部門：7名
［協賛］カメリアライン株式会社、ＪＲ九州高速船株式会社、株式会社ティー
ウェイ航空、未来高速株式会社、韓国観光公社
 [後援]駐福岡大韓民国領事館

国際学術・文化交流事業
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課名 事業名 内　　　容

○名護屋小学校・韓国萬徳初等学校のホームステイ事業への協力
　国際交流員がホームステイへの随行・事前学習を担当。
　　萬徳小学校の来日：平成28年7月26日～28日
　　名護屋小学校の訪韓：平成28年8月24日～26日
○名護屋小学校における韓国文化学習の指導
　国際交流員が名護屋小学校で韓国語・韓国文化に関する出張授業を担当。
　対象は１年生～６年生、年間30時間。

○武寧王生誕祭への協力
　加唐島（唐津市）において韓国・公州市の関係者を招いて開催されている武寧
王生誕祭に職員を派遣し、通訳等の協力を行った。
　日時：平成28年6月4日（日）

博学協働授業

○県立唐津青翔高等学校との博学協働授業「日韓交流史」
［概要］
　・県立唐津青翔高等学校2年の地理歴史科に設定された学校設定科目（2単位）
　・本館と学校との協働により年間を通じた授業を運営。
［対象］環境文化系列2年生（28年度は17人）
［授業回数］　計25回
［平成28年度の授業内容］
　・名護屋城跡の発掘調査や遺物整理を体験。
　・名護屋城跡について紹介するパネル展示の開催。
　・日韓の交流史に関わる近隣の遺跡を見学。

オランダJAZZ in
SAGA2016の開催

佐賀県が、2020年東京オリンピック・パラリンピックにおけるオランダのホスト
タウンに登録されたことを契機として、オランダとの文化交流を深めるために、
オランダからジャズ・ミュージシャンを招いたジャズ・ライブを開催した。
【概要】
　○平成28年5月20日（金）
　・場所　浪漫座（佐賀市歴史民俗館・旧古賀銀行内）
　・アーティスト　BRUUT!（ブルート）
　・料金　一般・大学生2,000円、高校生以下1,000円
　・参加人数　150名
　○平成28年5月21日（土）
　・場所　佐賀城本丸歴史館
　・アーティスト　Wouter Hamel（ウーター・ヘメル）
　・料金　一般・大学生2,000円、高校生以下無料
　・参加人数　150名

有田焼再認識プロモー
ション事業

有田焼のすばらしさ、佐賀のやきもの文化の魅力を再認識してもらい、有田焼と
九州陶磁文化館のプレゼンスを高め、ひいては多くの外国人観光客が佐賀を訪れ
ることを目的に、有田焼を所蔵するヨーロッパ等の主要博物館の学芸員を招聘
し、各種交流事業を実施した。
【概要】
　○平成28年11月13日（日）
　・国際学芸員サミット2016「世界の学芸員が語る有田焼・佐賀の魅力」
　　会　場：九州陶磁文化館　講堂
　　参加者：146名
　・レセプションパーティー
　　会　場：ＵＳＥＵＭ　ＡＲＩＴＡ
　　参加者：45名
　○平成28年11月14日（月）
　　佐賀大学との交流事業
　　内容「美術館の中の日本～有田焼と日欧交流～」
　　　　第一部　特別講義
　　　　第二部　４つの美術館（海外学芸員所属館）の紹介
　○平成28年11月15日（火）
　　小学校との交流事業
　　海外学芸員７名が、県内７つの小学校を訪問し、交流事業を展開。
　○平成28年11月12日（土）～16日（水）
　　海外学芸員による、窯元や博物館等の視察。

海外映画ドラマ等のロケ
誘致

映画・ドラマ等の映像を通した佐賀県の情報発信及び観光振興を目的として、県
内で撮影する海外作品を誘致した。
○フィリピン映画「This Time」（H28.4佐賀県ロケ）
○タイドラマ「シークレットガーデン」（H28.11佐賀県ロケ）

文
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地元における
日韓交流事業への協力
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（２）公益財団法人　佐賀県国際交流協会の事業（平成28年度）

事業名 内容

情報収集・提供
高度化事業

インターネットとＥメールを利用した情報の収集・提供を行うとともに、ホーム
ページやフェイスブックを活用して、日本語・英語・中国語・韓国語での情報を発
信した。

国際交流・協力情報誌
発行

民間国際交流団体等のイベントの広報、県内で活躍する外国人住民の紹介、国際交
流・協力を実践している県内の団体の紹介、各種研修会のお知らせ等を掲載し、国
際交流・協力に関する情報の提供を行った。
全カラー6ページ　2,500部　年6回発行

国際理解講座事業

○国際理解講座
学校、公民館、団体、ＰＴＡ等の依頼に応じて留学生や県内外国人住民の方を講師
として派遣し、さまざまな国の文化や習慣などを紹介した。
・派遣件数：50件（67名）　受講者数：3,076名
○ランチタイムセミナー
昼休みを利用し、国際交流プラザ研修室にて佐賀県国際交流課に所属している国際
交流員や佐賀県在住外国人等により多彩なトピックを簡単な英語で紹介した。
・受講者数290名
◯韓国を知るセミナー
歴史問題や領土問題等、韓国や日韓関係に関する知識や関心を深めてもらい、民間
レベルでの自然な日韓関係の回復を狙いとしたセミナーを開催した。
・受講者数171名
◯Let's go abroad! 留学・ワーホリ交流会
留学・ワーキングホリデーに関する交流会・相談会を実施した。
・参加者12名
◯アフター５セミナー
夕方の時間を利用して、仕事帰りなどにも参加できる国際理解や国際交流を進める
セミナーを実施した。
・開催回数8回　受講者数211名
◯国際交流料理交流会
様々な国の方に本場の美味しい料理を習い、食を通して国際交流を深めた。
・全7回  参加者116名
○あそなまぶ
様々な国の遊び、料理、本の読み聞かせ、歌などを通して、子供達に多文化に触れ
てもらい、楽しみながら学べる機会を設けた。
・全7回　参加者375名

2016さが国際フェスタ
月間

国際理解・啓発イベントとして、1か月を通して民間国際交流団体や在住外国人と
共に様々なイベントやパネル展示等を実施した。また、10月1日(土)は佐賀商工ビ
ル駐車場を貸し切りステージイベントやブース出展を行った。月間としては延べ
3,000人の来場。(H28.10.1～10.30)

国際交流団体等助成事
業

民間団体等が行う国際交流・協力事業の活性化を図るため、事業経費の一部を助成
した。
内訳：多文化共生1団体、国際交流2団体、韓国重点交流地域等1件、中国重点交流
地域等3件、国際協力事業3件

日本語グループ支援事
業

地域で活動している日本語指導のボランティアグループに対して会場費や教材費等
の活動費の補助や広報協力等を行い、その運営を支援した。また、外部講師による
ボランティア養成講座や交換留学生を対象にした日本語集中講座も実施した。

国際交流ボランティア
啓発・推進事業

○歴史文化紹介、ホストファミリー、ことば多言語、医療通訳、ことば日本語の分
野でボランティア登録を実施　登録者　計249名
○在住外国人の生活支援ボランティア養成講座の実施
・日本語支援ボランティア養成講座
　　スキルアップ講座（H28.11.12）　参加者計27名
　　子ども支援ボランティア講座（H28.7.28)　参加者32名
・ホームステイ研修会（H28.11.25～11.27）
　　　　　　　　　　　外国人参加者8名　ホストファミリー8家族

ボランティア養成のた
めのマルチリンガル養
成講座

国際社会で活躍できる人材を育成するため韓国語、中国語、インドネシア語、フラ
ンス語、スペイン語、英語、タイ語を学ぶ機会を提供するとともに、在住外国人と
の交流の場を提供。
・韓国語講座　全4期（40回）
・中国語講座　全4期（42回）
・インドネシア語講座　全4期（54回）
・フランス語講座　全2期（30回）
・スペイン語講座　全4期（37回）
・英会話講座　全4期（119回）
・ニュース英語　全4期（39回）
・Team Talk（英語）　全2期（20回）
・タイ語講座　全4期（40回）
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海外使節団派遣事業費
補助

南カリフォルニア県人会が実施した佐賀県出身の大学生をアメリカ西海岸に派遣
し、国際的な人材を育成する事業に対して経費の一部を助成した。
・派遣先：サンフランシスコ、ロサンゼルスなど
・研修内容：現地で活躍する起業家、実業家、技術者等によるセミナー／現地企
業・NPO団体、現地大学の訪問（研究者や学生との意見交換）
・派遣人数：10名
・派遣期間：平成29年3月6日～3月19日
・報告会：平成29年3月28日
・参加人数：約40名

佐賀県国際交流プラザ
運営事業（佐賀県から
の委託事業）

外国の新聞や雑誌、国際交流・協力に関する書籍、民族衣装などを備え、国際理解
に関する情報を来訪者に提供した。

①多文化共生推進会議
多文化共生社会推進のための講演会を実施した。
・第１回「佐賀で笑おう～英語落語×異文化トーク～」
　　　　　講師　立川志の春氏（落語家）
　　　　（H28.7.24）参加者91名
・第2回「ハーフ×ブラック×モデルを生きる～人種差別とアイデンティティーの
格闘　　　　～」
　　　　　講師　中川マリー氏（モデル・タレント・社会人ボランティア団体「ラ
ンド・オブ・ドリーム」代表理事）
　　　　（H28.10.21）参加者71名
②医療通訳ボランティア派遣事業
ボランティア活動の中でも特に専門的な知識を必要とする医療通訳ボランティアの
養成講座を実施するとともに、在住外国人や医療機関からの依頼に対しサポーター
の派遣を行った。
・通訳派遣数　205回
・医療通訳サポーター養成講座　参加者：英語8名、韓国語2名
　初心者コース　全10回（H28.10.6～12.15）　参加者：英語6名、中国語2名
　スキルアップコース　全5回（H28.5.25～7.13）
③在住外国人相談事業
・生活相談：県内に在住する外国人からの相談に随時対応。
　相談件数：延べ18カ国380件
・法律相談：生活相談で弁護士による対応が必要と判断される件について、佐賀県
弁護士会の協力を得て相談を実施。
・健康相談：済生会唐津病院の協力を得て実施。年3回

在住外国人支援体制整
備事業（佐賀県からの
委託事業）
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（３） 市町の事業（平成２８年度） 
市町名 事 業 名 事   業   の   概   要 

 
佐 賀 市 

・外国青年招致事業 
 
・留学生奨学金給付事業 
 
 
・グレンズフォールズ市との交
流 
 
・釜山広域市蓮堤区との交流 
 
 
・クサック村との交流 
 
 
・連雲港市との交流 
 
・友好都市等職員交流事業 
 
【民間団体等の主催事業】 
○佐賀市国際交流協会 
・バルーンホームステイ事業 
 
 
 
 
・国際交流料理講座 
 
 
・ボランティア講座 
 
 
・軽スポーツ交流会 
 
 
・子育て支援事業 
 
 
・国際理解講座 
 
 
・初級日本語集中教室 
 

・国際交流員（CIR）1名 
 
・私費留学生に対し、月額20,000円を助成（20名） 
・奨学生講演会を開催（H29.1.23 19名） 
 
・姉妹短期大学・大学受入 （H28.5.15～5.30 13名） 
・姉妹短期大学・大学派遣 （H29.3.18～4.4  14名） 
 
・公式訪問団派遣（H28.10.6～10.8 5名） 
・新栄小生徒訪問団受入支援 （H28.10.15～10.17 28名） 
 
・生徒訪問団派遣 （H28.8.23～8.30 12名） 
・友好親善訪問団受入  (H28.11.3～11.5 11名） 
 
・友好訪日団受入（H28.8.17～8.19 6名） 
 
・研修員受入（1名） 
 
 
 
・2016佐賀熱気球世界選手権開催時に、海外選手21か国・地
域 156 名のホームステイ受入（H28.10.18～11.11）を行い、
日本の日常生活を体験してもらいながら交流を図った。 
(H28.10.28～11.6 33 か国・地域 186 チーム参加 観客 131
万人) 
・在住外国市民と日本人を対象にした料理講座を3回行った。
（参加者数 63名） 
 
・ボランティア登録者の意識啓発、交流を目的としたボラン
ティア講演会を開催した。（参加者数 30名） 
 
・スポーツ大会を開催し、在住外国市民との親睦を図った。 
（バドミントン交流会 参加者数44名） 
 
・他団体と共催で世界の歌と遊び体験、クリスマス会、花見
交流会を開催した。（参加者数104名） 
 
・多文化理解・多文化共生の推進を目的とした講座を 3 回開
催した。（参加者数 86名） 
 
・日本語を知らずに日本に来た方たちに対して、日本語集中
講座を3回行った。（受講生18名） 

 
唐 津 市 

 
 
 
 
 
 

・姉妹都市職員相互派遣 
 
 
 
 
 
 
 

・麗水市からの派遣職員受入  男性1名 約2年 
（H26.6.26～H28.6.23)  
・西歸浦市からの派遣職員受入 女性1名 約10ヶ月 
（H28.2.25～12.22)  
・西歸浦市からの派遣職員受入 女性1名 約11ヶ月 
（H29.2.6～12.27)             
・西歸浦市への職員派遣    女性1名 約 8ヶ月 
（H28.8.1～3.24) 
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市町名 事 業 名 事   業   の   概   要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・韓国麗水市との交流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・韓国西歸浦市との交流 
 
 
 
 
 
 
・中国揚州市との交流 
 
 
 
 
 
 
 
 
・三都市交流囲碁大会 
 (唐津市、揚州市、麗水市） 
 
 
【民間団体等の主催事業】 
○まつろ・百済武寧王国際ネッ
トワーク協議会 
 
 
 
 
 
○一般社団法人唐津青年会議
所 
 
 
 
 
 
 
 
○唐津ロータリークラブ 
・姉妹ロータリークラブ記念式
典 
 

・第50回麗水鎭南亀甲船祭りへの招請参加 
（H28.5.6～5.9）参加者：5名 
・唐津市市議会姉妹都市訪問 
（H28.7.26～7.28）参加者：13名 
・麗水市国際青少年祝祭への参加 
（H28.8.12～8.15）参加者：7名 
・麗水副市長代表団唐津くんち視察来唐に伴う受入 
（H28.11.1～11.4）訪問者：3名 
・麗水市との友好増進のための交流協議についての招請参加 
（H29.1.16～1.18）参加者：3名 
 
・西歸浦市環境政策訪問団来唐に伴う受入 
（H28.9.26～9.27）訪問者：8名 
・済州オルレウォーキングフェスティバルの招請に伴う参加 
（H28.10.20～10.23）参加者：6名 
・西歸浦市長代表団唐津くんち視察来唐に伴う受入 
（H28.11.2～11.4）訪問者：10名 
 
・揚州市商務代表団の唐津市長表敬訪問に伴う受入 
（H28.5.9～10）訪問者：10名 
・揚州市文化交流代表団の唐津市長表敬訪問に伴う受入 
（H28.5.17～19）訪問者：6名 
・友好都市公務員対話交流会合への参加 
（H28.7.5～7.8）参加者：2名 
・揚州市卓球協会会長来唐に伴う受入 
（H28.12.8～12.10）訪問者：1名 
 
・第18回日中韓友好姉妹都市囲碁交流大会を唐津市で開催 
（H28.11.11～11.13）訪問者：20名、参加者：10名 
        
 
 
・第15回百済武寧王生誕祭歓迎会（唐津市虹の松原ホテル） 
（H28.6.3）訪問者：48名、参加者：49名 
・第15回百済武寧王生誕祭（唐津市鎮西町加唐島） 
（H28.6.4）訪問者：48名、参加者：32名 
・第62回百済文化祭参加（公州市訪問） 
（H28.9.22～9.25）参加者：31名 
 
・麗水青年会議所との交流会議（韓国釜山） 
（H28.6.25）参加者：7名 
・麗水青年会議所との姉妹締結45周年記念事業への参加（麗
水市） 
（H28.8.26～8.25）参加者：18名 
・唐津青年会議所新年会への訪問に伴う麗水青年会議所の受
入 
（H29.1.9）訪問者：10名 
 
 
・麗水ロータリークラブ50周年記念式典 
（H28.7.6）参加者：20名 
・唐津ロータリークラブ60周年記念式典に来唐 
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市町名 事 業 名 事   業   の   概   要 

 
 
 
○唐津中央ロータリークラブ 
・姉妹ロータリークラブ例会 
 
 
○唐津東ロータリークラブ 
・姉妹ロータリークラブ例会 
 
 
 
○唐津市国際交流協会 
 
 
○唐津ボランティアガイド 
 
 
・日韓親善アマチュア無線家国
際交流 

（H28.11.22） 
麗水ロータリークラブ   訪問者：20名 
台湾大甲ロータリークラブ 訪問者：22名 
 

・麗水閑麗（ハルリョ）ロータリークラブ訪問 
（H28.6.24～6.26）参加者：16名 
 
 
・台湾員林（インリン）ロータリークラブ来唐 
（H28.11.29）訪問者：14名 
 
 
・かもめ交流：日米学生かもめ交流派遣ホームステイ事業 
中高校生8名（H29.3.17～3.27） 
 
・市内各種イベント時におけるボランティア通訳等 
 
 
・第35回日韓親善アマチュア無線家国際交流会議 
（H28.10.16） 

 
鳥 栖 市 

・鳥栖ツァイツ子ども交流事業 
 
 
・国際交流団体との懇談会 
 
・こくさいカフェ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・インターンシップ研修生受入 
 
 
・「生活者としての外国人」の
ための日本語教育事業（文化庁
事業） 
 
・語学ボランティアの活用 
 
 

・ドイツ国・ツァイツ市の学生10名と引率者2名を受入。ホ
ームステイの実施（H28.6.26～7.10） 
 
・市内の国際交流団体との会議を開催（8回） 
 
・市内の国際交流団体との共催で、「こくさいカフェ in 九州
まん祭」を開催（日本人及び海外７カ国１地域から 370 名
が参加）（H28.10.22） 
・市内の国際交流団体や鳥栖市グラウンド・ゴルフ協会との
共催で、こくさいカフェ「グラウンド・ゴルフ」を開催（日
本人及び海外７カ国から117名が参加）（H28.11.6） 

・市内の民間国際交流団体との共催で「こくさいカフェ」（大
交流会）を開催（日本人及び海外９カ国から131名が参加）
（H29.2.5） 
 
・フランスからインターンシップ研修生１名受入 
（H28.7.4～7.29(内 7.11～7.22 佐賀県庁において研修)） 
 
・「生活者としての外国人」のための日本語教室開講に向け、
アドバイザー会議を３回開催。また、日本語教室のニーズ
把握のためアンケート調査を実施 
 
・語学ボランティアを活用し、日本語が不自由な外国人への
支援や国際交流活動などで必要な通訳、翻訳を実施 
 （5件） 

 
多 久 市 

・外国青年招致事業 
 
【民間団体等の主催事業】 
・早稲田大学留学生地方訪問文
化インターンシップ  
 
・一般財団法人 日本国際協力 

・外国語指導助手（ALT）2名の活用 
 
 
・早稲田大学外国人留学生3名受入 
 （H29.2.9～3.9） 
 
・JENESYS2016招へいプログラム 
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市町名 事 業 名 事   業   の   概   要 

 センター 
 
・㈱オニザキコーポレーション 
 
 
 
・多久日本語教室 
 

 ASEAN混成高校生24名市内ホームステイ（H29.2.14～2.21） 
 
・ボブ・ホーク スカラシップ中学生海外派遣研修事業 
中学生2名をオーストラリアの一般家庭にホームステイ 
 （H28.7.23～8.20） 
 
・地域に居住された外国人に日本語の教室 週１回 
  受講者 （市内8名、市外4名） 
 

 
伊 万 里 市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・公務研修生受入事業 
 
・中国大連市友好訪問事業 
 
 
 
 
 
 
・中国大連市訪問団受入事業 
 
 
【民間団体等の主催事業】 
○伊万里市国際交流協会 
・初級中国語教室 
 
・多文化交流事業 
 
 
・国際交流ひろば 
 
 
・広報事業 
 
 
○日本語教室いまり 
・日本語教室いまり 
 
 
○いまりSGG（善意通訳者の会） 
・民際交流の夕べ 
 
○伊万里西ロータリークラブ 
 
 
○伊万里ライオンズクラブ 
・冬季留学生交換事業 
 
○佐賀県日本語学習支援カス
タネット 
・初級日本語集中講座 in 伊万
里 

・中国大連市より１名  （H28.10.5～1年間） 
 
・市長を団長とした市内小中学生と市日中友好協会からなる
訪問団31名を大連市へ派遣。 
塚部芳和市長が、肖盛峰大連市長より大連市名誉市民称号を
授与、大連市アカシア祭りウォーキング大会への参加、大連
伊万里市内の青少年代表団12名が大連市李家街小学校と交流
（大連、H28.5.20～24） 
 
・大連市人民代表大会訪問団 王萍 副主任一行 7 名が伊万
里市議会との協議及び市内視察のため来訪（H28.7.3～4） 
 
 
 
・昼の部、夜の部 受講者24名（H29.2.14～半年間） 
 
・多文化交流事業「サッカー交流大会in波多津町」開催 市
内在住外国人24名、市民26名が参加（H29.2.19）  
 
・「国際交流ひろばin山代西小学校」開催。ニュージランド、
ペルー、中国の方を講師に迎え、5,6年生21名が参加（1.26） 
 
・広報紙「交流の扉 第28号」を発行（21,200部、市内全世
帯に配布）(H29.3月末発行) 
 
 
・在住外国人への日本語教室の開催。日本人ボランティア10
名、外国人20名が参加（H29.4.10～月1～2回開催） 
 
 
・市内在住外国人及び市民49名が参加（H28.12.5） 
 
・昨年 8 月にカナダより来日されていた交換留学生１名が帰
国（H28.7.13） 
 
 
・シンガポールより高校生1名が来伊（H28.11.28～12.13） 
 
 
 
・初級日本語集中講座in伊万里を開催（H28.9.28～10.4） 
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市町名 事 業 名 事   業   の   概   要 

 
武 雄 市 

 

・外国青年招致事業 
 
・インバウンド 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【民間団体等の交流事業】 
○たけおワールドフレンズ
（TWF） 
・姉妹都市交流事業 
 
 
・在住外国人との交流事業 
 
 
○たけお日本語教室/交流事業 

・外国語指導助手（ALT）6名の活用 
 
・「ハナツアー旅行博覧会」、「釜山国際観光展」、「モードツアー

旅行博覧会」など韓国を中心とした国外展示会への参加。ま

た、東アジア 3 県連絡会議において香港・台湾の海外旅行会

社をセールス。 

 

・九州観光推進機構との「九州オルレ」事業で、「済州オルレフェ

スティバル」などの視察をはじめとした団体アテンド等を随時行

った。 

 

・シンガポールを対象とした「さがびよりオーナー制」を展開した 

 

・佐賀県・佐賀県観光連盟と共に上海・タイ商談会に参加。 

 

 
 

 

・たけおワールドフレンズ派遣団（22 名）がセバストポールを訪問

（H29.3.25～4.4） 

 

・たけおワールドフレンズ主催による「武雄市在住外国人交流事

業」（食文化を通じた交流事業）開催（H29.2.26）参加者 66 名

（在住外国人 16 名、武雄ワールドフレンズ会員 50 名） 
 
 
・たけお日本語教室主催による外国人向けの日本語教室など
を開催 

 
鹿 島 市 

・韓国全羅南道高興郡との交流 
 
 
・釜山外国語大学校との交流 
 
 
 
 
・第42回高興郡民の日 
 
 
 
・第32回鹿島ガタリンピック 
 
 
・外国青年招致事業 
 
 
・鹿島市日韓こども交流事業 
 

・第32回鹿島ガタリンピックに参加 
高興郡交流団 7名（H28.6.3～6.6） 
 
・第32回鹿島ガタリンピックに参加 
釜山外国語大学校副総長・教授・学生34名 
（H28.6.3～6.6） 
 
・韓国全羅南道高興郡から「第42回高興郡民の日式典」への
招待を受け行政・議会・民間団体13名で訪問 
（H28.10.31～11.2） 
 
・佐賀大学の外国人留学生が、ホームステイや地元高校生と
の交流会を実施（28名） 
 
・外国語指導助手（ALT）2名の活用 
（H28.7.27～１年間）1名、（H28.8.1～１年間）1名 
 
・北鹿島小学校と韓国全羅南道高興郡大西初等學校との交流
を実施 大西初等學校25名が北鹿島小学校を訪問 
（H28.8.3～8.6） 
 

小 城 市 
・小中学校外国語講師活用事業 
（教育総務課） 
 

・外国語指導助手（ALT）の活用、民間講師 6名 
小・中学校の英語教育及び英語活動実施 
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市町名 事 業 名 事   業   の   概   要 

・市内保育園・幼稚園における
国際交流事業（私立を含む） 
（保育幼稚園課） 

 
 
 
・中国浙江省海鹽県との交流事
業（企画政策課） 
 
 
 
・あそまなぶinおぎ 
（企画政策課） 

・佐賀大学留学生交流事業 
 幼稚園保育園児・保護者・地域の方等との餅つき､お正月遊
び及び園行事体験（保育園 2園、幼稚園 1園、認定こども
園 2園） 
 
・外国語指導助手（ALT）の活用、民間講師 3名 
幼稚園、保育園の英語活動実施 
 
・海鹽県人民政府県長はじめ8名の訪問団の受入れ 
（H28.4.21～22） 
・海鹽県の小学生と市内小学生の絵画・書道による交流 
（海鹽県の小学生の作品を市内小学校で巡回展示） 
 
・佐賀県国際交流協会との共催で、親子で韓国料理作り体験
（H29.1.21 参加人数18名） 

嬉 野 市 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・外国青年招致事業 
 
・「訪韓の翼」参加補助 
 
 
・遼寧省との学校交流 
 
 
 
 
【民間団体の交流事業】 
○嬉野市日韓親善協会 
・接客研修事業 

・外国語指導助手（ALT）1名の活用 
 
・県子連主催の事業に参加する子どもに、市子どもクラブ連
合会から参加費補助 
 
・「世界とつながる佐賀県青少年交流推進事業」において、嬉
野高校訪問団が中国遼寧省遼陽市の学校及び遼陽市政府等を
訪問する際の職員同行 
（H28.10.25～10.28） 
 
 
 
・韓国馬山大学学生が、市内旅館及びホテルにて、日本語、
文化及びホテル業、接客業の実務研修を実施 
（H28.7.29～8.11 学生6名、教授1名） 

 
神 埼 市 

国際交流事業 ・友好姉妹都市の関係にあるフランス共和国・ボークール市
関係者など 18 名が神埼市を訪問（H28.10.21-10.25）。｢友
好姉妹都市提携 20 周年｣｢アンドレ・ジャピー氏救出 80 周
年｣記念式典の開催や住民交流・学校訪問・市内視察などを
実施。 
・脊振中学校と山西大学附属中学校（中国）が訪中と訪日を
相互に実施し、交流を深めている。（H28.8.1～8.5 市議会
議長、教育部長、校長、養護教諭、生徒 6名が訪中） 
・神埼中学校と千代田中学校が、韓国霊岩郡の中学校 2校と
それぞれ姉妹校締結文書に調印し、千代田中学校は三湖西
中学校、神埼中学校は朗州中学校との交流を深めている。
今後は来日と訪韓を相互に実施、更に交流を深めていくこ
とにしている。 
 （千代田中 H28.11,8～11.10 校長、教師 2名、行政室長、
通訳、生徒 15名が来日 ） 
 （神埼中 H28.11.14～11.16 校長、教師 3名、通訳、生
徒 15名が来日） 
・神埼町竹原地区にある「王仁天満宮」が、日本に漢字を伝
えたとされる「王仁博士」と何らかの関係があるのではな
いかと考え、王仁博士の生誕地である大韓民国霊岩郡を平
成４年から訪問し、また、霊岩郡からの訪問団の受入など
交流を重ねている。 
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市町名 事 業 名 事   業   の   概   要 

 王仁博士春享大祭 王仁博士生誕地訪問 (H28.4) 
田東平郡守らが来日 (H28.11) 
 王仁博士生誕地訪問 (H28.9) 
 霊岩郡内２校（三湖中学校・朗州中学校）から来日（H28.11） 

 
基 山 町 

【民間団体の交流事業】 
基山地区日中友好協会 

 
・文化教育活動 
2月 17日 中国縁の地訪問    参加9人 
 孔子堂跡記念碑及び歴史公園鞠智城･温故創生館・さくら湯 
 菊池市の孔子堂は、多久の孔子廟より 230 年以上前の室町
時代に菊池重朝が建立し、家臣に学問を奨め、儒学を広めた。 
 孔子堂跡はなくなったが、現在、記念碑が建立されている。 

上 峰 町 
平成28年度驪州市青少年 
上峰町訪問事業 
驪宗 

・上峰中学校と姉妹校協定を締結している上峰中学校の生徒
14名が驪州市大神中・高等学校を訪問（ホームステイ・学校
間交流）（H28.8.18～8.21） 
・第 28 回驪州陶磁器祭りへ町長ほか 8名が出席。（H28.4.29
～5.1） 

 
み や き 町 

【民間団体等の主催事業】 
・国際交流食文化交流会 

 
・民間団体の国際交流会主催により、共同でベトナム料理を
作り、その後会食を通して交流会を行った。参加者50名【参
加国：ベトナム・日本他】（H29.2.26） 

玄 海 町 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・外国青年招致事業 

・韓国釜山広域市機張郡訪問事
業 

 
 
・中学生海外ホームステイ体験
事業 
 

 
 
・韓国釜山外国語大学校生徒の
インターンシップ受入 
 
 
 
 
 
【民間団体の交流事業】 
○玄海町国際交流協会 
・韓国釜山広域市機張郡訪問事
業 
 
 
・ホームステイ受入事業 
 
 
 
・釜山外大ホストファミリー派
遣事業 
 
 
 

・外国語指導助手（ALT）1名の活用 
 

・本町が友好交流協定を結んでいる韓国釜山広域市機張郡で
毎年開催されている、機張郡イワシ祭りにあわせて訪問し、
祭りや近郊の施設の視察を行った。 
期日：H28.4.23～4.25 参加者：4名 

 
・海外での生活を通して、語学力と豊かな国際感覚を身につ
けた、これからの地域を担う青少年を育成する。町内在住の
中学生を対象として夏休みに海外へ派遣。（補助対象費用の8
割を補助。派遣人員アメリカ1名） 
 
・釜山外国語大学校との今後の相互交流を更に深めていくため官学
国際交流協定書を平成25年8月に締結した。その一環で、日本に
係る職業を希望している釜山外国語大学校生徒をインターンシッ
プ生として役場に受入れ、3か月間の研修を実施した。 

期日：H28.10.3～12.28 研修生１名 
 
 
 
・民間団体の玄海町国際交流協会が機張郡イワシ祭りにブー
ス出店をして、日本食の販売等を行った。 
期日：H28.4.23～4.25  参加者：6名 
 
・玄海町花火大会開催時、釜山外国語大学校の学生を受け入
れ、ホームステイ、唐津青翔高校の学生との交流を実施した。

期日：H28.7.22～7.25 訪問団：20 名 

 

・釜山外国語大学校生ホームステイのホストファミリーと
なった方を韓国に派遣し、韓国の生活環境や文化を体感し、
相互の理解を深めた。 

期日：H28.10.28～10.30 訪問団：10 名 
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市町名 事 業 名 事   業   の   概   要 

・韓国釜山広域市機張郡訪問受
入 
 
 

・玄海町産業文化祭開催時、韓国外食業機張支部の出店を支
援し、韓国文化の紹介をした。 
期日：H28.11.19～11.20  
参加者：17名 

 
有 田 町 

・（社）韓国陶磁文化協会をは
じめとする韓国との交流事業 
 
・外国青年招致事業 
 
・外国青年招致事業 
 
・ドイツ語教室 
 
 
・保育園・ドイツふれあいタイ
ム 
 
・外国人対応セミナー 
 
 
 
・国際交流員による来訪者案内 
 
・有田焼創業400年式典 
 
 
 
【民間団体の交流事業】 
○陶都有田国際交流協会 
・英語ツアーの開催 
 
 
 
・ドイツ親子でふれあい教室開
催 
 
・多国籍料理教室の開催 
 
・国際交流団体の集い 
 

・「陶祖祭」に韓国陶磁文化協会長ら関係者参列(H28.5.4) 
 
 

・外国語指導助手(ALT)１名活用 
 
・国際交流員(CIR)１名の活用 
 
・ドイツ語に興味がある有田町民などにドイツ学教室を開催
（毎月2回） 
 
・町立保育園で、年長児、年中児を対象に毎月 1 回ドイツの
ことば、文化を紹介（H28.4～H29.3） 
 
・有田へ来られる外国人のお客様への対応のスキルアップを
図るために有田観光協会が主催した英語講座に、講師として
派遣（H29.1月～3月 8回） 
 
・ドイツなどからの来訪者へ町内観光案内等を行う。 
 
・中国・景徳鎮市、ドイツ・マイセン市、韓国・陶磁文化協
会、オランダ大使館参事など海外から21名の方にご出席いた
だいた。 
 
 
 
・「秋の有田陶磁器まつり」、「有田雛のやきものまつり」期間
中に日本在住の外国人を対象に国際交流員による英語ツアー
を行った。 
 
・国際交流員により、親子を対象にドイツのアドベントカレ
ンダー作り及びドイツの習慣などの紹介を行った。 
 
・インドネシア料理教室を実施した。 
 
・町内外にて外国人の方を招待し、町民の方々との交流を図
った。 

 
大  町  町 

外国青年招致事業 ・外国語指導助手（ALT）１名の活用 
 

 
江  北  町 

外国青年招致事業 ・外国語指導助手（ALT）１名の活用 

 
白 石 町 

外国青年招致事業 ・外国語指導助手（ALT）3名の活用 
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(４) 県関連の県民海外派遣事業 
①平成28年度実施事業 

事     項 人員 派  遣  先 
高 校 物 理 教 師 セ ル ン 派 遣 1 スイス 

農 業 大 学 校 生 海 外 派 遣 研 修 18 ニュージーランド 

ス ポ ー ツ パ ー ト ナ ー シ ッ プ 戦 略 事 業 6 ドイツ 

中 学 生 ・ 高 校 生 海 外 留 学 等 助 成 事 業 144 アメリカ、カナダ、オーストラリア等 

未 来 の ス ペ シ ャ リ ス ト 海 外 研 修 46 オーストラリア、台湾、タイ 

英語コンテスト等参加者向け海外研修旅行 14 オーストラリア 

アメリカ西海岸イングリッシュ・スタディ・ツアー 21 アメリカ合衆国カリフォルニア州 

 

 

②平成27年度までの実施事業 

事       項 年次（平成） 延人員 派遣先 

高 校 物 理 教 師 セ ル ン 派 遣 21～27 7 スイス 

有 田 窯 業 大 学 校 中 国研 修 旅 行 23、24 18 中国 

佐賀県中学生・高校生海外研修旅行 23 8 オーストラリア 

日 韓 海 峡 沿 岸 青 少 年交 流 事 業 12、14、16、18 48 韓国 

日韓海峡沿岸住民親善イベント 7、9、13、15 16、19 149 韓国（全羅南道、済州特別自治道、慶尚
南道、釜山広域市) 

南 米 友 好 訪 問 団 派 遣 事 業 12、17 79 ブラジル、アルゼンチン 

南 米 県 人 会 訪 問 青 年交 流 事 業 14、16 10 ブラジル、ペルー 

佐 賀 県 女 性 の 翼 7～11、13～15 95 

中国、オーストラリア、ニュージーラン
ド、スウェーデン、ドイツ、ハンガリー、
アメリカ、カナダ、イギリス、ノルウェ
ー 

佐 賀 県 男 女 共 同 参 画 の 翼 16～18 35 スウェーデン、ドイツ、アメリカ、カナ
ダ、オーストラリア 

ふ れ 愛 の 翼 7～14 801 タイ、台湾、中国、香港、インドネシア 

ヤングネットワークウィング事業 9～14、16、17 268 中国、韓国 

佐 賀 青 年 出 会 い の 旅 事 業 9～11 104 シンガポール、マレーシア 

佐 賀 県 ア ジ ア 経 済 ミッ シ ョ ン 7～11 77 中国、ベトナム、フィリピン、マレーシ
ア 

日 中 女 性 友 好 交 流 事 業 12 6 中国（北京・貴陽・上海） 

有 田 窯 業 大 学 校 中 国研 修 旅 行 7～17 308 中国、韓国 

佐賀県農村青年等海外派遣研修 7～16 206 
欧州、オーストラリア、ニュージーラン
ド、中国、タイ、マレーシア、韓国、ア
メリカ 
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事       項 年次（平成） 延人員 派遣先 

農 業 大 学 校 生 海 外 派 遣 研 修 7～27 （13,23～25除く） 850 アメリカ、オーストラリア、ニュージー
ランド、オランダ、ドイツ 

済州道へのみかん調査・交流団派遣事業 14 30 韓国（済州道） 

林 業 後 継 者 海 外 派 遣 6、7、10 3 欧州、アメリカ、カナダ 

日韓海峡沿岸水産関係交流事業 7～20、22 43 韓国（全羅南道、済州特別自治道、慶尚
南道、釜山広域市） 

佐 賀 県 漁 業 青 年 海 外派 遣 研 修 7～15 10 

アイルランド、イタリア、フランス 
ノルウェー、イギリス、スウェーデン、
ドイツ、ベルギー、スペイン、オランダ、
ポルトガル、スイス、ロシア、ギリシャ 

翔べ！さがっ子アジアへの未来飛行 9～13 500 マレーシア、シンガポール 

日 韓 少 年 文 化 交 流 事 業 6、9、11、13、15、17 119 韓 国 

日韓海峡沿岸地域振興団体交流支援事業 10、12 18 韓 国 

2 0 0 0 年 女 性 会 議 補 助 事 業 12 20 アメリカ 

高 校 生 海 外 留 学 研 修 事 業 12～14 30 アメリカ 

ミャンマー・タイ・カンボジア経済 
ミ ッ シ ョ ン 

25 23 ミャンマー（ヤンゴン）、タイ（バンコ
ク）、カンボジア（プノンペン、シアヌ
ークビル） 

中学生・高校生海外留学等助成事業 25～26 152 アメリカ、カナダ、イギリス、ドイツ等 
世界にはばたく未来のスペシャリスト 
派 遣 団 25～26 38 

オランダ、ベルギー、米国カリフォルニ
ア州 

英 語 コ ン テ スト等 優秀 者向け 
海 外 研 修 旅 行 

25～26 19 
オーストラリア、シンガポール、米国ハ
ワイ州 

スポーツパートナーシップ戦略事業 27 23 トルコ、イタリア 

中学生・高校生海外留学等助成事業 27 75 アメリカ、カナダ、オーストラリア等 
未 来 の ス ペ シ ャ リ ス ト 
海 外 研 修 

27 40 
オーストラリア、シンガポール、タイ、 
台湾 

英 語 コ ン テ スト等 参加 者向け 
海 外 研 修 旅 行 

27 20 オーストラリア 
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（５）外国語によるパンフレット等の作成状況
（平成29年3月現在）

団体名 タイトル 種類 使用言語 ページ数 担当部署

佐賀県 「We Saga」 観光・物産ＰＲのパ
ンフレット 中（繁） 佐賀県香港代表事務所

Guide to SAGA 県内ガイド
英、韓、
中(簡・繁)
日本語併記

A4
24

(一社)
佐賀県観光連盟

日本九州SAGA 県内マップ
英、

中(簡・繁)
日本語併記

スクエア
12

(一社)
佐賀県観光連盟

佐 九州梦 始的地方 県内ガイド 中（簡） A4
20

(一社)
佐賀県観光連盟

慢歩佐 県内マップ 中（簡） A5
12

(一社)
佐賀県観光連盟

佐賀牛　和牛的 傲 佐賀牛の紹介 中（簡・繁） A4
12

(一社)
佐賀県観光連盟

温泉特 温泉の紹介 中（簡） A4
33

(一社)
佐賀県観光連盟

疗愈之乡 美食之城 佐
贺县

県内ガイド 中（簡） A5
94

(一社)
佐賀県観光連盟

佐贺慢旅行 県内ガイド 中（簡） B5
40

(一社)
佐賀県観光連盟

SAGA　佐賀 県内ガイド 中（繁） A5
23

(一社)
佐賀県観光連盟

玩日本　佐賀 県内ガイド 中（繁） A5
63

(一社)
佐賀県観光連盟

細味　佐賀攻略 県内ガイド 中（繁） A5
10

(一社)
佐賀県観光連盟

佐賀観光手帖 県内ガイド タイ A4
4

(一社)
佐賀県観光連盟

ADVENTURE　SAGA ロケ地の紹介等
Vol.5・6 タイ スクエア

18
(一社)

佐賀県観光連盟

SAGA SWEET THERAPY
シュガーロードを
テーマとしたパンフ
レット

タイ A5
22

(一社)
佐賀県観光連盟
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団体名 タイトル 種類 使用言語 ページ数 担当部署

Welcome to Saga 県内ガイド タイ A4
14

(一社)
佐賀県観光連盟

SAGA,JAPAN TOURISM
GUIDE 県内ガイド 英 A4

（三つ折）
(一社)

佐賀県観光連盟

Saga Trip Genius 県内ガイド 英 B5
57

(一社)
佐賀県観光連盟

OMOTENASHI Travel
Guide SAGA 県内ガイド 英 B5

11
(一社)

佐賀県観光連盟

Omotenashi Saga 県内ガイド 韓 A5
98

(一社)
佐賀県観光連盟

佐賀牛 商品紹介 英、タイ、
中(繁)

１
（両面）

（財）さが県産品
流通デザイン公社

佐賀海苔 商品紹介 英、
中(簡・繁)

１
（両面）

（財）さが県産品
流通デザイン公社

プレキャンプ佐賀県招
致ガイド キャンプ地ガイド 英、仏、西 A4

8 スポーツ課

THE SPIRIT OF THE
SAMURAI

海外キャンプ誘致プ
ロモーション動画 英、西 スポーツ課

Training Camps in
SAGA

海外キャンプ誘致ガ
イド 英 46

（A5両面） スポーツ課

STOP the Domestic
Violence

ＤＶ防止リーフレッ
ト

英、中、韓、
タイ、タガロ
グ

4 男女参画・女性の
活躍推進課

九州国際重粒子線がん
治療センタープロジェ
クト

プロジェクト紹介 英、韓、
中（簡・繁） 6

公益財団法人
佐賀国際重粒子線
がん治療財団

九州佐賀国際空港ホー
ムページ

九州佐賀国際空港に
関する情報を掲載 英、中、韓 空港課

特別史跡
「吉野ヶ里遺跡」

吉野ヶ里遺跡紹介
リーフレット 英、韓、中 ﾘｰﾌﾚｯﾄ 吉野ヶ里公園

管理センター

佐賀県吉野ヶ里遺跡
「北墳丘墓」

吉野ヶ里遺跡紹介
リーフレット 英、韓、中 ﾘｰﾌﾚｯﾄ 吉野ヶ里公園

管理センター

名護屋城博物館案内 施設案内 英、韓 2
(四つ折) 名護屋城博物館

32



団体名 タイトル 種類 使用言語 ページ数 担当部署

名護屋城跡探訪マップ 城跡マップ 英、韓 2
(四つ折) 名護屋城博物館

名護屋城博物館展示案
内 展示案内 英、韓 31 名護屋城博物館

佐賀県立宇宙科学館 施設紹介 英、中、韓 ﾘｰﾌﾚｯﾄ 宇宙科学館

佐賀城本丸歴史館
SAGA-JO HON-MARU

施設案内リーフレッ
ト

英、韓、
中(簡・繁）

A3
（六つ折） 佐賀城本丸歴史館

- 館内案内音声ガイド
システム 英、韓、中 佐賀城本丸歴史館

佐賀県窯業技術
センター紹介 案内パンフレット 英 A4

10 窯業技術センター

佐賀県立九州陶磁
文化館 館案内パンフレット 英、韓、独、

中(簡・繁） 三つ折 九州陶磁文化館

佐賀県立九州陶磁
文化館 館案内パンフレット 英 A4

9 九州陶磁文化館

佐賀県立九州陶磁
文化館

図録「土と炎」
（販売用） 英 A4

31 九州陶磁文化館

佐賀県立九州陶磁
文化館

館内案内システム
（タブレット）

英、韓、
中(簡・繁） 九州陶磁文化館

佐賀県立博物館・
佐賀県立美術館　案内 館内案内 英、中、韓 A3両面

(八つ折)
佐賀県立博物館
佐賀県立美術館

唐津港
 (Port of Karatsu)

唐津港（物流）紹介
（改訂） 英 A4

8
佐賀県唐津港
利用促進協議会

伊万里港
（Port of Imari)

伊万里港（国際コン
テナ定期航路）紹介
（改訂）

英、中 A4
8

佐賀県伊万里港
振興会
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団体名 タイトル 種類 使用言語 ページ数 担当部署

佐賀市 Saga City
Ｔourism Information 観光紹介

英、韓、
中（簡・繁）

Ａ4両面
（二つ折） 佐賀市観光振興課

SAGA　CITY　OKUMA
MEMORIAL　MUSEUM

大隈重信記念館の紹
介 英 A4両面

（三つ折） 佐賀市観光振興課

ここ見て！佐賀市
ＡＲアプリ
（観光スポット紹
介）

英、韓、
中（簡・繁） 8箇所紹介 佐賀市観光振興課

SAGA BALLOON MUSEUM 佐賀バルーンミュー
ジアムの紹介 英 A4両面

（三つ折） 佐賀市観光振興課

佐賀市歴史民俗館 歴史民俗館の紹介
英、韓、

中（簡・繁）
日本語併記

外6つ折り 佐賀市観光振興課

TAX FREE MAP 市内免税店の紹介 英、韓、中 外6つ折り 佐賀市商業振興課

SAGA CITY GUIDE
MAP

佐賀市内の地図及び
各種情報 英、韓、中 1 佐賀市国際交流協会

メディカルハンドブッ
ク

医療関係のハンド
ブック 英、韓、中 28 佐賀市国際交流協会

佐賀城下ひなまつり ひなまつりの紹介 英、韓、中 A4両面 （一社）
佐賀市観光協会

ＳＡＧＡ　ＭＡＰ 佐賀市の観光地図
英、、韓

中（簡・繁）
日本語併記

A3 （一社）
佐賀市観光協会

#SAGA_CITY 佐賀市観光案内パン
フレット 中（簡・繁） A4

(16ページ)
（一社）

佐賀市観光協会

佐賀錦 佐賀錦の紹介 英、韓、中 A4両面
(三つ折) 佐賀錦振興協議会

肥前通仙亭 肥前通仙亭の紹介 英、韓、中 A4両面
（三つ折）

高遊外売茶翁
佐賀地域協議会

EBISU GUIDE BOOK 恵比須の紹介 英、韓、中 B5
（15ページ）

恵比須DEまちづくり
ネットワーク

唐津市 唐津観光パンフレット
ダイジェスト版

唐津市観光案内パン
フレット 韓

18
（片観音開
き）

唐津市観光課

Karatsu City Map 唐津市観光マップ 英
A2両面
二つ折
観音開き

（一社）
唐津観光協会
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団体名 タイトル 種類 使用言語 ページ数 担当部署

唐津市 唐津城 施設案内
英、韓、
中(簡・繁）
日本語併記

1 （公財）
唐津市文化事業団

曳山展示場 展示物の解説
英、韓、
中(簡)

日本語併記
1 （公財）

唐津市文化事業団

旧高取邸 館内用
英、韓、
中(簡)

日本語併記
1 （公財）

唐津市文化事業団

鳥栖市
2016鳥栖市勢要覧 市勢要覧

英、韓、中、
独

(一部見出し
のみ日本語と
併記)

32 情報政策課

How to dispose of
garbage and natural
resources

ゴミの出し方パンフ
レット 英 8 環境対策課

鳥栖市地震防災マップ 防災マップ 英、中、韓 1 総務課

図書館利用案内 施設案内 中 1 生涯学習課

上下水道手続き 手続き案内 英 1（A5） 上下水道局

伊万里市 旅のはじまり 観光案内リーフレッ
ト

英、韓、
中(簡・繁） １（両面） 観光課

旅伊万里 観光パンフレット 英、韓、
中(簡・繁） 22 観光課

大川内山みて歩きマッ
プ

大川内山窯元案内地
図

英、韓、
中(簡・繁） １（両面） 観光課

武雄市 武雄ガイドブック 武雄市観光案内ガイ
ドパンフレット

英、韓、
中(簡・繁）
タイ

Ｂ3中折入式
8分割 観光課

九州オルレ武雄コース ウォーキングマップ 韓 両面ジャバラ
4山折り 観光課

武雄TAKEO.SPA 観光マップ 英、韓、
中(簡・繁） A3両面 武雄市観光協会

武雄の匠たち 体験プログラムパン
フレット 英 A5 武雄市観光協会

鹿島市 鹿島佐賀
ようこそ鹿島へ

観光案内パンフレッ
ト

英、韓、中
(簡・繁）、
タイ

A4両面
観音開き 商工観光課

小城市 小城公園マップ 小城公園
観光案内地図 英、中 A3

（A4・2枚） 商工観光課
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団体名 タイトル 種類 使用言語 ページ数 担当部署

嬉野市 嬉野
ぶらりまっぷ 観光パンフレット 英、韓、中 A2　12面

屏風折り
うれしの温泉
観光課

嬉野
ランチ＆カフェマップ 観光案内 英、韓、中 14面

屏風折り
うれしの温泉
観光課

嬉野
Happy Trip 観光パンフレット 英、韓、中 6面

屏風折り
うれしの温泉
観光課

うれしの茶 うれしの茶について
の解説 英、韓、中 A4両面

(観音開き）
うれしの茶
振興課

有田町 有田観光ガイドブック 有田観光案内地図
観光地の紹介

英、韓、
中(簡・繁） 14 商工観光課

有田観光協会

有田散策マップ 有田観光案内地図 英、韓、
中(簡・繁） A3(片面） 商工観光課

有田観光協会

基山町
みんなで守ろう
交通ルールとくらしの
ルール

交通ルール、暮らし
のルールの訳 英、中、タ

イ、ベトナム 11
まちづくり課
(まちづくり基金活用
団体 第7区自治会)
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3. 国際交流の推進 

 (1) 姉妹・友好提携交流 

ア 姉妹友好提携について 

◎姉妹友好提携 

    姉妹友好提携交流とは、国境を越えた都市と都市、学校と学校、あるいは団体と団体が、姉妹

縁組みをすることにより、多様な分野で、厚みのある交流を進め、友好親善を深めると共に相互

発展を図ることを目的としています。 

    姉妹都市交流は、第 2 次世界大戦後、戦争で荒廃したヨーロッパを救おうという機運がアメリ

カで高まり、ニューヨーク市とヨーク市のように、お互いに縁のある欧米の都市間に友好関係が

結ばれたのが始まりと言われています。 

    その後この運動は、幅広く国際親善、文化交流、相互理解をも含めるようになり世界的に普及

発展しました。 

   ※「姉妹都市」と「友好都市」 

     「姉妹都市」と類似した用語として、「友好都市」が使われる場合があります。そもそも「姉

妹都市」は英語の“Sister City”の訳語として使われるようになった言葉ですが、「姉妹」と

いう言葉には上下があるということで、主に中国との交流において、互恵平等を尊重する立場

から、「姉妹都市」の用語を敬遠して、「友好都市」という言葉を用いる場合が多くみられます。 

 

◎提携の手続 

◆提携のきっかけ 

     姉妹友好提携に至るきっかけや、相手方の選定については、一定の基準のようなものがある

わけではありません。過去の実例を見ても、その選定の理由は様々です。 

     ① 歴史的結び付き 

     ② 地理的・風土的な類似性 

     ③ 経済・技術交流 

     ④ 文化・スポーツの交流 

     ⑤ 各種人的交流 

合意書への調印を急ぐことはなく、まず相互訪問や情報の交換等を通じてお互い相手を知り

合うことです。その上で可能な交流分野を見極めながら、長期にわたる交流の見通しを持つこ

とが重要で、この間の交流実績が息の長い交流の成否を決するといえます。 

 

◆提携の手順 

     姉妹友好提携に至る手順についてもそのきっかけが様々であるように、様々な形態がありま

す。一般的な手続の手順は次の通りです。 

     ① 相手と市との各種交流の積み重ね及び情報の収集 

     ② 姉妹都市提携の意向打診 

     ③ 交流の基本方針について相手方との協議 
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     ④ 提携協議書の内容確定 

     ⑤ 合意書への署名・調印式 

     ⑥ 姉妹提携に基づく交流開始 

提携を行う際、議会の議決または承認を必要とするかについては、法的にはこれを義務付け

る規定はありません。しかし、姉妹友好提携は重要な政策決定であり、あらかじめ議会の承認

を得て、手続きを進めた方が望ましいでしょう。 

 

◆提携書の作り方 

     姉妹友好提携の手続は、合意書の署名、調印という形式がとられるのが一般的です。合意を

証する文書の名称は、提携書、盟約書、協定書、議定書、共同声明、コミュニケなど様々な用

語が使われています。 

 

◆提携書の内容 

     姉妹友好提携は、地方自治体あるいは各団体の自主的事業として行うものですから、合意書

の内容については、自由に作成して構いません。一般的にはあまり詳細、具体的な表現はせず、

ごく抽象的に友好親善・相互理解の増進を謳ったものが多いようです。交流を長続きさせるた

めにも、なるべく概括的、弾力的な対応ができる内容にしておいた方が良いと思われます。 

 

◎交流の進め方 

・ 姉妹友好提携を形式だけではない息の長いものとするためには、提携当初は行政が主導し

て交流を進めていきながらも、次第に民間レベルでの交流へと移行させていくことが重要で

す。 

・ 友好親善交流のみならず、自らの地域、学校、団体や相手の地域、学校、団体の抱える諸

問題を共に考え、協力して解決していこうという両地域の相互発展を図る交流に取り組むこ

とが大切です。 

・ 双方の経費の負担区分をはっきりさせると共に、できるだけ経費のかからない工夫をする

ことが重要です。 

 
  イ 全国の状況 
   （ア）全国自治体別友好姉妹提携数 
    ・都道府県  43 都道府県   159 組 
    ・市 町 村  市・区    1,244 組 
           町・村     299 組 
           合 計    1,702 組 
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（イ）全国相手国別姉妹提携数 （平成29年3月31日現在）（単位：件）

地
域
名

国・地域名
都道府

県
市    区 町    村 合    計

地
域
名

国・地域名 都道府県 市    区 町    村 合    計

アメリカ合衆国 24 352 72 448 オーストラリア 6 78 24 108

カナダ 1 42 27 70 ニュージーランド 28 13 41

ブラジル 11 35 11 57 マーシャル諸島 1 1

メキシコ 3 5 3 11 パラオ 2 2

パラグアイ 2 2 パプアニューギニア 1 1

コスタリカ 2 2 中国 42 278 42 362

チリ 1 1 韓国 19 117 27 163

パナマ 1 1 フィリピン 1 13 5 19

ボリビア 1 1 台湾 9 11 20

ペルー 1 3 4 スリランカ 3 3

フランス 7 38 6 51 ネパール 3 1 4

ロシア 11 31 3 45 タイ 2 4 6

ベラルーシ 1 1 インド 3 2 5

ウクライナ 2 2 マレーシア 2 2

ドイツ 5 39 9 53 インドネシア 4 2 1 7

オーストリア 27 5 32 モンゴル 2 5 7

イタリア 5 25 7 37 トルコ 5 2 7

イギリス 2 8 4 14 イスラエル 1 1

ギリシア 5 3 8 ブータン 1 1

オランダ 10 2 12 ｱﾗﾌﾞ首長国連邦 1 1

スイス 1 9 2 12 ベトナム 2 1 3

スペイン 3 8 11 カンボジア 1 1 2

ポルトガル 7 7 エジプト 1 1

ベルギー 8 8 カメルーン 1 1

スウェーデン 2 3 5 チュニジア 1 1

ノルウェー 2 1 3 159 1,244 299 1,702

チェコ 2 2 4

ハンガリー 4 1 5

クロアチア 3 3

ｾﾙﾋﾞｱ･ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ 1 1

ブルガリア 1 1

フィンランド 2 3 5

ルーマニア 2 1 3

デンマーク 5 1 6

ラトビア 1 1 2

リトアニア 1 1

スロベニア 　 1 1

エストニア 1 1

スロバキア 1 1

アイルランド 1 1

北
米

中
南
米

ア
ジ
ア

欧
州

ア
フ
リ
カ

合計

　□　相手国・地域数　65か国・地域（うち都道府県提携分　24か国）

(財)自治体国際化協会

大
洋
州
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ウ 佐賀県の状況 
 （ア）相手国別友好姉妹提携一覧 
県・市町 

 
 
相手国 

 
佐賀県 

市町 
計 

佐賀 唐津 鳥栖 多久 伊万里 武雄 鹿島 神埼 上峰 玄海 有田 大町

ア メ リ カ  1     1      1 3 
中 国  1 1  1 1      1  5 
韓 国 1 1 2     1  1 １   7 
フ ラ ン ス  1       1     2 
ド イ ツ    １        1  2 
ブ ラ ジ ル  1            1 

計 1 5 3 １ 1 1 1 1 1 1 1 2 1 20 

 

 

佐賀市 

神埼市 

フランス （ベルフォール県・
ボークール市） 
 

上
峰
町

韓国（京畿道驪州市）

中国（江蘇省・揚州市） 
韓国（全羅南道・麗水市） 
韓国（済州道・西帰浦市） 

唐津市 

多久市 

大
町
町 

中国（山東省・曲阜市） 

アメリカ 
（ニュージャージー州 ・ 
アレンデール町） 

鹿島市 

武雄市 有
田
町 

韓国（全羅南道・高興郡） 

アメリカ 
（カリフォルニア州 ・ 
セバストポール市） 

中国（江西省・景徳鎮市） 
ドイツ（ザクセン州・ 
マイセン市） 

伊万里市 

中国（遼寧省大連市） 

玄海町 
ドイツ（ザクセン-アンハ
ルト州・ツァイツ市） 

鳥栖市 

韓国（釜山広域市・

機張郡） 

アメリカ （ニューヨーク州 ・ウォーリ
ン郡・グレンズフォールズ市） 
中国（江蘇省・連雲港市） 
韓国（釜山広域市 ・蓮堤区） 
ブラジル（サンパウロ州 ・リメイラ市） 
フランス （アキテーヌ州・ジロンド県・
クサック村） 
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（イ）県の状況 

自治体名 提携先・提携日 提携の経緯 提携先の概要 平成28年度の主な交流状況 

佐 賀 県 
韓国 
全羅南道 
2011年1月25日 

平成 4 年から日韓海峡沿岸県市道知
事会議において関わりがあり、平成8
年から職員の相互派遣による交流を
開始し、同年には友好訪問団を派遣。
これまで佐賀県から14名の職員を全
羅南道に派遣し、全羅南道の職員を
15 名受入れている。こうした関係を
踏まえ、幅広い分野での交流を目的と
して、友好交流協定を締結した。 

朝鮮半島南西部に位置し、西
は黄海に面している。入り組
んだ地形に 2,000 余りの
島々 が存在する。温暖な気候
で干潟があるなど自然が豊
か。農業、カキや海草の海産
物の生産が盛んである。 
 
 

・全羅南道職員を佐賀県に受入 
1名 (H28.4～Ｈ29.3)  
・さが桜マラソン選手団受入 3 名
（H28.4） 
・佐賀県小学生サッカーチーム派遣 
2チーム、32名（H28.4） 

・世界エコデザイン博覧会招請参加 
2名（H28.5） 

・佐賀県知事全羅南道訪問7名（H28.7） 
・全羅南道知事訪問受入10名（H28.11） 
・第25回日韓海峡沿岸県市道交流知事
会議（済州・西帰浦市開催）（H28.11） 
・さが桜マラソン選手団受入 3 名
（H29.3） 

佐 賀 県
（参考） 

＊中国 
遼寧省 
2011年10月25日 

平成7年から交流を開始。平成11年
からは職員交流を開始し、佐賀県から
8名の職員を遼寧省政府に派遣、遼寧
省から12名の職員の受入れを行って
いる。こうした取組みにより、両者間
の強固な関係が構築されてきたこと
を受け、友好協力パートナーシップの
確立に関する協定を締結した。 

中国東北地域の南部に位置
している。省都である瀋陽市
は東北部最大の都市であり、
南部には港湾都市の大連市
がある。主産業は重工業。 

・遼寧省からCIRを佐賀県に受入1名 
（H28.4～H29.3） 

・さが桜マラソン選手団受入 
選手3名（H28.4） 

・さが桜マラソン選手団受入 
選手3名（H29.3） 

・遼寧省青少年サッカー交流代表団の派
遣：選手16名引率2名 

＊中国 
貴州省 
2012年2月13日 

平成11年から交流を開始し、これま
で佐賀県側から農業分野での技術協
力を中心に行ってきた。平成24年か
らは職員交流を開始し、佐賀県から2
名の職員を貴州省政府に派遣、貴州省
から2名の職員の受入を行っている。
また、訪問団の相互派遣を行うなどし
て両者間の信頼関係を築いてきたこ
とを背景とし、さらなる交流発展を目
的として、友好交流に関する覚書を交
わした。 

中国南部の内陸に位置し、平
均海抜は 1,100ｍで平地が
少ない独特の地形を成す。主
産業は農業で、茅台酒(マオ
タイ酒)は全国8大名酒とし
て有名。鉱工業も盛んであ
る。 

・佐賀県職員を貴州省に派遣1名 
（H28.9～H29.3） 
・さが桜マラソン選手団受入 
選手3名、引率3名（H28.4） 

・さが桜マラソン選手団受入 
選手3名、引率3名（H29.3） 

・青少年訪問団受入11名 
（H28.8） 
・マラソン大会県選手団派遣3名 
（H28.7） 
・貴州省山地旅行大会出席4名 
（H28.9） 

＊中国（遼寧省）については「友好パートナーシップの確立に関する協定」の締結であり、中国（貴州省）については、「友好交流に関

する覚書」を交わしている。 

 

（ウ）市町の状況 
自治体
名 

提携先・提携日 提携の経緯 提携先の概要 平成28年度の主な交流状況 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐 賀 市 
 
 
 
 
 
 
 
 

アメリカ 
ニューヨーク州 
グレンズフォール
ズ市及びウォーリ
ン郡 
1988年9月23日  

1986年（S61）年、佐賀インターナシ
ョナルバルーンフェスタに、アメリ
カ・グレンズフォールズ市のチームが
参加したのを機に、バルーンが盛んで
あるという共通点に加えて、自然・歴
史・文化面でも共通点が多いことから
姉妹提携がなされた。 

ニューヨーク州の北部に位
置する、人口約7万人の美し
いリゾート地 

・姉妹短期大学・大学受入支援 13名 
(H28.5.15～5.30) 

・姉妹短期大学・大学派遣支援 14名 
 (H29.3.18～4.4) 

韓国 

釜山広域市・蓮堤
ヨンジェ

区 
1998年10月9日 

民間のゲートボール交流が始まりで、
10 年来の交流を続けている。行政や
青少年の交流の深まりを受けて、真の
隣人としての友好と相互理解を期し
て姉妹都市の締結をした。 

釜山広域市中央部に位置す
る人口約24万人の行政区。
区庁、市庁がある。 

・公式訪問団派遣 5名 
 （H28.10.6～10.8）  
・新栄小生徒訪問団受入支援28名 
 （H28.10.15～10.17）  

中国 
江蘇省・連雲港市 
1998年11月27日 

徐福がきっかけで、1988 年以来相互
交流を続けてきた。アジアの隣人とし
ての市政レベルでの友好促進を目指
して友好都市の締結をした。 

江蘇省北部・黄海に面し、上
海と青島の中間地に位置す
る港湾都市。徐福の生誕地と
されている。人口 460 万余
り。 

・友好訪日団受入6名 
 （H28.8.17～8.19）  
 



自治体名 提携先・提携日 提携の経緯 提携先の概要 平成28年度の主な交流状況 

 
 
 
 
 
 

佐 賀 市 

ブラジル 
サンパウロ州 
リメイラ市 
1981年4月16日 

双方に工場を持つ「味の素(株)」が仲
介役となり、姉妹都市提携に至った。
リメイラ市、旧諸富町共に農業を中心
とした商工都市であるという点から、
お互いに多面的交流をすることによ
り、お互いの交流にも役立つというこ
とから姉妹都市提携した。 

サンパウロ市の北方約
250Kmの内陸地にあり、人口
28 万人で主産業はオレン
ジ、コーヒーなどの農業が
主。 

 

フランス 
アキテーヌ州 
ジロンド県 
クサック村 
1988年4月19日 

良質なワインの産地として知られる
フランスのクサック村と「どんぐり
村」の開発により地域の活性化を図る
三瀬村との姉妹都市提携がなされた。 

フランス共和国ボルドー市
の北西37㎞、ジロンド川沿
いのメドック地方に広がる
ぶどう園地帯の真ん中に位
置し、面積 20 ㎞２、人口約
1,200人、面積の約4割がぶ
どう園で、ワイン生産を中心
とした農業が展開されてい
る。 

・生徒訪問団派遣 12名 
 （H28.8.23～8.30） 
・友好親善訪問団受入11名 
 （H28.11.3～11.5）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

唐 津 市 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中国 
江蘇省・揚州市 
1982年2月22日 

1972 年の日中国交正常化以来、日中
両国の友好促進に寄与するため、中国
のいずれかの都市と友好関係を結ぶ
計画がなされ、1978 年の第１次から
1981 年の第4次まで、市、市議会、
市民の各界代表を中国に派遣し、古き
文化遺産と風光美の中にも生産都市
としての調和を図りながら、今後一層
の発展が期待される揚州市を選定し、
友好都市締結に至った。 

南京から長江に沿って 100
キロ下流にある人口約 460
万人の古都。鑑真和上ゆかり
の地。 

・揚州市商務訪問団来唐に伴う受入 
（H28.5.9～5.10） 
・揚州市文化交流団来唐に伴う受入 
（H28.5.17～5.19） 
・江蘇省と日本友好都市公務員対話交流
会招請参加 
（H28.7.5～7.8） 
・第18回日中韓３都市交流囲碁大会唐
津開催に伴う受入 
（H28.11.11～11.13） 
・揚州市卓球協議会会長来唐に伴う受入 
（H28.12.8～12.10） 

韓国 

全羅南道
チョルラナムド

・麗水
ヨ ス

市 
1982年3月5日 

唐津市と麗水市は地理的にも密接な
関係があり、昭和45年唐津ロータリ
ークラブの姉妹結縁を皮切りに各種
民間 5 団体が次々 と姉妹結縁された
ことにより、市民ぐるみの気運が高ま
り姉妹都市締結に至る。 
 
 

韓国南海岸のほぼ中心に位
置し、海上交通の拠点となっ
ている美しい港町。人口約
30万人。BIE認定2012麗水
世界博覧会を開催。 
 
 
 
 
 
 
 

・麗水市からの派遣職員受入 1名 
（H26.6.26～H28.6.23）  
・第50回麗水鎭南亀甲船祭りへの招請
参加 
（H28.5.6～5.9） 
・唐津市市議会姉妹都市訪問 
（H28.7.26～7.28） 
・麗水市国際青少年祝祭への招請参加 
（H28.8.12～8.15） 
・麗水市代表団唐津くんち視察来唐に伴
う受入 
（H28.11.1～11.4） 
・第18回日中韓３都市交流囲碁大会唐
津開催に伴う受入 
（H28.11.11～11.13） 
・麗水市との友好増進のための交流協議
についての招請参加 
（H29.1.16～1.18） 

韓国 

済州
チェジュ

特別自治道・

西歸浦
ソギッ ポ

市 
1994年9月14日 

平成3年、西帰浦市が下水道建設の視
察で唐津市を訪れたのが始まり。その
後ハウスミカン施設、水産加工施設等
視察や議員団の相互訪問で親善を深
め合い、人口、農産業、観光など良く
似た両市は姉妹都市締結に至る。 

韓国西南端の済州島にある
最南端の港町。国際的なリゾ
ート地で人口15万8千人。 

・西歸浦市からの派遣職員受入1名 
（H28.2.25～12.22) 
・西歸浦市へ職員派遣１名 
（H28.8.1～H29.3.24） 
・西歸浦市からの派遣職員受入1名 
（H29.2.6～12.27)  
・西歸浦市環境政策訪問団来唐に伴う受
入 
（H28.9.26～9.27） 
・済州オルレウォーキングフェステイバ
ルへの招請参加 
（H28.10.20～10.23） 
・西歸浦市代表団唐津くんち視察来唐に
伴う受入 
（H28.11.2～11.4） 



自治体名 提携先・提携日 提携の経緯 提携先の概要 平成28年度の主な交流状況 

唐 津 市 
（参考） 

中国 

大連市旅
りょ

順口
じゅんこう

区 
2004年4月27日 

平成14年に唐津港関係者が旅順口区
にポートセールスのため訪れたのが
きっかけとなり、以降、経済・産業各
分野の交流を中心とした活動を推進
してきた両市は友好交流意向書締結
に至る。 

大連市の6つの区の1つで、
遼東半島の最南端に位置し、
自然の景観に恵まれ、観光地
としても力を入れている。人
口26万5千人。 
 

 

アメリカ合衆国 
グアム準州 
2013年7月24日 
 

平成24年1月から始まった唐津産石
材のグアム輸出事業がきっかけとな
り、以降、経済・教育・文化・スポー
ツ・観光などの広範な市民交流の推進
に向けた友好交流意向書の締結に至
る。 

太平洋上にあるアメリカ合
衆国の準州。人口18万5千
人。年間116万人の観光客が
訪れ、その収入の 90％が日
本。観光が主要経済となって
いる。 

・グアムの主要機関を訪問し、青少年交
流協議 
（H29.2.26～3.1） 

 
 

鳥 栖 市 
 
 

ドイツ 
ザクセン-アンハ
ルト州・ツァイツ
市） 
友好交流都市協定
2012年5月18日 

映画「月光の夏」のモデルとなった「フ
ッペルのピアノ」をきっかけに、ドイ
ツ国ツァイツ市との交流が始まり、ツ
ァイツ市長をはじめとする公式訪問
団５名が本市を訪れ、友好交流都市協
定を締結した。（5.17～5.22） 

ツァイツ市は、ザクセン-ア
ンハルト州の南に位置し、人
口約3万人。第2次世界大戦
前は、乳母車やピアノの工場
があり、また、東西ドイツ再
統一以前は、中部ドイツの化
学及び褐炭地域として栄え
ていた。現在は、整ったイン
フラ構造と交通の便による
ツァイツ工業団地と南砂糖
株式会社が地元経済での有
力企業。 

・ドイツ国・ツァイツ市の学生10名と
引率者2名を受入。ホームステイの実施 
（H28.6.26～7.10） 
 

多 久 市 
中国 

山東省・曲阜
キョクフ

市 
1993年11月23日 

多久市は、儒学を学んだ多久邑主・多
久茂文が1708年に孔子廟（現在呼称
多久聖廟）を完成させた。孔子の誕生
の地である曲阜市との交流を図るた
め、1984 年から市、市議会、市日中
友好協会、市民の各界代表を中国に派
遣し、文化交流を図るため、両市の友
好都市締結に至った。 

山東省南部に位置し、孔子の
生まれ故郷とされる。人口
61 万人の都市。孔子を祭っ
た孔廟や孔子一族の墓地で
ある孔林などがある。 

 

伊万里市 
中国 
遼寧省・大連市 
2007年5月26日 

1987 年の訪問を契機に代表団、友好
訪問団等の相互訪問をはじめ、行政、
水産、農業分野等の研修生受入などの
交流を続けている。交流20周年の節
目にあたり友好交流・協力関係のます
ますの強化を申し合わせ友好交流都
市の締結をした。 

遼東半島の南端に位置し中
国東北部最大の港湾を有す
る。人口約600万人。 

・中国大連市より公務研修生１名受入 
（H28.10.5～1年間） 
・訪問団31名を大連市へ派遣。塚部芳
和市長が、大連市名誉市民称号を授与。
青少年 12 名が大連市内小学生と交流
（H28.5.20～24） 
・大連市人民代表大会訪問団来訪
（H28.7.3～4） 
・職員3名が観光客誘致のため大連市の
国際旅行社 5 社を訪問（H28.10.31～
11.2） 
・職員4名が両市友好交流20周年記念
事業についての協議のため訪問 
（H29.3.21～23） 

武 雄 市 

アメリカ 
カリフォルニア州 
セバストポール市 
1985年3月27日 

「地球市民の会」古賀武夫氏とセバス
トポール市のウェンディ・グロイド氏
（女性）との交流があり、その中で交
流親善の話があり、似通った都市とし
て旧山内町が選ばれ締結に至った。 
合併後も姉妹都市提携し、継続して交
流を行っている。 

カリフォルニア州の北東部
に位置する人口 7 千人余り
の市、気候は温暖でりんご・
ブドウの産地として有名で
ある。 

・たけおワールドフレンズ派遣団（22
名）がセバストポールを訪問
（H29.3.25～4.4） 
 

鹿 島 市 
韓国 

全羅南道
チョルラナムド

・高興
コフン

郡 
1997年1月22日 

鹿島市と高興郡は、同じ干潟を持つ縁
で、1988 年から「鹿島ガタリンピッ
ク」を通して毎年交流を重ね、友好結
縁締結に至った。 

高興郡は人口約7万人。自然
の観光資源を活かした風光
明眉な田園地域で、産業面で
は、ゆず、にんにく、キウイ、
米、海苔、カキ、アゲマキな
どの農水産業が盛んであり、
観光面では多島海海上国立
公園が有名。韓国の宇宙セン
ターが建設されている。 

・第32回鹿島ガタリンピック参加に伴
う訪日。釜山外国語大学校副総長、教授、
学生34名が訪問 
（H28.6.3～H28.6.6） 
・鹿島市交流団13名が表敬訪問 
（H28.10.31～11.2） 
 



自治体名 提携先・提携日 提携の経緯 提携先の概要 平成28年度の主な交流状況 

神 埼 市 

フランス 
ベルフォール県 
ボークール市 
1996年10月27日 

1936 年フランスの飛行家アンドレ・
ジャピー氏が脊振山中に墜落し、村民
が救出したことから交流が始まり、
1995 年6月には、ボークール市を友
好訪問、そして1996年10月27日に
友好姉妹都市の提携を結んだ。 

フランス東部のジュラ山脈
の麓（標高 500m）に位置す
る人口5.000人、面積5 の
町。近隣に自動車企業（プジ
ョー）の工場がありベッドタ
ウンとして繁栄している。 

・ボークール市関係者など18名が神埼市を
訪問（H28.10.21-10.25） 
・｢友好姉妹都市提携 20 周年｣｢アンドレ・
ジャピー氏救出80周年｣記念式典を開催 
・住民交流・学校訪問・市内視察などを実
施 

上 峰 町 

韓国 

京畿
キョンギ

道驪州郡
ドウヨジュグン

 
2004年11月11日 
（再締結） 

京畿
キョンギ

道驪州
ドウヨジュ

市
シ

 
2013年9月24日 

日韓剣道文化交流事業を通して知り
合った驪州郡出身の大学教授に驪州
郡を紹介していただき、2001 年から
行政及び議会による相互交流を行い、
親睦を深めてきた。上峰中学校と大神
中学校による学校間交流を推進し、親
密な関係を築き上げ、2004 年8月に
姉妹校を締結した。数々 の交流事業を
重ね、相互理解と友好関係を深め2004
年11月に友好都市締結。 
また、驪州郡が驪州市へ昇格したこと
を記念し、友好都市としての交流・協
力をさらに促進させていくために交
流増進協定を締結。 

京畿道の南東部に位置し、人
口約10万5千人、面積608
 。美しい自然と広い平野、
文化芸術が調和をなして発
展してきた都市。陶磁器、米、
さつまいも、梨、椎茸等の産
地として韓国内でも有名。 

・上峰中学校と姉妹校協定を締結してい
る上峰中学校の生徒14名が驪州市大神
中・高等学校を訪問（ホームステイ・学
校間交流） 
（H28.8.18～8.21） 
・第 28 回驪州陶磁器祭りへ町長ほか 8
名が出席。 
 

玄 海 町 
韓国釜山広域市 
機張郡 
2009年7月25日 

10 年続いた民間交流を通じて、これ
から多岐にわたり交流していこうと
いうことで友好交流協定を締結した。 

韓国南東部に位置する海沿
いの街。人口10万で水産資
源、観光資源が豊富。 

・韓国釜山広域市機張郡訪問 
（Ｈ28.4.23～4.25） 
【民間団体の交流事業】 
・韓国釜山広域市機張郡訪問 
（Ｈ28.4.23～4.25） 
・韓国釜山広域市機帳郡訪問団受入 
 （Ｈ28.11.19～11.20） 

有 田 町 

ドイツ連邦共和国 
ザクセン州 
マイセン市 
1979年2月9日 
（再調印） 
1991年9月21日 
2006年9月23日 

マイセン市と有田町は、今日まで両国
において代表的な磁器の産地として
繁栄してきた。この両市が友好を深
め、陶磁器文化の交流、技術の交流を
通じて国際的な親善を期待し、姉妹都
市の盟約を締結。また、統一ドイツ後
の新しい体制のもと、新たな出発とし
て更に友好交流を深めるために、1991
年に姉妹締結、そして有田町と西有田
町が合併し新有田町が発足した 2006
年に再調印した。 

ザクセン州のエルベ川沿い
に位置し、首都ベルリンより
南へ約140㎞の距離にある。
ヨーロッパ陶磁器発祥の地
としてその名は世界的に知
られており、高級磁器の代名
詞にもなっている。気候は温
暖であり、12 世紀初頭より
ブドウ栽培が盛んでマイセ
ンワインの産地としても有
名な所である。マイセン周辺
は、大聖堂など有名な建造物
も多く、文化財保護地域とな
っており、画家や写真家等の
恰好の対象となるほど美し
く、緑豊かな町である。 

・有田焼創業 400 年記念式典出席のた
め、12名が来町された。 
 

中国 
江西省・景徳鎮市 
1996年8月28日 

景徳鎮市と有田町については、磁器の
産地として世界的に知られており、歴
史的にも深いつながりがある。この両
市が友好交流と経済、貿易従来をさら
に強化し、科学技術、陶磁、文化、教
育などの各分野の交流と協力を積極
的に展開することを期待し、友好都市
の盟約を締結する。 

中国江西省の東北部に位置
し、千数百年の陶磁器の歴史
を持つ陶磁器の街、即ち陶都
として知られている。14 世
紀初めに染付技法が景徳鎮
で完成され、景徳鎮は世界の
陶磁器の中心産地へと急成
長を遂げた。 

・有田焼創業 400 年記念式典出席のた
め、5名が来町された。 
 

大 町 町 

アメリカ 
ニュージャージー
州 
アレンデール町 
1996年8月2日 

平成3年7月にアレンデール町出身の
ダニエル・モス氏がALTとして大町中
学校に着任したことから、中・高校生
のアレンデール町派遣が始まり、平成
8年8月に友好都市提携の締結に至っ
た。 

アレンデール町は、ニュージ
ャージー州にありニューヨ
ークとは車で約１時間の距
離。人口約 6,000 人、面積
7,68  で、緑豊かな清楚な
住宅地である。 

 

（注）提携先は姉妹都市・友好都市以外を含む。 

 

 



（エ）その他友好団体 

自治体名 提携先・提携日 提携の経緯 提携先の概要 平成28年度の主な交流状況 

鹿 島 市 
韓国 
釜山外国語大学校 
2003年10月30日 

鹿島市と釜山外国語大学校との交流
は、第8回（1992）「鹿島ガタリンピ
ック」に学生が参加したことに始ま
り、これまで、延べ800名以上の学生
らが鹿島を訪れている。今後も相互の
地域社会に貢献する交流を継続して
いくことを確認するため「官学国際交
流協定」を締結した。 

釜山広域市にある、4年生総
合大学。1982 年開校。外国
語と外国文化に精通した人
材を養成することにより、国
際社会に貢献する学生を輩
出することを目的とする。 

・第32回鹿島ガタリンピック参加に伴
う訪日。釜山外国語大学校副総長、教授、
学生34名が訪問 
（H28.6.3～H28.6.6） 
・鹿島市交流団13名が表敬訪問 
（H28.10.31～11.2） 
 

有 田 町 

韓国 
(社)韓国陶磁文化
協会      
1996年8月28日 
（再調印） 
2007年5月3日 

（社）韓国陶磁器文化協会と有田につ
いては、有田陶器市期間中に開催され
る陶祖李参平氏を讃える陶祖祭への
参拝や、韓国忠清南道鶏龍山国立公園
鶏龍寺に建立した李参平顕彰碑との
関わり、協会の金会長が有田町の名誉
町民であるなど深い交流をしており、
今後とも陶磁器文化交流と日韓友好
親善増進に相互協力するため友好団
体の盟約を締結。 

 ・「陶祖祭」に韓国陶磁文化協会長ら関
係者参列(H28.5.4)  
 
 
 

 



エ　教育機関等の姉妹友好等提携交流
（ア）大学・短期大学
学　　校　　名 相　手　国　名 提　　　携　　　先 提携年月日
佐賀大学 アメリカ合衆国 アンダーソン大学 S53.12.27
（大学間） 大韓民国 全南大学校 H3.3.8

タイ王国 カセサート大学 H8.12.6
アメリカ合衆国 カリフォルニア大学デイビス校 H9.7.24
大韓民国 安東大学校 H9.12.11
中華人民共和国 華東師範大学 H10.5.15
英国 グラスゴー大学 H10.7.17
タイ王国 コンケン大学 H10.9.28
中華人民共和国 北京工業大学 H10.12.8
大韓民国 国民大学校 H11.3.29
中華人民共和国 首都師範大学 H11.4.12
スリランカ民主社会主義共和国 ペラデニヤ大学 H11.11.30
大韓民国 釜山大学校 H12.2.2
大韓民国 木浦大学校 H12.8.3
中華人民共和国 中国農業大学 H12.10.17
ベトナム社会主義共和国 ハノイ農業大学 H12.12.7
インドネシア共和国 ハサヌディン大学 H13.3.9
バングラデシュ人民共和国 バングラデシュ工科大学 H13.4.27
台湾 輔仁カトリック大学 H13.8.9
ルーマニア アレクサンドルイオンクザ大学 H13.9.11
インドネシア共和国 ガジャマダ大学 H13.11.1
中華人民共和国 遼寧師範大学 H13.11.6
中華人民共和国 ハルビン工業大学 H13.11.12
大韓民国 釜慶大学校 H14.4.18
大韓民国 済州大学校 H14.8.9
インドネシア共和国 サムラツランギ大学 H14.9.13
大韓民国 韓国技術教育大学 H14.10.8
中華人民共和国 華東理工大学 H15.4.1
バングラデシュ人民共和国 ラジャヒ大学 H15.5.18
フランス共和国 ブルゴーニュ大学 H15.7.1
インドネシア共和国 リアウイスラム大学 H15.7.2
オーストラリア ラトローブ大学 H15.7.31
バングラデシュ人民共和国 バングラデシュ農科大学 H16.8.28
中華人民共和国 浙江理工大学 H16.9.6
台湾 国立政治大学 H16.9.13
台湾 国立中興大学 H16.9.14
フランス共和国 オルレアン大学 H17.3.31
大韓民国 光州女子大学校 H17.7.14
カナダ マニトバ大学 H17.8.8
タイ王国 チェンマイ大学 H17.9.9
台湾 国立台北大学 H17.10.6
ポーランド共和国 ルブリン工科大学 H18.3.3
台湾 国立東華大学 H18.6.30
大韓民国 培材大学校 H18.7.11
ベトナム社会主義共和国 ノンラム大学 H18.11.9
パキスタン・イスラム共和国 コハート科学技術大学 H19.4.27
大韓民国 牧園大学校 H19.5.16
インドネシア共和国 スリビジャヤ大学 H19.6.11
大韓民国 大邱大学校 H19.6.26
台湾 元培科技大学 H19.7.6
ベトナム社会主義共和国 ハノイ国家大学外国語大学 H19.8.6
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学　　校　　名 相　手　国　名 提　　　携　　　先 提携年月日
カンボジア王国 プノンペン王立法経大学 H19.8.24
中華人民共和国 西南政法大学 H19.10.31
パキスタン・イスラム共和国 ペシャワール大学 H19.11.10
カンボジア王国 王立農業大学 H19.11.21
タイ王国 アジア工科大学 H19.11.21
中華人民共和国 浙江科技大学 H19.12.25
タイ王国 モンクット王ラカバン工科大学 H20.1.3
アメリカ合衆国 パシフィック大学 H20.2.29
中華人民共和国 遼寧大学 H20.4.30
台湾 国立連合大学 H20.8.8
インドネシア共和国 ダルマプルサダ大学 H21.9.4
台湾 文藻外語学院 H21.9.4
ラオス ラオス国立大学 H22.1.26
カナダ ウィルフリッド・ロリエ大学 H22.7.13
バングラデシュ人民共和国 ジャハンギールナガール大学 H22.7.26
バングラデシュ人民共和国 チッタゴン工科大学 H22.9.30
ベトナム社会主義共和国 ビン大学 H23.2.21
インドネシア共和国 セベラスマレット大学 H23.3.28
インドネシア共和国 ジュアンダ大学 H23.7.15
インドネシア共和国 マラン州立大学 H23.12.7
インドネシア共和国 ボゴール農業大学 H23.12.27
ベトナム社会主義共和国 ベトナム国家大学ハノイ校自然科学大学 H24.3.13
ベトナム社会主義共和国 ベトナム国家大学ハノイ校工科大学 H24.3.13
アメリカ合衆国 スリッパリーロック大学 H24.4.4
オーストラリア連邦 シドニー工科大学 H24.8.28
カンボジア王国 王立プノンペン大学 H24.11.30
タイ王国 タマサート大学 H25.2.13
バングラディシュ人民共和国 ダッカ工科大学 H25.2.20
ベトナム社会主義共和国 アンザン大学 H25.3.11
リトアニア共和国 ヴィタウタスマグヌス大学 H25.8.26
フィンランド共和国 ユバスキュラ大学 H25.11.8
インドネシア共和国 ジャカルタ国立大学 H26.2.11
インドネシア共和国 ブラウィジャヤ大学 H26.4.14
ベトナム社会主義共和国 カントー大学 H28.8.21
オランダ王国 デザインアカデミーアイントホーフェン H28.10.19
ドイツ連邦共和国 ブルク・ギービヒェンシュタイン芸術デザイン大学ハレ H29.3.30

佐賀大学
（学部間） フランス共和国 ＮＥＭＯ国際共同研究グループ H14.7.1

中華人民共和国 中国社会科学院　世界経済政治研究所 H6.6.30

中華人民共和国 南昌大学　医学院 H5.2.22
中華人民共和国 大連医科大学 H10.10.29
中華人民共和国 第四軍医大学 H12.10.31
アメリカ合衆国 ハワイ大学　医学部 H14.2.14
中華人民共和国 浙江中医薬大学　 H28.9.22

英国 グラスゴー大学 H5.6.28
タイ王国 カセサート大学　工学部 H8.12.2
スリランカ民主社会主義共和国 モラツワ大学 H8.12.13
英国 ベルファーストクイーンズ大学 H9.12.16
英国 イースト・アングリア大学工学部 H10.1.22
中華人民共和国 中国科学院　長春応用化学研究所 H10.6.23

＊経済学部

＊教育学部

＊医学部

＊理工学部
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学　　校　　名 相　手　国　名 提　　　携　　　先 提携年月日
佐賀大学 チェコ共和国 プラハ化学技術大学 H10.7.20
（学部間） スロバキア共和国 コメニウス大学　自然科学部 H11.6.17

スロバキア共和国 コメニウス大学　数学物理学部 H11.6.17
ポーランド共和国 ルブリン工科大学　衛生土木工学部 H11.10.5
バングラデシュ人民共和国 クルナエ工業技術大学 H12.3.1
大韓民国 慶北大学校　師範大学数学教育科 H18.10.30
カナダ コンコルディア大学　工学情報科学部 H13.7.27
中華人民共和国 武漢大学　電気工程学院 H14.11.27
ネパール王国 トリブーバン大学　理工学部 H15.3.2
大韓民国 大邱カトリック大学校自然科学大学・工科大学 H15.3.21
タイ王国 チュラロンコン大学 理学部 H15.3.28
バングラデシュ人民共和国 ジャフジャラル大学 応用科学技術学部 H15.5.25
中華人民共和国 浙江大学 建築工程学院 H15.9.11
インドネシア共和国 スラバヤ工科大学 H16.6.1
中華人民共和国 西北大学 化学学部 H16.12.24
大韓民国 延世大学理学部 H17.4.11
中華人民共和国 清華大学　理学院 H18.3.22
大韓民国 高神大学校　自然科学大学 H19.11.23
中華人民共和国 武漢大学数学与統計学院 H21.12.24
タイ王国 スラナリー工科大学　工学部 H25.2.19
インドネシア共和国 マラン国立ポリテクニクス H25.11.29
ドイツ連邦共和国 ドレスデン工科大学　科学校 H27.3.27
中華人民共和国 同済大学土木工程学院 H27.5.7
ミャンマー ヤンゴン工科大学 H27.6.22
大韓民国 韓国交通大学建築交通学部 H27.9.15
マレーシア トゥン・フセイン・オン大学 H27.12.9
インドネシア共和国 ランブング・マンクラット大学 H28.1.20
台湾 国立勤益科技大学工学部 H28.2.22
フランス共和国 リール第1大学 H28.12.8
中華人民共和国 温州大学建築工程学院 H28.9.12

中華人民共和国 中国科学院　長春応用化学研究所 H10.6.23

大韓民国 全南大学校　農科大学 S62.4.27
タイ王国 コンケン大学 農学部 S63.6.29
マレーシア マレーシアプトラ大学 農学部 H1.3.16
インドネシア共和国 ガジャマダ大学 農学部 H6.9.20
タイ王国 カセサート大学　農学部、農工学部、理学部、工学部 H7.6.7
カナダ セントメリーズ大学　科学部 H8.7.23
マレーシア マレーシア科学大学　生物科学部 H8.8.7
大韓民国 済州大学校　農科大学 H9.6.16
大韓民国 木浦大学校　食品産業技術研究センター H9.8.28
大韓民国 牧園大学校　テクノ科学大学 H17.12.1
タイ王国 チュラロンコン大学　理学部 H17.12.1
ベトナム社会主義共和国 カントー大学農村開発学部 H27.3.16
中華人民共和国 温州大学　生命環境科学学部 H28.9.12

英国 インペリアルカレッジロンドン大学生物学科 H5.7.26

大韓民国 釜慶大学校　新環境先端エネルギー機械研究センター H16.9.17
マレーシア マレーシア工科大学海洋温度差エネルギー研究センター H26.2.20
中華人民共和国 大連理工大学海洋科学技術学院 H27.1.21

＊工学系研究科

＊農学研究科

＊海洋エネルギー研究センター

＊産学・地域連携機構

＊農学部
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学　　校　　名 相　手　国　名 提　　　携　　　先 提携年月日
佐賀大学 中華人民共和国 上海交通大学　高度技術企業化室 H13.8.15
（学部間）

中華人民共和国 上海交通大学 複合材料研究所 H14.4.1
大韓民国 浦項工科大学校　浦項加速器研究所 H18.3.6
英国 リバプール大学　物理学教室 H18.4.1

ロシア連邦
ロシア研究センタークリチャトフ研究所
クリチャトフシンクロトロン放射光及び
ナノテクノロジー研究センター

H22.9.9

中華人民共和国 上海応用物理研　究所上海シンクロトロン光施設 H23.4.6

オーストラリア連邦 シドニー大学地盤工学研究センター H16.06.21
中華人民共和国 同済大学土木行程学院地盤工学科 H16.7.18
中華人民共和国 上海交通大学 土木工学科 H18.7.7
大韓民国 ソウル国立大学海洋研究所 H19.1.18

台湾 文藻外語学院　日本語学科 H20.3.17
西九州大学 アメリカ合衆国 アラスカ大学 H22.8.25
西九州大学短期大学部 アメリカ合衆国 ニューヨーク州立大学アディロンダック学 H22.11.23

大韓民国 モコン大学 H22.12.14
大韓民国 大田科学技術大学 H23.10.7
タイ王国 ブラパー大学 H24.8.27
台湾 国立宜蘭大学 H24.11.7
台湾 元培医事科技大学 H24.11.8
スロベニア リュブリャナ大学 H25.8.5
大韓民国 社会福祉法人　蓮花村 H25.9.24
台湾 義守大学 H25.10.11
中華人民共和国 安徽三聯学院 H27.3.23
中華人民共和国 厦門（アモイ）理工学院 H27.6.23
大韓民国 建国大学グローカルキャンパス H27.6.26

九州龍谷短期大学 大韓民国 善隣大学 H17.3.25
＊大学間 大韓民国 釜山女子大学 H19.3.6

中華人民共和国 凱里学院 H20.5.8
中華人民共和国 貴州民族学院 H20.5.9
中華人民共和国 盤錦職業技術学院 H20.7.12
大韓民国 東義科学大学 H23.7.25
大韓民国 釜山経商大学 H23.11.9
中華人民共和国 遼寧師範大学国際教育学院 H24.12.17
中華人民共和国 大連大学日本語言文化学院 H25.5.14

佐賀県立有田窯業大学校 ドイツ ハレ芸術デザイン大学 H17.5.16
佐賀女子短期大学 アメリカ合衆国 アデイロンダックコミュニティーカレッジ H8.8.9
＊大学間 アメリカ合衆国 ウィスコンシン州立大学リバーフォールズ校 H10.12.18

大韓民国 慶州大学校 H11.11.12
中華人民共和国 南通農業職業技術学院 H15.10.26
中華人民共和国 連雲港職業技術学院 H17.6.29
英国 グロスタシャーカレッジ H20.7.13
大韓民国 蔚山科学大学 H22.1.15
大韓民国 釜山外国語大学 H27.5.13
中華人民共和国 江西外語外貿職業学院 H27.6.1
アメリカ合衆国 ハワイ大学マウイ校 H27.8.11
大韓民国 培林大学 H27.10.14
大韓民国 翰林聖心大学 H29.4.21

＊国際交流推進センター

＊低平地沿岸海域研究センター

＊シンクロトロン光応用研究センター
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（イ）高等学校
学校名 提携先・提携日 提携の経緯 H28年度の交流状況

唐津商業高等学校
2012（H24)年7月22日
麗水情報科学高等学校
（韓国　全羅南道）

2012年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。交流を開始した年に、国
際交流協約書を締結した。

○７月13日～15日（交流日：７月14日）
生徒14名、職員4名が渡航。調理実習や授業体験等を
通して親睦を深めた。
○10月27日～28日
唐津市内観光、調理実習や授業体験、部活動体験等
を通して交流を深めた。

佐賀農業高等学校

2014（H26)年8月
全南生命科学高等学校
（韓国　全羅南道）

2012年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。相互交流を続ける中で、
2014年度、国際交流協定締結に至った。

○７月５日～８日（交流日：７月７日）
生徒8名、職員3名が渡航。歓迎会や農場見学、生徒交
流を通して親睦を深めた。
○11月15日
生徒21名、職員５名を受入。和太鼓の披露、クッキー作
り、簡単な農業実験等を通して交流を深めた。

嬉野高等学校
2014（H26）年5月
第一中東職業技術専業学校
（中国　遼寧省）

2013年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。2回目の訪問で、友好交
流に関する覚書を締結した。

10月25日～10月28日（交流日：10月26日）
生徒8名と職員3名が渡航し、授業体験や交流夕食会を
通して、交流を深めた。

2013（H25)年12月
リセ　オテルリ
（フランス）

生徒のフランスへの留学先として関係機関より紹介され
た。

ヨーロッパの情勢不安とテロの心配があり実施していな
い

2015（H27)年12月
上海現代職業技術学校
（中国　上海市）

2012年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。相互交流を続ける中で、
2015年度、国際交流協定締結に至った。

○6月7日
生徒10名、職員4名を受入。日本文化体験（衣、食、住・
生活）を通して交流を深めた。
○12月19日～21日（交流日12月20日）
生徒11人職員3人が相手校を訪問。点心（シュウマイ)作
り実習などを通し、交流を行った。

佐賀工業高等学校
2015（H27)年10月
順天（スンチョン）工業高等学校
（韓国　全羅南道）

2013年度より、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。相互交流を続ける中で、
2015年度、国際交流協約を締結した。

○10月26日
生徒25名（機械科7名、自動車科2名、電気科4名、化学
工業科4名、土木科4名、建築科4名）、職員7名を受入。
歓迎セレモニー、合同実習（機械科、電子情報科、建築
科）、ランチ交流、文化交流（日本の伝統的な遊び）等を
通して交流を深めた。
○12月14日～16日(交流日：12月15日)
生徒12名（生徒会4名、機械科4名、電子情報科4名）、
職員3名が相手校を訪問。歓迎セレモニー、合同実習、
文化交流（韓国の伝統的な遊び）、ランチ交流、相手校
の校長先生との懇談会等を行った。

杵島商業高等学校
2015(H27)年12月23日
順天青岩（チョンアム）高等学校
（韓国　全羅南道）

2013年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。交流を続ける中で３度目
の訪問の際に国際交流協約書を締結した。

11月1日～3日（交流日11月2日）
生徒11名、引率3名が相手校を訪問。両校の出し物、
パートナーとの制作活動や給食体験、韓服での礼儀作
法講座や学校行事への参加などを通して交流を行っ
た。

唐津西高等学校
2016(H28)年10月21日
貴州師範大学附属中学
(中国　貴州省)

2014年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。相互交流を続ける中で、
2016年度、国際交流協定締結に至った。

10月20日～10月23日
渡航人数：生徒11名、職員3名
交流内容：交流活動（学校紹介・出し物）、授業体験、書
の共同制作

唐津南高等学校
2016(H28)年9月29日
三重高級商工職業学校
(台湾)

2015年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。相互交流を続ける中で、
2016年度、国際交流協定締結に至った。

9月28日～30日
生徒10名と教職員3名が渡航し、グループ交流や木工
実習を通して、交流を深めた。
○歓迎セレモニー
　・両校校長挨拶、教育交流協定書締結、
　・生徒による出し物（中国語での唐津紹介）
　・記念品交換、中国語による自己紹介
○生徒交流
　・プレゼント交換、グループ交流、出し物披露

・鉛筆制作交流、昼食会

佐賀東高等学校
1990（H2)年11月17日
クイーンズベリー高校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

佐賀北高等学校
1992（H4)年3月
グレンズフォールズ高校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度は交流実績なし。

1995（H7)年7月4日
ハードリー・ルザーン高校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

2016(H28)年11月1日
筏橋商業高等学校
（韓国　全羅南道）

2014年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。3年間相互交流を続ける
中で、2016年度、交流協約書を締結した。

○10月25日～10月28日
渡航人数：生徒12名、引率3名
交流内容：歓迎セレモニー、授業交流、韓国文化体験、
交流夕食会
○11月1日
受入人数：生徒12名、引率3名
交流内容：歓迎セレモニー、授業交流、ランチ交流

北陵高等学校
1990（H2)年11月17日
サザンアディロンダック職業訓練学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度は交流実績なし。

龍谷高等学校
1998（H10)年3月27日
レイクジョージ高校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

3月25日～4月4日
グレンズフォールズ市に生徒２名を派遣。
現地高校への訪問、ホームステイを体験。

有田工業高等学校
2005（H17）年8月2日
韓国陶芸高等学校

有田焼の祖とされる李参平は半島出身でもあり、日韓の
陶芸を学ぶ高校生同士が交流することにより技術の向
上を図る。

○10月　本校生徒作品8点を韓国陶芸高校へ送る。校
内での展示会終了後、陶芸高校の作品6点とともに作品
返却。
○11月　本校での文化祭の折にセラミック科の展示室に
て日韓姉妹校交流陶芸作品展を開催。

唐津青翔高等学校
2008（H20)年1月14日
釜山外国語大学校
（韓国）

玄海町国際交流協会の活動を通じ、本校と釜山外国語
大学校との交流が提案され、九州で初となる大学・高校
間の姉妹締結協定が調印された。

7月23日（土）
釜山外国語大学から学生20名　引率2名が来校。本校
からは環境文化系列、生徒会の生徒14名が参加。歓迎
会及び交流会を実施した。

佐賀学園高等学校
1981（S56)年 4月 1日
永登浦(ヨンドンポ)工業高校
（韓国　ソウル特別市）

佐賀新聞社の紹介により締結 現在は交流を行っていない。

 佐賀女子高等学校  
2002（H14）年1月11日
善徳(ソンドク)女子高校
（韓国　慶州(キョンジュ)市　）

佐賀女子短大の提携先である慶州大学から、同じ慶州
市の善徳女子高校が本校との交流を希望されていると
伝えられ、2001年3月に職員を派遣し視察。7月に善徳
女子高校より来校され、提携協定を結ぶ予定であった
が、教科書問題等で延期。2002年1月に来校。提携校
協定を結ぶ。

8月8日～8月12日
佐賀女子高校より30名の交流希望者を善徳（ソンドク）
女子高校へ。
生徒はドラマや音楽・アイドルといったものから韓国にた
いして興味を持って参加できた。
世界遺産の仏国寺をはじめ国立慶州博物館の見学が
できた。
また、韓国の生徒の家でホームステイを体験し韓国の生
活や文化に触れることができた。

東明館高等学校

2015年（H27）年4月27日
信男教育学園上海文來高等学校国
際部中日班
（中国　上海市）

2014（H26）年1月20日佐賀県国際・観光部おもてなし課
から依頼があり文化交流会を実施。文化交流会をきっか
けに本校への編入学に関する協定を締結。

9月　信男教育学園上海文來高等学校国際部中日班よ
り2名の編入生を受け入れた。
（高校2年に編入）

牛津高等学校

佐賀商業高等学校

50



（ウ）中学校
学校名 提携先・提携日 提携の経緯 H28年度の交流状況

佐賀県立
武雄青陵中学校

2015（H27)年3月4日
麗水華陽（ファヤン）中学校
（韓国　全羅南道）

2014年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に参加。相手校の受入に引き続き、同年度内に
相手校を初めて訪問した際、協定締結を行った。

○9月6日～8日（交流日：9月7日）
両校校歌交換、歓迎の歌（Love Love Love）、フォーク
ダンス（合同）、民族衣装体験、両校学校及び文化紹
介・質疑応答、名刺交換、カップス、バンダル（韓国民
謡）、手作り楽器、ユンノリ（韓国式すごろく）などを実施
した。
○10月28日
武雄青陵中学校文化発表会ステージ発表部門に参加
し、韓国伝統楽器の紹介と実演、本校生徒との合同合
唱・ダンスを行った。

神埼市立
神埼中学校

2016(H28)11月15日
朗洲中学校（韓国　全羅南道）

2016年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。交流を開始した年に、姉
妹校締結協議書を締結した。

11月15日
訪問者：生徒15名　教諭4名
交流内容：姉妹校本締結　歓迎式典　神舞太鼓　吹奏
楽演奏　学級交流　授業参加　給食交流

神埼市立
千代田中学校

2016(H28)11月9日
三湖西中学校（韓国　全羅南道）

2016年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」に応募し、採択された。
神埼市にある王仁神社と韓国の王仁博士との関係で、
神埼市中学校と大韓民国の姉妹校締結を行うことに
なった。平成27年10月23日に神埼市から韓国事前訪問
を行い、仮締結した。平成28年11月9日千代田中学校
に、韓国から訪問され、本締結と交流を行った。

11月9日
訪問者：生徒15名　教諭4名　通訳1名
交流内容：姉妹校本締結　歓迎式典　2年生学年交流
会　学級交流と授業参加　給食交流
【その他の交流】
三湖西中学校より地震の陣中見舞い（校長）
三湖西中学校よりお礼状（訪問生徒）

佐賀大学教育学部附属中学校
2016（H28)年2月
香港聖公会林護中学校
（中国　香港）

2014年度に、「世界とつながる佐賀県青少年交流推進
事業」をに応募し、採択された。相互交流を続ける中
で、2016年度、MOUを締結した。

9月21日～24日（交流日：9月23日）
生徒16名、職員5名が林護中学校を訪問。
SNSにおけるいじめについての討論等。スカイプで本校
と林護中とを結び討論会に参加。

佐賀市立
城西中学校

1989（H元）年5月22日
グレンフォールズ中学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度は交流実績なし。

佐賀市立
昭栄中学校

1990（H2)年11月17日
ハードリー・ルザーレン中学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度は交流実績なし。

佐賀市立
鍋島中学校

1990（H2)年11月17日
クイーンズベリー中学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

平成29年度の交流に向けた準備を行った。

佐賀市立
成章中学校

1990（H10)年11月17日
ウォーレンズバーグ中学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度は交流実績なし。

佐賀市立
城南中学校

1998（H10)年3月27日
レイクジョージ中学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

神埼市立
脊振中学校

1989（H元）年10月1日
山西大学附属中学校
（中国　山西省）

締結年度の前年度に、スッポン養殖研究で脊振村（当
時）に滞在していた3人の中国人研究者と中学校との交
流会がきっかけとなった。心温まる歓迎に感激された研
究者が中国側の橋渡し役になり、また、本校において
は、日本赤十字社佐賀県支部の協力を受けて姉妹校
の締結及び相互の親善訪問が実現した。

○8月1日～5日　山西大学附属中学校に生徒6名と職
員2名を派遣。学校案内、交流会（学校紹介、合唱の交
換、レクリエーション等）などで親睦を深めたあと、生徒
宅3軒にホームビジットし夕食を共にしている。
○12月　総合的な学習の時間を活用して、全校生徒が
交流校の生徒への年賀状を作成し、送っている。

武雄市立
山内中学校

1993（H5)年3月
カリフォルニア州 セバストポール市
ブルックヘイブン中学校
（アメリカ）

1985（S60)年3月にセバストポール市と山内町が国際姉
妹都市友好提携協定書を交わしたことをうけ、ブルック
ヘイブン中学校との姉妹校盟約書を交わす。山内町が
武雄市と合併後の2011（H23)年4月16日に武雄市、セ
バストポール市との姉妹都市締結の再調印。

3月25日から4月4日(9泊11日)
本校3年男子3名、女子1名、2年生男子1名の計5名が、
セバストポール市にホームステイをし、ブルックヘイブン
中学校との交流をしてきている。29年度は、ブルックヘイ
ブン中より交流に来る予定である。

唐津市立
第一中学校

1996（H8)年11月16日
麗水中学校
（韓国　全羅南道）

1982年に唐津市と麗水市の姉妹都市締結をうけ、両市
の教育発展と友好親善に寄与するため姉妹校締結。

上峰町立
上峰中学校

2004（H16)年8月27日
大神（テイシン）中学高等学校
（韓国）

1980年より県道愛好者による民間交流が始まる。2001
年に上峰町長及び議員がヨジュ郡を表敬訪問。ヨジュ
郡からの来町も繰り返された。2003年、日韓友好上峰町
青少年ヨジュ郡訪問事業開始。2004年姉妹校締結。

8月18日～21日
参加人数：生徒14名、引率2名
交流内容：歓迎式典では、本校からは、日本剣道型・
サックス演奏・よさこい・書道披露等を行い韓国側からも
歓迎の出し物が披露された。授業参加では、パワーポイ
ントで学校紹介をしたり、茶道実演・トッポギの調理実習
等で交流を深めた。ホームステイ先の家族とも交流を深
め、美術館交流・博物館見学を行った。

（エ）小学校
学校名 提携先・提携日 提携の経緯 H28年度の交流状況

佐賀市立
勧興小学校

1989（H元)年5月22日
サンフォード・ストリート小学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度の交流は実施しておりません。
H29年7月に交流予定のため、交流計画を立案中です。

佐賀市立
芙蓉小学校

1989（H元）年5月22日
ジャクソンハイツ小学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

佐賀市立
金立小学校

1989（H元）年5月22日
ビッグクロス・ストリート小学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度は交流実績なし。

佐賀市立
久保泉小学校

1990（H2)年11月17日
レイクジョージES校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

佐賀市立
嘉瀬小学校

1990（H2)年11月17日
ハードリー・ルザーレン小学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度は交流実績なし。

佐賀市立
鍋島小学校

1990（H2)年11月17日
クイーンズベリー小学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度は交流実績なし。

佐賀市立
循誘小学校

1990（H2)年11月17日
ウォーレンズバーグ小学校
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。

H28年度は交流実績なし。

伊万里市立　小中一貫校
滝野校

ダービースクール（アメリカンスクー
ル）

1996（H8)年度に文部省の「英語活動」教育研究開発校
指定を受けたのを機に、交流を始めた。

H28年度は交流実績なし。

唐津市立
名護屋小学校

1999（H11)年10月20日
萬徳初等学校
（韓国）

名護屋城博物館特別企画展「日韓ふれあい伝統芸能」
の団員であった萬徳初等学校校長より相互訪問・ホー
ムステイ交流の要請があり、翌年2000年より相互訪問の
交流が始まった。名護屋小学校PTAの事業として交流
を行っている。隔年で相互訪問を行っている。

鹿島市立
北鹿島小学校

2010年8月4日
大西(テソ)初等学校
（韓国　全羅南道高興（ゴフン）郡）

鹿島市と高興郡との協定に基づいた交流の一環として、
子どもたちのホームステイなど相互交流へ発展。隔年で
訪問と受入を行う。

8月3日～8月6日
受入人数：5・6年生16名、引率9名
交流内容：全校での交流会，干潟体験，ホームステｲ

（オ）幼稚園
学校名 提携先・提携日 提携の経緯 H28年度の交流状況

エミール幼稚園
1995（H7)年4月2日
ビッグクロス幼稚園
（アメリカ）

佐賀市とグレンズフォールズ市を含むウォーリン郡との
姉妹都市交流の一環として。
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（カ）その他の交流状況 

 ○ロータリークラブ・ライオンズクラブ・青年会議所・商工会議所 

団    体    名 相 手 団 体 名 国 名 提携年月日 

佐 賀ロータリークラブ 

佐賀西   〃 

佐賀北   〃 

唐 津   〃 

 

唐津中央  〃 

唐津西   〃 

 

 

唐津東   〃 

鹿 島   〃 

南釜山ロータリークラブ 

岡 山   〃 

豊原西北  〃 

麗 水   〃 

大 甲   〃 

麗水閑麗  〃 

浦 項   〃 

麗水左水營 〃 

唐津    〃 

員林    〃 

北斗    〃 

韓 国 

台 湾 

〃 

韓 国 

台 湾 

韓 国 

〃 

〃 

〃 

台 湾 

〃 

S48. 3.24 

S54. 2.27 

H 4. 6. 9 

S45.11. 6 

S51.11.28 

H11.11.11 

S49. 6.13 

S52. 3.16 

S59. 4. 2 

S50. 2.20 

S55. 3.13 

佐賀ライオンズクラブ 

佐賀葉がくれ 〃 

佐賀若楠   〃 

鳥栖養基   〃 

嬉 野    〃 

晋州ライオンズクラブ 

台北市第一（中央）国際獅子會 

ソウル平和ライオンズクラブ 

新馬山    〃 

鎮 海    〃 

韓 国 

台 湾 

韓 国 

〃 

〃 

S48.10.17 

S46. 2. 9 

S58. 8.～ 

S55. 1.19 

S54. 3.17 

佐賀青年会議所 

唐津  〃 

新營青年会議所 

麗水  〃 

台 湾 

韓 国 

S60. 5.24 

S46. 5. 5 

唐津商工会議所 麗水商工会議所 韓 国 S52. 5.10 

 
○社会福祉法人めぐみ厚生センター・韓国社会福祉法人「手と手」（韓国） 

   ・提携年月日 平成３年７月８日 
    （H21以降の交流はなし） 
○松浦文化連盟・麗水文化団体（韓国芸術文化総連号会麗水支部） 

   ・提携年月日 昭和 56年 12月 13日 
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(2) 世界の諸地域との交流

　ア　市町別移住者数
(単位：人)

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

メ
キ
シ
コ

ブ
ラ
ジ
ル

ペ
ル
ー

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

パ
ラ
グ
ア
イ

ボ
リ
ビ
ア

フ
ィ
リ
ピ
ン

ニ
ュ
ー

カ
レ
ド
ニ
ア

ウ
ル
グ
ア
イ

不
明

合 計

佐 賀 市 145 17 15 275 70 22 39 22 2 607

唐 津 市 15 6 8 457 4 3 4 1 498

鳥 栖 市 37 6 8 32 10 2 6 101

多 久 市 17 2 136 5 14 1 175

伊 万 里 市 10 3 200 7 2 15 4 241

武 雄 市 16 6 4 116 9 8 4 11 174

鹿 島 市 10 4 2 145 6 26 2 195

小 城 市 20 2 2 49 15 8 4 11 2 113

嬉 野 市 11 1 1 202 1 6 2 3 4 231

神 埼 市 25 1 5 104 6 2 2 5 1 151

吉野ヶ里町 1 1 73 9 1 85

基 山 町 6 3 9 6 2 26

上 峰 町 27 18 6 5 56

み や き 町 71 8 8 80 23 2 1 6 1 200

玄 海 町 0

有 田 町 76 1 77

大 町 町 1 1 110 6 34 11 163

江 北 町 2 1 27 30

白 石 町 17 4 7 191 5 7 5 1 237

太 良 町 1 64 65

小 計 432 59 67 2,364 188 140 93 55 17 9 0 1 3,425

出身地不明 325 1 1 48 7 3 2 70 1 1 459

合 計 757 60 68 2,412 195 143 95 55 87 9 1 2 3,884

農業振興課「佐賀県海外移住史」

　佐賀県からの海外移住は、明治20年代から始まり、当初はハワイ、アメリカ合衆国が主であった
が、次第にブラジルへの移住が増加し、大正から昭和にかけてブラジルをはじめ、メキシコ、ペ
ルー、ボリビア等、南米各地に多くの県民が渡航した。

市町名

移住先
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イ　在外県人会

H28.5月現在

地　域 国　名 団体名（日本語） 団体名（現地名称） 創立年 会員数

ブラジル ブラジル佐賀県文化協会 SOCIEDADE  CULTURAL
SAGAKEN  BRASILEIRA

1955
（S.30） 250名

アルゼンチン アルゼンチン佐賀県人会 ASOCIACION SAGA EN LA
ARGENTINA

1976
（S.51） 70名

パラグアイ パラグアイ佐賀県人会 PARAGUAY  SAGA
KENJINKAI

1957
（S.32） 9家族

ペルー ペルー佐賀県人会 Asociacion Peru Saga
Kenjinkai

1980

（S.55）
95名

ボリビア ボリビア佐賀県人会 ASOCIACION.DE.PRV,SAG
AKEN BOLIVIA

1960
（S.35） 40名

南加佐賀県人会 Southern California
Saga Kenjin Kai

1905
（M.38） 120名

ハワイ佐賀県人会 Hawaii Saga-Kenjinkai 1979
（S.54） 9名

ＮＹばってん会 NY Batten Kai 1999
（H.11）

約76名
（佐賀出身者
16名）

北加佐賀県人会 Saga Kenjin Kai of
Northern California

2009
（H.21） 20名

タイ王国 泰国佐賀県人会 SAGA ASSOCIATION OF
THAILAND

1990
(H.2) 29名

大連佐賀県人会 大連がばい会 2013
（H.25） 16名

北京佐賀県人会 2015
（H.27） 6名

上海佐賀県人会 上海佐賀県人会 2002
（H.14） 50名

シンガポール 佐賀県人会 葉隠会 1984
（S.59） 15名

マレーシア 佐賀県人会 2013
（H.25） 19名

インドネシア ジャカルタ県人会 2005
（H.17） 15名

ヨーロッパ フランス パリ佐賀県人会 2013
（H.25） 23名

南米

北米 アメリカ

中国

　海外移住者及びその子孫、本県出身海外駐在員等により１７ケ所（１２ケ国）に県人会があり、各種活
動を行っている。

アジア
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４．国際化推進のための環境づくり 
 (1) 人材育成 

  ア 語学指導等を行う外国青年招致事業 

     （JETプログラム ： The Japan Exchange and Teaching Programme） 

地方公共団体が総務省、文部科学省、外務省及び財団法人自治団体国際化協会（ＣＬＡＩＲ）の協力の下、

外国青年を招致し、中・高校等における外国語教育の充実を図るとともに、地域レベルでの国際交流を推進

することを目的としている。 

    この事業は職種により、国際交流員（ＣＩＲ）、外国語指導助手（ＡＬＴ）等に分けられ、ＣＩＲは国際交

流活動に従事し、地方公共団体の行政部門に配置される。ＡＬＴは語学指導に従事し、主に教育委員会、ま

たは公立中・高等学校、あるいは私立中・高等学校に配置される。 

（ア）年度別招致状況 

ＪＥＴ青年招致人数推移 

 県 市 町 等 合    計 
ＣＩＲ ＡＬＴ 計 ＣＩＲ ＡＬＴ 計 ＣＩＲ ＡＬＴ 計 

７年度 2 24 26 2 52 54 4 76 80 

８年度 2 25 27 2 55 57 4 80 84 

９年度 2 26 28 1 56 57 3 82 85 

10年度 2 28 30 2 57 59 4 85 89 

11年度 3 29 32 2 60 62 5 89 94 

12年度 3 29 32 2 62 64 5 91 96 

13年度 3 30 33 2 63 65 5 93 98 

14年度 3 30 33 3 64 67 6 94 100 

15年度 3 30 33 3 64 67 6 94 100 

16年度 3 30 33 3 64 67 6 94 100 

17年度 3 29 32 3 64 67 6 93 99 

18年度 3 28 31 3 60 63 6 88 94 

19年度 3 27 30 3 50 53 6 77 83 

20年度 3 14 17 2 41 43 5 55 60 

21年度 3 9 12 2 35 37 5 44 49 

22年度 3 6 9 2 33 35 5 39 44 

23年度 3 16 19 2 31 33 5 47 52 

24年度 3 16 19 2 30 32 5 46 51 

25年度 4 16 20 2 26 28 6 42 48 

26年度 4 16 20 2 25 27 6 41 47 

27年度 4 16 20 2 25 27 6 41 47 

28年度 4 16 20 2 25 27 6 41 47 

 

※「市町等」欄には市町教育委員会の他、私立学校(2～18年度、各年度ＡＬＴ１名を配置)を含む。 
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（イ）外国青年招致事業による招致青年の配置状況（平成28年度） 

○ 国際交流員（ＣＩＲ） 

配   置   先 
H28 

人数(名) 

県 佐賀県国際課 4 

市
町
等 

佐賀市国際交流室 1 

有田町商工観光課 1 

    合  計 6 

 

○ 外国語指導助手（ＡＬＴ） 

配   置   先 人数(名) 配   置   先 人数(名) 
県 佐賀県教育委員会学校教育課 16 

市
町
等 

有田町教育委員会 1 

市 
町 
等 

唐津市教育委員会 11 大町町教育委員会 1 

武雄市教育委員会 6 江北町教育委員会 1 

鹿島市教育委員会 2   

吉野ヶ里町教育委員会 1   

玄海町教育委員会  1   

嬉野市教育委員会 1 合  計 41 

（国際課調） 
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イ 外国語教育 
（ア）県立高校における留学生受入校及び受入人数（1ヶ月以上） 
 学 校 名 Ｈ26 H27 H28  学 校 名 Ｈ26 H27 H28 
1 鳥 栖  １  20 唐 津 南    

2 三 養 基 １   21 伊 万 里 農 林    

3 神 埼    22 佐 賀 農 業 ３   

4 佐 賀 東    23 鳥 栖 工 業    

5 佐 賀 西 １ ２  24 佐 賀 工 業    

6 佐 賀 北   １ 25 唐 津 工 業    

7 致 遠 館    26 有 田 工 業 １ １  

8 小 城   １ 27 塩 田 工 業    

9 唐 津 東    28 鳥 栖 商 業    

10 唐 津 西    29 佐 賀 商 業 １ １  

11 厳 木    30 唐 津 商 業    

12 唐 津 青 翔    31 伊 万 里 商 業    

13 伊 万 里  １  32 杵 島 商 業    

14 武 雄 ３ ２  33 鹿 島 実 業 ２   

15 白 石    34 神 埼 清 明    

16 鹿 島    35 多 久   １ 

17 太 良    36 嬉 野    

18 牛 津  １ １ 受け入れ校数 7校 8校 4校 

19 高 志 館  １  留 学 者 数 12人 10人 4名 

(県教育庁教育振興課） 
 
 
 
 （イ）県立高校における国際交流関係学科・コースの設置状況（平成 28年度） 

 学  校  名 学科・コース名 ク ラ ス 数 生徒数（定員） コースの 
設置年

該当なし     

（県教育庁教育総務課） 
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  （ウ）県立高校における英語以外の外国語の取組状況（平成 28年度） 

学  校  名 科     目 開始年度 

佐 賀 商 業
中国語入門（3年生選択／2単位） 
ハングル入門（3年生選択／2単位） 

1992年 
2005年 

唐 津 商 業 ハングル入門（3年生選択／3単位） 1992年 

三 養 基 中国語Ⅰ（2･3年生選択／2単位） 1996年 

佐 賀 北
中国語入門（3年生選択／4単位） 
ハングル入門（3年生選択／4単位） 

1996年 
2001年 

嬉 野
中国語入門（1･2年生選択／2単位） 
中国語Ⅰ（2年生選択／2単位） 
中国語Ⅱ（2年生選択／2単位） 

2001年 
2016年 
2016年 

唐 津 青 翔
韓国文化（2･3年生選択／4単位） 
韓国語Ⅰ（1･2年生選択／4単位） 
韓国語Ⅱ（3年生選択／2単位） 

2005年 

佐 賀 農 業 韓国語入門（3年生選択／2単位） 2014年 

（県教育庁学校教育課） 
 
 
    （エ）県立高校における海外修学旅行の実施状況（平成 28年度） 

学  校  名 渡   航   先 内   容 人 数

実 施 な し    

  （県教育庁学校教育課）
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学校名 相手校 交流の経緯 H28の交流内容

佐賀県立鹿島実業
高等学校

上海工商信息学校
（中国　上海）

2012年度より「世界とつながる佐賀
県青少年交流推進事業」に参加

渡航期間：10月26日（水）～29日（土）
交流日：10月27日（木）
渡航人数：生徒10名、教職員3名
授業見学、学校紹介、スポーツ交流等

佐賀県立高志館高
等学校

湖南園芸高等学校（韓国
全羅南道）

2013年度より「世界とつながる佐賀
県青少年交流事業」に参加

【訪問】
渡航期間：9月20日～22日
交流日：9月21日
渡航人数：生徒10名　引率2名
交流内容：授業体験、学校紹介
【受入】
交流日：11月29日
受入人数：生徒11名、教職員5名
交流内容：茶道体験、製菓実習体験

佐賀県立武雄高等
学校

國立政治大學附属高級中
學（台湾）

2014年度より「世界とつながる佐賀
県青少年交流推進事業」に参加

渡航機関：11月13日～15日
交流日：11月14日
交流人数：生徒10名、教職員3名
交流内容：授業参加、文化紹介プレゼンテーション、ランチ交流

佐賀龍谷学園
龍谷高等学校

瀋陽市芸術幼児師範学校
（中国　遼寧省）

2014年度より「世界とつながる佐賀
県青少年交流推進事業」に参加

渡航期間：10月18日～10月21日
交流日：10月19日
渡航人数：生徒8名　引率2名
交流内容：共同実習、授業や部活動見学。交流夕食会では高校
生活や将来、児童教育について語り合った。

佐賀県立唐津西高
等学校

貴州省青少年来佐訪問団
2014年度より「世界とつながる佐賀
県青少年交流推進事業」に参加

受入日：8月8日
受入人数：高校生5名、中学生6名、引率4名
交流内容：歓迎セレモニー、吹奏楽部歓迎演奏
書道体験、家庭研究部との昼食交流

①新北市立鶯歌高級工商
職業学校
（台湾）

2015年度より「世界とつながる佐賀
県青少年交流推進事業」に参加

渡航期間：12月12日～12月14日
交流日：12月13日
渡航人数：生徒8名、引率2名
交流内容：歓迎セレモニー（日本文化クイズ、似顔絵スケッチ、ギ
ター弾き語り）、クラフト作り、写真撮影、昼食交流

泳薰高等学校
（韓国）

対日理解促進プログラム（韓国派
遣分）日本中高生訪韓団
（JENESYS2016）

渡航期間：9月25日～10月1日
交流日：9月27日
渡航人数：生徒3名
交流内容：歓迎セレモニー、テコンドー、K-POPダンス、昼食交流

佐賀県立鳥栖商業
高等学校

国立中 高級商業職業学
校（台湾台北市）

2016年度より「世界とつながる佐賀
県青少年交流推進事業」に参加

渡航期間：12月19日～12月21日
交流日：12月19日
渡航人数：生徒9名、引率3名
交流内容：名所や旧跡などの訪問、授業体験、両校による出し物
の披露、ゲーム、プレゼント交換、市内散策など。将来的な姉妹校
提携を背景に、学校として受け入れをお願いすることになった。

佐賀県立太良高等
学校

台湾国立成功商業水産職
業学校

2016年度より「世界とつながる佐賀
県青少年交流推進事業」に参加

渡航期間：12月13日(火)～16日(金)
交流日：12月14日(水)
交流人数：生徒6名、引率3名
交流内容：歓迎セレモニー、挨拶、学校紹介、
　　　　　校舎･授業見学、交流会、昼食交流会など

佐賀県立鳥栖高等
学校

Centennial Secondary
School（カナダ）

語学研修プログラム

渡航日程：3月21日～4月3日
渡航人数：16名（高校1年・中学3年）
交流内容：ヴァンクーヴァー市郊外でホームステイ(14日間）。ブリ
ティッシュコロンビア大学訪問や英語語学研修等。

佐賀県立鳥栖工業
高等学校

Triam Udom Suksa School
（タイ）

文部科学省短期アジア留学生

受入日：1月23日～2月10日
受入人員：生徒1名
初めての留学生受け入れ。歓迎式典、建築科2年クラス参加、ベ
ンチ・住宅模型作り、学校紹介、実習施設見学、部活動見学、日
本伝統文化（味噌づくり、着物着付け）、バドミントン、記念撮影を
通して交流を深めた。

佐賀県立牛津高等
学校

ドイツの高校生 YFUより受入依頼
受入期間：4月11日～12月24日
受入人数：1名
交流内容：1年生のクラスに在籍し授業に参加

佐賀県立伊万里農
林高等学校

シンガポールの高校生
伊万里ライオンズクラブの「ライオン
ズ2016年冬期来日生の体験交流」
の一環として受入

受入期間：12月7日
受入人数：1名
交流内容：森林工学科でのネームプレート作り、生物生産科での
草花実習、書道の授業への参加、レオクラブの生徒との昼食会

佐賀県立伊万里商
業高等学校

清州外国語高等学校（韓
国）

修学旅行による来日

交流日：10月27日
受入人数：生徒24名、引率2名
交流内容：歓迎会（記念品贈呈、学校紹介及びビデオ上映等）、
茶道体験、グリーティングカードを用いての自己紹介、折り紙、ダ
ンスや合唱の披露等、クイズなどでグループ交流、本校生徒とペ
アでの部活動自由見学・参加等

佐賀県立小城高等
学校

Colegio Etchegoyen高校（チ
リ）

AFSの依頼
受入日：4月10日～1月27日（10ヵ月）
交流内容：全学校行事

（オ）　海外との交流状況（姉妹友好等提携交流を除く）

佐賀県立神埼清明
高等学校
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学校名 相手校 交流の経緯 H28の交流内容

東明館学園
東明館高等学校

Bluebells School
International, Kailash　（イン
ド）

2015年12月にインドで日本語を学
習している相手校を担当職員が訪
問。文化交流の一環として2016年
度よりスカイプ交流を開始した。

実施日：8月4日、10月27日、12月15日、2月9日（年4回）
【スカイプ交流】
高1、高2生徒と日本語を学ぶ相手校生徒が交流。各回ごとにテー
マを決め、英語と日本語を使って自国のことや自分の考えを発表
し合った。発表後には質疑応答を行い、理解を深めた。

佐賀県高等学校教
育研究会家庭部会

チュラロンコン大学附属高等
学校及び泰日工業大学（タ
イ）

未来のスペシャリスト海外研修
渡航期間：11月13日～11月17日
渡航人数：7名、校長1名、職員1名
交流内容：施設見学、訪問相手校生徒との交流、タイシルク織り

佐賀県高等学校教
育研究会商業部会

開南高級商工職業学校（台
湾）

未来のスペシャリスト海外研修
渡航日程：12月13日～12月16日
渡航人数：12名、校長1名、職員1名
交流内容：日系企業訪問、現地駐在日本人訪問等

佐賀県高等学校教
育研究会工業部会

新北市立瑞芳高級工業職
業学校（台湾）

未来のスペシャリスト海外研修

渡航日程：10月18日～21日
渡航人数：生徒10名、校長1名、職員1名
交流内容：2回目の訪問。授業や実習施設を見学、生徒との交
流、記念品贈呈等

佐賀県高等学校教
育研究会農業部会

Corinda State High School
（オーストラリア）

未来のスペシャリスト海外研修

渡航日程：10月17日～10月22日
渡航人数：10名、校長1名、職員1名
交流内容：大規模農場の視察、ファームステイ、現地農業高校と
の交流等

佐賀県高等学校教
育研究会福祉部会

台湾自閉症協会、双蓮安養
院（台湾）

未来のスペシャリスト海外研修
渡航日程：11月15日～11月18日
渡航人数：7名、校長1名、職員1名
交流内容：現地福祉施設、日系企業視察、織物工場見学等

①董玉 中学校(香港)
2013年より「世界とつながる佐賀県
青少年交流推進事業」に参加

渡航日程：3月20日(月)～3月22日(水)
交流日：3月21日(火)
渡航人数：13名(中学3年生)
交流内容：学校施設見学、学校紹介、日本文化の紹介、中学校
周辺散策、ホームビジット

②Labschool(インドネシア) インドネシアNPO団体からの依頼

受入日：5月10日(火)
受入人数：生徒53名、職員4名
交流内容：書道部によるパフォーマンス披露、剣道体験、
Labschool生徒による楽器演奏、グループ交流(日本文化の紹介、
体験)

佐賀県立香楠中学
校

Centennial Secondary
School（カナダ）

語学研修プログラム

渡航日程：3月21日～4月3日
渡航人数：16名（高校1年・中学3年）
交流内容：ヴァンクーヴァー市郊外でホームステイ(14日間）。ブリ
ティッシュコロンビア大学訪問や英語語学研修等。

佐賀市立小中一貫
校北山校中学部

Shepparton　High School
（オーストラリア）

2015年8月から、シスコシステムズ
の紹介で豪州シェパトン校との交
流が可能となった。800人規模の学
校であるが、シェパトン校勤務の日
本人の先生に、北山校との交流日
程に関し、人数や内容について協
力してもらい、交流を進めている。

【テレビ会議システムによる交流】2016.4～2017.4
・学期に1度の交流を行っている。単元の最終ゴールに設定し、授
業で学んだことを生かしコミュニケーションをとり、学習内容が発揮
されるような交流を目指している。
・相手校の交流対象生徒は、シェパトン校で日本語を学ぶ7～10
年生である。
・互いの学校に関することや行事について、クイズやプレゼンテー
ションを行い、それぞれの国や地域の文化について理解し合える
ようにしている。また、ある「トピック」について互いの意見を交わす
こともある。

佐賀市立小中一貫
校思斉中学部

2016佐賀熱気球世界選手
権大会

大会運営本部より、久保田町内施
設における交流イベントに、本校生
徒の参加協力が求められた。

本校生徒会役員（２０名程度）が、同イベントに参加し、浮立ともち
つき大会に参加し、国際交流を図った。

佐賀市立
城西中学校

長沙中加学校
湘郡未来実験学校
長安実験中学校

県庁からの修学旅行団の受け入れ
による交流

歓迎セレモニー、学校紹介、レクリエーションなどを行った。

有田町立
西有田中学校

ウガンダ
相手校の限定はなし

平成28年度中１TTの講師であった
外尾知子先生の娘さんが、国際ボ
ランティアでウガンダへ行かれた際
に、特別支援学級の作業で作成し
たリボンをお土産として持って行か
れた。

国際ボランティアで訪問をされて国で、本校が作成したリボンをお
土産として渡す。

太良町立
多良中学校

Strathmore Secondary
College
（オーストラリア）

メルボルン日本人学校勤務経験者
の仲介による交流

【E-メール交流】
交流日：6月1日～　3回程度
交流内容：オーストラリアの現地校の日本語を学ぶ生徒たちと、英
語、日本語の両言語をお互いに使用し、習慣や考え方など、文化
の違いを体感した。

唐津市立
小川中学校

佐賀大学留学生

佐賀県教育庁教育振興課グロー
バル人材育成より佐賀大学国際交
流推進センター ・准教授の山田直
子を紹介され講演していただい
た。その中で，実際に交流を行っ
た。

講話の演題　「異文化ってなんだろう？色々な文化に触れて頭と
心を刺激しよう！」山田直子
【スカイプ交流】
交流日：平成28年10月5日（水）13：05～14：30
対象者：小川中１～3年14名、佐大留学生１名 インドネシア
交流内容：自己紹介
相手国の文化や特色を子どもたちが質問しながら交流を深めた。

玄海みらい学園
後期課程

学校教育課
佐賀大学国際学生来校によ
る国際交流

イングリッシュデー

交流内容：時期がちょうどクリスマスだったので、クリスマスとお正
月をテーマに、みらい学園８年生は、日本のお正月をテーマにグ
ループに分かれて紹介をした（お節料理、大みそかの過ごし方、
初もうで、ア正月の遊び、年賀状など）。国際学生は自国の紹介を
してくれたので、それぞれの文化について知ることができた。

佐賀県立
唐津東中学校
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学校名 相手校 交流の経緯 H28の交流内容

佐賀大学教育学部
附属中学校

上海市曹杨中学校
2015年度佐賀県団体海外研修旅
行事業（長崎大学名誉教授上薗先
生の紹介）

交流日：12月23日
渡航人数：生徒16名、職員3名
交流内容：歓迎レセプション、相互学校紹介、いじめ問題につい
ての討論、生徒の自由交流

東明館学園
東明館中学校

東莞虎門第五中学校　（中
国）

佐賀県おもてなし課からの依頼

受入日：1月16日
交流人数：生徒15名、引率2名
交流内容：文化交流会（合唱披露、互いの言葉を学び合う）、折り
紙・茶道体験、昼食会を実施

佐賀市立
川上小学校

佐賀大学留学生

川上小学校児童に豊かな体験をし
てほしいためＰＴＡ本部が佐賀大
学留学生と交流会として、7月下旬
の土曜日「土曜夢学級」を開催して
きた。

受入日：7月30日
交流人数：小城市の園芸農家に研修に来ているミャンマー、インド
ネシア、中国の7人の農業実習生と35名の児童が参加
交流内容：交流会（自己紹介、各国の歌交流、ニュースポーツ）、
そうめん流し体験、カヌー体験

佐賀市立
新栄小学校

兎 （トヒョン）小学校
（韓国　釜山）

　2002年の本校創立30周年記念
行事の一環として、新栄校区教育
文化振興会が主催。佐賀市と姉妹
都市の提携をしている蓮堤区から
兎 小学校の代表児童を招待して
交流が開始。翌年より、隔年でお
互いの学校を訪問している。
　2017年3月、15年の交流の成果
が認められ、西日本国際財団のア
ジアKids大賞を受賞した。

2016年度はトヒョン小より交流団を受け入れた。
受入期間：10月15日（土）～17日（月）
受入人数：トヒョン小児童18名、引率10名
交流内容：
 15日－福岡空港への出迎え、吉野ヶ里の見学と勾玉づくり、
　　　 佐賀市主催歓迎会、新栄浮立練習見学、ホームステイ
 16日－茶道体験、日本の昔遊び体験（5年児童交流）、
　　　 全校児童による歓迎集会、給食試食(交流児童学級)、
　　　 引率団による授業参観、ホームステイ
 17日－佐賀市バルーンミュージアム・佐賀本丸歴史公園見学、
　　　 お別れ会、福岡空港までのお見送り

鳥栖市立旭小学校 弘堂国際学園 弘堂国際学園からの受入依頼

交流日：1回目11月8日、2回目2月2日
交流人数：弘堂国際学園生徒約50名、6年生児童129名
交流内容：1回目：自己紹介、出身国の紹介。2回目：福笑い、カ
ルタ、すごろく、折り紙、なわとびなど日本の遊び紹介

嬉野市立吉田小学
校

メルボルン日本人学校 本校より、現地校へ交流を打診

【スカイプによる交流】
交流日：2月
交流内容：外国語活動で学習した内容についての交流、総合的
な学習の時間で学習したお互いの国や地域の紹介

佐賀市立小中一貫
校北山校小学部

リズモア校
（オーストラリア）

H25.8から、テレビ会議システム取
り扱い業者であるシスコシステムズ
の紹介により、豪州リズモア校との
交流が始まった。全校生徒が30人
ほどの小さな学校であり、小学部職
員が、相手校の日本人の先生と交
流日程、内容を検討し、進めてい
る。

【テレビ会議システムによる交流】2016.4～2017.3
・年間1・2年生は3回、3～6年生は4回の割合で交流を図った。
・互いにペア・グループを作り、交流を深めた。内容は互いの国に
関すること、学校行事に関するクイズやプレゼンテーション、ゲー
ムなどを取り入れ、親交を深めている。クリスマスや正月には互い
にカードを郵送した。

伊万里市立
山代西小学校

佐賀県内在住のペルー・
オーストラリア・中国の外国
籍の人

伊万里市国際戦略室からの依頼
で，「国際交流ひろば」を開催す
る。

交流日：1月26日
交流人数：5･6年生児童23名
交流内容：パワーポイントによる各国の紹介、各国の遊びの紹介と
遊びの体験、給食交流

伊万里市立
小中一貫校
滝野校

ダービースクール
（アメリカンスクール）
　長崎県佐世保市

1996年度に文部省の「英語活動」
教育研究開発校指定を受けたのを
機に交流を始めた。

交流日：7月15日
交流人数：15名の児童と4名の引率者を受け入れた。
交流内容：①自己紹介②体育的な活動(大玉転がし・アジャタ）
③武道体験（剣道）④昼食⑤文化的な活動（書道）⑥歌の交流
⑦プレゼント交換

基山町立若基小学
校

弘堂国際学園 本校から交際学園への依頼
交流日時：2月6日 14:05～15:45（本校多目的ホール）
交流人数：国際学園より留学生21名，本校6年生児童
交流内容：互いの文化・遊び・学校紹介

玄海みらい学園
前期課程

国際課からの紹介による県
内井在住の外国出身者

国際理解講座の中で

交流人数：中国、インドネシア、ペルー出身の方が来校。本校1、2
年生が参加。
交流内容：それぞれの国の文化紹介をしていただき、その文化体
験をしたりしながら理解を深めた。（食文化、衣装、お金、遊び、あ
いさつ等）

玄海みらい学園
前期課程

オーストラリア
Korowal School

姉妹校締結に向けての事前交流

交流人数：skypeを使って、オーストラリア　コロワルスクールの１年
生児童との交流会。本校1年生が参加。
交流内容：①自己紹介、②歌を歌い合う、③お互いにＱ＆Ａをし
て交流を始めた。

玄海みらい学園
オーストラリア
Korowal School

姉妹校締結に向けての事前交流

交流内容：クリスマスカードの交換、ニューイヤーカードの交換をし
た。
また、お互いに写真やビデオで学校紹介をし合い、互いの学校紹
介、町紹介をし合った。

玄海みらい学園
前期課程

西南学院大学訪問
国際学生との交流

3年前から実施している国際交流
の一環として

交流人数：国際学生のべ30名参加。本校3、4年生が参加。
交流内容：お互いの出身地紹介をし合った。また、全校で「防災・
減災学習」に取り組んだので、日本、玄海町の防災・減災につい
て学んだことを紹介したり、それぞれの国の自然災害や防災・減
災についての話を聞いたりした。
ほかにも、一緒に昼食を食べたり、自己紹介をしてフリートークや
ゲームをしながら交流を深めた。
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学校名 相手校 交流の経緯 H28の交流内容

玄海みらい学園
前期課程

九州産業大学訪問
国際学生との交流

3年前から実施している国際交流
の一環として

交流人数：国際学生のべ18名参加。本校5、6年生が参加。
交流内容：全校で「防災・減災学習」に取り組んだので、日本、玄
海町の防災・減災について学んだことを紹介したり、それぞれの国
の自然災害や防災・減災についての話を聞いたりした。なかでも、
地震の被災者の生々しい話を聞いて、防災・減災学習の必要性
を再確認することができた。
ほかにも、一緒に昼食を食べたり、自己紹介をしてフリートークをし
ながら交流を深めた。

神埼市立脊振小学校
フランス
ボークール市
サントル・アー小学校

友好姉妹都市提携から20周年の
節目となる神埼市記念事業の一環
として訪問団が脊振小中学校に訪
れた。

交流日：10月24日
交流人数：市長・議員・教員等16名
交流内容：全校児童による歓迎セレモニー
　　　　　ランチルームでの全児童との交流給食
　　　　　脊振小4年生児童との交流
　　　　　（帰国後）サントル・アー小学校の子ども達との
　　　　　　　　　　クリスマスカード、年賀状交換

東原庠舎中央校
前期課程
H28中央小学校

韓国雙鳳初等学校訪問団 佐賀県子供会連合会より依頼

交流日：11月22日　5時間目　体育館にて
交流人数：韓国の小学生12名、引率2名、通訳3名
交流内容：交流対象5年生89名
　①はじめのことば
　②校長あいさつ
　③県子連会長あいさつ
　④訪日団団長あいさつ
　⑤児童代表歓迎の言葉
　⑥訪日団児童代表あいさつ
　⑦出し物　中央小から　歌や合奏（韓国語での歌あり）
　⑧ゲーム　・これ何？ゲーム・ジェスチャーゲーム　など

⑨プレゼント渡し＆終わりの言葉

鳥栖市立
鳥栖北小学校

弘堂国際学園

・本校教育課程の「5年総合的な学
習」に位置づけ
・例年実施

交流日：10月29日（月）
交流人数：弘堂国際学園生徒約30名、5年生児童130名
交流内容：留学生の自己紹介，出身地紹介・5年生による日本の
遊びや衣食住に係わる日本文化の紹介

兵庫小学校
ツリートップモンテッソーリス
クール（オーストラリア　パー
ス）

本校グローバルキッズクラブGTの
西九州大学ニコル園部先生からの
依頼

交流人数：クラブ活動として4～6年児童18名
交流内容：・自己紹介のe-book交流、学校紹介のe-book交流、
・パートナー交流（日本の児童は英語のクリスマスカードを、オース
トラリアの子供は日本語の年賀状を書いて郵送）
・本プロジェクトリーダーの西オーストラリア大教育学部長グレース
教授による兵庫小学校訪問、授業参観、交流
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5.　国際協力
　(1)  国際協力の推進
　　ア　佐賀県海外技術研修員受入状況
年
度 中 国 ブラジ

ル
アルゼ
ンチン ペルー 韓 国 マレー

シ ア
インド
ネシア

フィリ
ピ ン タ イ

バング
ラ

デシュ

モンゴ
ル パラオ 計 主　な　研　修　機　関

55
～
5

110 25 6 1 2 1 2 0 0 0 0 0 147

各種県機関、チャーム洋装店、白石地区農協、衛生
専門学院、溝田工業、ﾋﾞｭｰﾃｯｸ二葉、唐津市農協、ア
ルセッド建築研究所、真生幼稚園、西九州大学、日
祐、石橋建築事務所、大和養護学校、テク佐賀、久
米製薬、鹿島市農協、佐賀新聞、フェイユー

6 12 3 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 21
佐賀銀行、歯科医師会（佐賀医大）、JA武雄市、佐
賀玉屋、県情報システム課、環境センター、窯業セ
ンター、工業センター、農試センター、上場セン
ター、果試、畜試、県立病院

7 9 4 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 17
農試センター、畜試、果試、窯業大学、窯業セン
ター、タカタ九州、佐医大、佐賀広告センター、石
橋建築事務所、JA神埼、佐賀大低平地防災研究セン
ター

8 9 5 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 18
農試センター、畜試、果試、窯業センター、ジム
コ、教育センター、産業技術学院、広告センター、
佐賀玉屋、佐賀銀行、石橋建築事務所、JA小城郡、
松尾建設、増田羊羹本舗

9 9 2 0 1 1 1 1 0 0 1 0 0 16
農試センター、畜試、果試、窯技センター、産業技
術学院、環境センター、けやき荘、オサダ、鳥栖基
山農協、佐大低平地防災研究センター

10 8 4 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 17
諸井税理士事務所、佐賀県歯科医師会、緒方整骨
院、産業技術学院、窯技センター、農試センター、
畜試、果試、JA白石、ジムコ、家畜保健衛生所

11 6 4 1 1 0 2 1 1 0 0 0 0 16
佐賀医大、ｻｶﾞｼｷｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ、佐賀玉屋、鶴田整形外
科、ジムコ、産業技術学院、佐賀大学、農試、果
試、畜試、JA鹿島、栽培漁業センター

12 7 4 1 1 0 2 1 0 0 0 0 0 16
永原学園、はがくれ荘、電算センター、工技セン
ター、農試センター、畜試、佐賀医大、環境セン
ター、窯技センター、中部保健所、教育センター

13 9 2 0 2 0 1 1 0 0 0 1 1 17

佐賀大学、ｾﾚﾓﾆｰｼﾞｬﾊﾟﾝ、工技センター、県立博物
館、農試センター、佐城農協、ｼﾞｬﾊﾟﾝﾂｱｰｼｽﾃﾑｻｶﾞ、
戸上電機製作所、佐賀医大、佐大海浜台地生物生産
研究センター、窯技センター、昭和自動車、佐賀保
育園

14 8 3 0 2 0 1 1 0 0 0 0 1 16
佐賀広告ｾﾝﾀｰ、重永ﾃﾞｻﾞｲﾝ事務所、果試、佐賀銀
行、はがくれ荘、農試センター、佐賀みどり農協、
総合看護学院、佐賀医大、佐賀大学、窯技セン
ター、ﾋﾞｭｰﾃｨｯｸ二葉

15 7 2 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 13
佐賀電算センター、佐賀玉屋、ホテルニューオータ
ニ佐賀、佐賀整肢学園、佐賀環境科学検査協会、佐
賀大学、農試センター、窯技センター、果試、環境
センター

16 4 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 7 真生幼稚園、佐賀大学、農試センター、窯技センター、果試、環境センター

17 3 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 5 （財）環境科学検査協会、窯技センター、農試センター、林業試験場、サガシキ印刷

18 3 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 6
環境センター、佐賀工業センター、佐賀食肉衛生研
究所、音成印刷、窯技センター、玄海水産振興セン
ター

19 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 環境センター、農試センター、窯技センター
20 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 農試センター、佐賀電算センター
21 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 農試センター
22 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 農試センター
23 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 農試センター
24
～
28

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 211 63 13 13 4 17 11 3 1 2 1 2 341

※ 昭和58年度までは、県単独事業。 （国際課調）
59年度以降平成15年度までは国庫補助事業。 平成16年度は、再び県単事業として実施。
平成21年度から23年度まではJICAの補助事業
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　　イ　独立行政法人国際協力機構（JICA）　研修員受入状況

年　 度 人　 員 国　　　　　籍 受　　入　　先

S60 1 バ ン グ ラ デ シ ュ 佐賀大学農学部

S61 2 タ イ 　　　　〃

ア ル ゼ ン チ ン 佐賀技能開発センター

S62 1 タ イ 佐賀大学農学部

S63 2 ケ ニ ア         〃

中 央 ア フ リ カ 吉田鉄工所

H１ 2 バ ン グ ラ デ シ ュ 佐賀大学農学部

1 ペ ル ー         〃

1 ド ミ ニ カ 佐賀県農業試験場

2 ケ ニ ア ㈱吉田鉄工所

H2 1 タ イ 伊万里技能開発センター

1 イ ン ド ネ シ ア 佐賀大学農学部

5 マ レ ー シ ア (有)伊万里色鍋島

H3 1 ケ ニ ア ㈱吉田鉄工所

H4 1 ケ ニ ア         〃

1 バ ン グ ラ デ シ ュ 佐賀大学農学部

H5 1 ミ ャ ン マ ー 佐賀大学理工学部

1 大 韓 民 国 佐賀医科大学耳鼻咽喉科学講座

1 チ リ 佐賀県農業試験場

H6 1 フ ィ リ ピ ン 佐賀県窯業技術センター

H8 1 ス ワ ジ ラ ン ド ㈱ワイ・ビー・エム

H9 1 バ ン グ ラ デ シ ュ 佐賀県産業技術学院

H10 1 フ ィ リ ピ ン 中部家畜保健衛生所

H11 1 フ ィ リ ピ ン 佐賀県産業技術学院

H13 1 パ ラ オ (財)佐賀保育園

1 モ ン ゴ ル 昭和自動車㈱

H14 1 モ ン ゴ ル ㈲ビューティック二葉

H16 1 マ レ ー シ ア 佐賀県窯業技術センター

H17 1 マ レ ー シ ア 佐賀県窯業技術センター

H18 1 マ レ ー シ ア 佐賀県窯業技術センター

1 ブ ー タ ン 佐賀大学農学部

H19 1 ブ ー タ ン 　　　　〃

H20 1 ブ ー タ ン 　　　　〃

13 イ ン ド ネ シ ア 佐賀大学理工学部

H21 14 イ ン ド ネ シ ア 佐賀大学理工学部

H26 1 ケ ニ ア 佐賀大学大学院工学系研究科

1 モ ザ ン ビ ー ク 佐賀大学大学院工学系研究科

H27 1 エ ジ プ ト 佐賀大学大学院工学系研究科

1 モ ザ ン ビ ー ク 佐賀大学大学院農学研究科

1 モ ロ ッ コ 佐賀大学大学院工学系研究科

*H22 ～ H25、H28の受入はなし 独立行政法人国際協力機構 九州国際センター　調
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　ウ 独立行政法人国際協力機構　海外技術専門家派遣状況（派遣時佐賀県在住者）（平成29年3月末現在）

派遣人数 指　　　　　　　導　　　　　　　科　　　　　　　目

  ア　　　ジ　　　ア 89

シ ン ガ ポ ー ル 1 第三国（電力供給・送配電）

イ ン ド ネ シ ア 19

昆虫、海員学校実習、経済開発、救急医療、救急看護（産科）、モデリングとシミュ
レーション、人間工学(コンピュータ）、コンピュータネットワーク、情報システム、マル
チメディア信号処理、地理情報システム（GIS)、技術移転計画、人口知能2、コン
ピューター映像

タ イ 22

マンゴウ蒸熱処理、医昆虫学、水管理、廃水処理技術、通信ケーブル、地域高等
教育振興計画、チーフアドバイザー、石膏型成形、生産性運動の普及、CAD、石
膏型、原料分析、機器分析、機関、CAD/CAM/CNC、感染症研究（媒介節足動物
研究）

ベ ト ナ ム 9
土壌物理学、農産物流通学、消化器内科、園芸学/バイオテクノロジー、実験室維
持管理、法・司法改革２

バ ン グ ラ デ シ ュ 12
園芸学、植物病理学、園芸、遺伝育種学、農学、雑草学、業務調整（母子保健
サービス強化）

パ キ ス タ ン 3 手術室看護、NICU看護、新生児集中治療室看護

マ レ ー シ ア 5
技術移転計画、チーフアドバイザー、高速液体クロマトグラフによる特定化学物質
の尿中代謝物の分析法、化学テロへの対処と課題、MJIIT支援アドバイザー

サ ウ ジ ア ラ ビ ア 3 自動制御、電気通信、電気・電子

中 国 6
野菜育種、切断、実験動物技術および管理、種子検定、チームリーダー／水稲育
種・栽培、チーフアドバイザー

イ ン ド 1 鉄道線路ガス圧接

カ ザ フ ス タ ン 2 甲状腺・乳腺診断指導

フ ィ リ ピ ン 1 総合治水

ス リ ラ ン カ 5
農業経営、口唇口蓋裂の総合的診断治療システム、顎顔面補綴治療システム、顎
顔面補綴技工システム、口唇口蓋裂治療システムの向上

  オ　セ　ア　ニ　ア 3

ソ ロ モ ン 諸 島 1 昆虫学

パプアニューギニア 2 業務調整／教材作成支援

  中　　　南　　　米 28

ホ ン ジ ュ ラ ス 1 灌漑リハビリ計画レビュー

グ ァ テ マ ラ 3 脳神経外科、人類生態学、心臓病

パ ナ マ 1 自動車整備

パ ラ グ ア イ 8
寄生虫学、内科学、訓練管理、保健医療セクター調査、保険セクターサーベイ、ボ
ランティア調整員、チーフアドバイザー／広域アドバイザー、農業・農村開発政策

ボ リ ビ ア 3 病院管理、アースダムの設計・施工、ボランティア支援

チ リ 5 直物組織培養、エアコン据付、第三国（光ファイバー伝送システム）、鉱山保安

メ キ シ コ 5
ミニプロ（小規模米作近代化技術）、セラミック生産技術アドバイザー、マングローブ
植林技術

ニ カ ラ グ ア 1 ボランティア支援

ブ ラ ジ ル 1 マングローブ生態系の回復と管理

  ア　  フ  　リ  　カ 14

エ ジ プ ト 1 染織物

カ メ ル ー ン 1 品種純化選定技術

ケ ニ ア 3 地下水開発（堀削機運転・堀削機維持）、育種

シ エ ラ レ オ ネ 1 企画調整員

タ ン ザ ニ ア 1 灌漑/農民研修

マ リ 2 村落開発アドバイザー（農業一般）

ウ ガ ン ダ 3 業務調整/稲作普及、経済インフラ（運輸・交通、電力）、経済インフラ

ブ ル キ ナ フ ァ ソ 1 税関業務能力向上

マ ラ ウ イ 1 船舶機関士養成

　　　計 134

独立行政法人国際協力機構　九州国際センター　調

国 　・　 地 　域
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エ　青年海外協力隊等派遣状況 （平成29年3月末現在）
（シニア海外ボランティア、日系社会青年ボランティア、日系社会シニア・ボランティア、短期ボランティアを含む）

（ア）　年度別派遣者数 

派遣者数 男 女 派遣中 帰国
137 98 39 0 137
3 2 1 0 3
2 0 2 0 2
4 3 1 0 4
10 6 4 0 10
3 1 2 0 3
7 5 2 0 7
13 8 5 0 13
15 7 8 0 15
12 6 6 0 12
13 5 8 0 13
12 5 7 0 12
12 4 8 0 12
15 7 8 0 15
20 12 8 0 20
22 9 13 0 22
8 5 3 0 8
10 6 4 0 10
10 6 4 0 10
9 4 5 0 9
9 5 4 6 3
13 6 7 13 0
359 210 149 19 340

（イ）　国別・地域別派遣者数

12
13
14
15
16
17

年度
昭和44～平成7

8
9
10
11

24
25
26
27

計

国　　・　　地　　域

18
19
20
21
22
23

28

イ ン ド ネ シ ア 5 0 5
中 国 5 0 5

派　遣　者　数 派　　遣　　中 帰　　　　　　国
　ア　　  ジ  　　ア 103 6 97

イ ン ド 1 0 1

マ レ ー シ ア 11 0 11
ベ ト ナ ム 10 1 9

タ イ 5 0 5
フ ィ リ ピ ン 10 2 8

ス リ ラ ン カ 10 0 10
ラ オ ス 5 1 4

バ ン グ ラ デ シ ュ 5 0 5
ネ パ ー ル 8 0 8

ヨ ル ダ ン 3 0 3
カ ン ボ ジ ア 5 0 5

イ ン ド 1 0 1
ブ ー タ ン 8 0 8

パ キ ス タ ン 1 0 1
ウ ズ ベ キ ス タ ン 1 1 0

モ ン ゴ ル 7 1 6
シ リ ア 3 0 3

ソ ロ モ ン 5 0 5
ト ン ガ 4 1 3

　オ　セ　ア　ニ　ア 30 4 26
パプアニューギニア 7 0 7

フ ィ ジ ー 4 0 4

パ ラ オ 1 1 0

バ ヌ ア ツ 5 1 4
ミ ク ロ ネ シ ア 1 0 1

キ リ バ ス 1 0 1

マ ー シ ャ ル 諸 島 1 0 1
　中　  　南  　　米 96 2 93

ウ ル グ ア イ 1 0 1

ボ リ ビ ア 12 0 12
コ ロ ン ビ ア 3 0 3

ホ ン ジ ュ ラ ス 9 0 9
ペ ル ー 10 1 9

ニ カ ラ グ ア 3 0 3
エ ル サ ル バ ド ル 3 0 3

パ ラ グ ア イ 12 0 12
グ ア テ マ ラ 8 0 8

パ ナ マ 3 0 3
ジ ャ マ イ カ 1 0 1

ベ リ ー ズ 2 0 2
エ ク ア ド ル 4 0 4

メ キ シ コ 4 0 4

ブ ラ ジ ル 10 0 10

ド ミ ニ カ 共 和 国 7 0 7
コ ス タ リ カ 1 0 1

チ ュ ニ ジ ア 3 0 3
モ ロ ッ コ 8 0 8

チ リ 1 0 1
　ア  　フ  　リ  　カ 122 7 115

ガ ー ナ 7 0 7
リ ベ リ ア 2 0 2

ケ ニ ア 18 0 18
タ ン ザ ニ ア 13 1 12

ニ ジ ェ ー ル 4 0 4

ザ ン ビ ア 14 2 12
セ ネ ガ ル 7 0 7

ウ ガ ン ダ 7 0 7

マ ダ ガ ス カ ル 1 0 1
ジ ン バ ブ エ 2 0 2

ハ ン ガ リ ー 3 0 3

ブ ル キ ナ フ ァ ソ 3 0 3
　ヨ　ー　ロ　ッ　パ 8 0 8

サ モ ア 1 1 0

セ ン ト ル シ ア 2 1 1

エ チ オ ピ ア 6 1 5

コートジボアール 3 0 3
ボ ツ ワ ナ 4 0 4

マ ラ ウ イ 14 2 12

佐 賀 県 計 359 19 339

0

ベ ナ ン 2 0 2
カ メ ル ー ン 1 0 1
モ ザ ン ビ ー ク 2 0 2
エ ジ プ ト 1 1

ブ ル ガ リ ア 5 0 5
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　（ウ）　青年海外協力隊員派遣状況（佐賀県出発者）

性　　別

1 女 バヌアツ 司書 平成27年1月 - 派 遣 中

2 女 マラウイ コミュニティ開発 平成27年9月 - 派 遣 中

3 男 フィリピン 食品加工 平成27年10月 - 派 遣 中

4 女 ラオス 青少年活動 平成28年1月 - 派 遣 中

5 女 トンガ 体育 平成28年1月 - 派 遣 中

6 女 モンゴル バレーボール 平成28年1月 - 派 遣 中

7 女 ウズベキスタン 青少年活動 平成28年3月 - 派 遣 中

8 男 エジプト 環境教育 平成28年4月 - 派 遣 中

9 女 マラウイ 看護師 平成28年10月 - 派 遣 中

10 女 ベトナム 作業療法士 平成28年10月 - 派 遣 中

11 女 フィリピン 看護師 平成28年11月 - 派 遣 中

12 男 ペルー 環境教育 平成28年10月 - 派 遣 中

13 女 ザンビア PCインストラクター 平成29年1月 - 派 遣 中

14 女 タンザニア 看護師 平成29年1月 - 派 遣 中

15 女 ザンビア コミュニティ開発 平成29年3月 - 派 遣 中

16 -

17 -

18 -

　　オ　シニア海外ボランティア派遣状況（佐賀県出発者） （平成29年3月末現在）

性別

1 男 サモア 養殖 平成27年10月 - 派 遣 中

2 男 セントルシア コミュニティ開発 平成28年10月 - 派 遣 中

3 女 パラオ 栄養士 平成28年10月 - 派 遣 中

4 女 エチオピア 幼児教育 平成29年1月 - 派 遣 中

5 -

　　カ　日系社会青年ボランティア派遣状況（佐賀県出発者） （平成29年3月末現在）

性別

-

　　キ　日系社会シニア・ボランティア派遣状況（佐賀県出発者） （平成29年3月末現在）

性別

-

　　ク　短期ボランティア派遣状況（佐賀県出発者） （平成29年3月末現在）

性別

-

派　　遣　　国 業　 種 　名 期　　　　　　　間

派　　遣　　国 業　 種 　名 期　　　　　　　間

派　　遣　　国 業　　種　　名 期　　　　　　　間

派　　遣　　国 業　 種 　名 期　　　　　　　間

派　　遣　　国 業　 種 　名 期　　　　　　　間
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　ケ　アセアン青年・青年研修等受入状況

年度 受　　入　　グ　　ル　　ー　　プ 人数 受　　　入　　　機　　　関

60 　マレーシア青年指導者 25 　青少年育成県民会議

　アセアン青年混成チーム（公務員） 6 　県国際交流室

　シンガポール勤労青年 24 　青少年育成県民会議

　アセアン青年混成チーム（公務員） 6 　県国際交流室

　フィリピン青年指導者 26 　佐賀県連合青年団

　アセアン青年混成チーム（公務員） 6 　県国際交流室

　パプアニューギニア青年指導者 14 　佐賀県連合青年団
　アセアン青年混成チーム（公務員） 30 　県国際交流室

　タイ農村青年 25 　佐賀県農業青年クラブ連絡協議会

3 　フィリピン社会福祉青年 20 　県国際交流室

　アセアン青年混成チーム（教員） 25 　県教育委員会総務課

　アセアン青年混成チーム（公務員） 6 　県国際交流室

　アセアン青年混成チーム（学生） 30 　佐賀県ユースホステル協会

　アセアン青年混成チーム（公務員） 6 　県国際交流課

　アセアン青年混成チーム 6 　県国際交流課

　アセアン青年混成チーム（教員） 18 　佐賀ユネスコ協会

8 　南西アジア教育 10 　佐賀ユネスコ協会

9 　スリランカ教育 10 　佐賀ユネスコ協会

　アセアン青年混成チーム（行政） 24 　(社)九州・山口経済連合会

　ブータン・モルディブ教育 10 　佐賀ユネスコ協会

11 　ブータン・モルディブ教育 10 　佐賀ユネスコ協会

12 　ネパール 10 　佐賀ユネスコ協会

13 　ブータン・モルディブ教育 10 　佐賀ユネスコ協会

14 　ブータン・モルディブ教育 10 　佐賀ユネスコ協会

16 　インド教員（障害児教育） 19 　佐賀ユネスコ協会

17 　マレーシア　教育（初等） 20 　佐賀ユネスコ協会

18 　中央アジア（保健医療） 25 　みやき町国際交流会

20   大洋州混成　行政（地方行政） 12   みやき町国際交流会

*H2１ ～ H2８の受入はなし 独立行政法人国際協力機構 九州国際センター　調

6

10

62

63

元

2

4

5
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Ⅲ 国際交流関係諸機関
 1．市町国際交流担当課（室）

 ２．佐賀県庁の機関　
所在地：（本庁）〒840-8570　佐賀市城内1丁目1番59号　電話(代表)：0952-24-2111
　　　　（佐賀商工ビル1階）〒840-0826　佐賀市白山二丁目1-12　電話：0952-25-7004

市町村名 担当課（室）名 電　話　番　号 Ｆ　　Ａ　　Ｘ メールアドレス

佐賀市 総務法制課
国際交流室 0952-40-7023 0952-40-2050 somu@city.saga.lg.jp

唐津市 国際交流課 0955-53-7102 0955-72-9182 kokusai@city.karatsu.lg.jp

鳥栖市 市民協働推進課 0942-85-3508 0942-83-3310 kyoudou@city.tosu.lg.jp

多久市 総務課 0952-75-2112 0952-75-2110 somu@city.taku.lg.jp

伊万里市 国際戦略室 0955-22-7046 0955-22-7213 kokusai@city.imari.lg.jp

武雄市 企画政策課 0954-23-9325 0954-23-3816 kikaku@city.takeo.lg.jp

鹿島市 企画財政課 0954-63-2101 0954-63-2129 kikaku@city.saga-kashima.lg.jp

小城市 企画政策課 0952-37-6115 0952-37-6163 shiminkyoudou@city.ogi.lg.jp

嬉野市 うれしの温泉観光課 0954-42-3310 0954-42-2960 kankou@city.ureshino.lg.jp

神埼市 企画課 0952-37-0102 0952-52-1120 soumu-02@city.kanzaki.lg.jp

吉野ヶ里町 企画課 0952-37-0332 0952-52-6189 kikaku@town.yoshinogari.lg.jp

基山町 まちづくり課 0942-92-7935 0942-92-0741 kyodosuishin-2@town.kiyama.lg.jp

上峰町 まち・ひと・しごと
創生室 0952-52-2182 0952-52-4935 sousei@town.kamimine.lg.jp

みやき町 事業部まちづくり課 0942-96-5526 0942-96-5530 k-nagata@town.miyaki.lg.jp

玄海町 財政企画課 0955-52-2112 0955-52-3041 zaiseikikaku@town.genkai.lg.jp

有田町 商工観光課 0955-46-2500 0955-46-2100 syoko@town.arita.lg.jp

大町町 企画政策課 0952-82-3112 0952-82-3117 machidukuri@town.omachi.lg.jp

江北町 政策課 0952-86-5612 0952-86-2130 bikkie@town.kouhoku.lg.jp

白石町 企画財政課 0952-84-7112 0952-84-6611 kikakuzaisei@town.shiroishi.lg.jp

太良町 企画商工課 0954-67-0312 0954-67-2425 kikaku-joho@town.tara.lg.jp

機関名 事業内容 電話番号 ＦＡＸ

国際課
（佐賀商工ビル1階)

〇国際交流に係る施策の総合調整・推進、国
際協力に関すること

0952-25-7004 0952-25-7084
国際交流プラザ

（佐賀商工ビル1階) 〇多文化共生の推進に関すること
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機関名 事業内容 電話番号 ＦＡＸ

 ３．その他関係機関

　旅券センター（本庁） 〇旅券に関すること 0952-25-7005 0952-25-7417

　佐賀県香港代表事務所
(香港セントラル地区ペダース
トリート1-3 セントラルビル

ディング10階)

〇県内企業と中国企業の取引促進、佐賀牛等
県産品の販促・販路拡大支援、香港や華南地
域からの観光客誘致支援、学校間での交流促
進支援

＋852-3975-2846 ＋852-3975-2800

観光課（本庁）
〇観光施策の総合調整及び推進、観光宣伝及
び観光客の誘致、旅行業及び通訳案内業に関
すること

観光企画担当
0952-25-7386

0952-25-7304
国内・インバウンド担当
0952-25-7098

　流通・通商課　国際経済室
（佐賀商工ビル4階）

○国際経済に係る背策の企画及び調整並びに
推進、県内企業の海外展開の支援、海外との
経済交流に関すること。

0952-25-7146 0952-25-5905

経営支援課（本庁） 〇商工施策の企画・調整、地場産業の振興等 0952-25-7093,7095 0952-25-7270

　空港課（本庁） 〇佐賀空港の管理運営、整備、利活用に関す
ること 0952-25-7104 0952-25-7318

　港湾課（本庁） 〇港湾区域内における港湾・海岸の管理 0952-25-7163 0952-25-7315

教育庁　教育振興課
　(グローバル人材育成担当) 〇グローバル化に対応した教育の推進 0952-25-7411 0952-25-7409

機関名 住所 電話番号 ＦＡＸ

(公財)佐賀県国際交流協会 〒840－0826　佐賀市白山二丁目1-12
佐賀商工ビル1階 0952-25-7921 0952-26-2055

(社)佐賀県貿易協会
〒840－0826　佐賀市白山二丁目1-12
佐賀商工ビル4階佐賀県国際ビジネスサポート
オフィス内

0952-26-1474 0952-26-1479

(社)佐賀県観光連盟 〒840－0041　佐賀市城内1丁目1番59号
佐賀県庁新行政棟5階 0952-26-6754 0952-26-7528

福岡入国管理局　佐賀出張所 〒840-0801　佐賀市駅前中央3-3-20
佐賀第2合同庁舎6階 0952-36-6262

独立行政法人 国際協力機構
JICA九州 〒805-0062　北九州市八幡東区平野2-2-1 093-671-6311 093-671-0979

経済産業省 九州経済産業局
国際部

〒812-8546　福岡市博多区博多駅東2丁目11番
1号 福岡合同庁舎本館

(国際課)
 092-482-5423～25 092-482-5321

日本貿易振興機構(JETRO)
福岡

〒810-0001　福岡市中央区天神11-17
福岡ビル4階 092-741-8783 092-714-0709

佐賀市国際交流協会
〒840-0801
佐賀市駅前中央1丁目8-32
アイスクエアビル1F

0952-29-0322 0952-40-2050

伊万里市国際交流協会 〒848-8501
佐賀県伊万里市立花町1355-1 0955-22-7046 0955-22-7213

陶都有田国際交流協会
〒849-4153
佐賀県西松浦郡有田町立部乙2202番地
有田町役場　商工観光課内

0955-46-2500 0955-46-2100

肥前国際交流協会 〒847-1516
佐賀県唐津市肥前町瓜ケ坂434 0955-54-1581
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